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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　CONTENTS








FLIGHT NIGHT　フライトナイト

WITCH HUNT　ウイッチ・ハント

FROM THE EMPIRE　フロム・ジ・エンパイア

SWORD DANCER　ソードダンサー

あとがき

















































──それゆえ、彼らを造られし主は彼らを憐れまない。

彼らを形造られし主は彼らを恵まれない。

（イザヤ書二十七章十一節）






　ステンドグラス越ごしの銀光が、冬の夜闇をいっそう昏くらいものにしていた。

「エィメン、ここに供えし美酒ワインは今こ宵よいが我が糧かて。この聖夜、尽つくせぬ感謝を我は捧ささぐ……」

　礼拝堂に額ぬかずく老人の声は柔やわらかかった。慈じ愛あいに満ちているとさえ言ってよい。

　だが、祭さい壇だんに手足を縛しばられ、猿さる轡ぐつわを嚙かまされた若い尼僧シスターの瞳ひとみは、純じゆん粋すいな恐きよう怖ふに濡ぬれている。たとえ傍かたわらに凶きよう悪あくな殺さつ人じん鬼きがいても、これほどまでは怖おじなかったろう──相手が人間であったなら。彼女を殺そうとしているだけであったなら。

「さて、お待たせした……聖せい餐さんの時間だよ、シスター・アンジェリナ」

「……！」

　振ふり向いた老人の手には鋭するどい輝かがやきがある。彼がまだ人間だった頃ころ、礼拝の善ぜん男なん善ぜん女によに聖餅パンを切り分けたナイフ──聖戈コーピエだ。だが今やそれは、不ふ吉きつなエビ茶色に変色し、鉄てつ錆さびた異い臭しゆうを放っていた。

「〝パンをとりなさい。これは私の肉である〟」

　尼僧シスターの衣が音をたてて裂さけた。色気のない下着から、いまだ膨ふくらみきらない乳ち房ぶさがこぼれる。

「〝杯さかずきをとりなさい。これは契けい約やくの血である〟……ああ、アンジェリナ。君は私の一部となる。私の裡なかで、永えい劫ごうの夜を生きるのだ」

　笑みを刻んだ唇くちびるから、八重歯にしては長過ぎる牙きばがのぞく。抑おさえきれぬ欲望に口をわななせ、老人は白い胸に聖戈コーピエをあてがった。身をよじる少女の心臓を一息に──

「〝いまやイテ　ミサはミサ・終わりぬエスト〟──聖餐式は終わりです、スコット司教」

「!?」

　蒼あおく凍いてついた十字架クルスの傍かたわら、一つの影かげが立っていた。俯うつむき加減のその顔は陰いん影えいになって見えないが、ずいぶんと背の高い男だ。

「前ロンディニウム司教アレクサンダー・スコット師──父と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、貴方あなたを七件の殺人および血液強ごう奪だつの容疑で逮たい捕ほします」

「だ、誰だれだ、貴様は!?」

「ああ、申し遅おくれました。私、ローマから──」

　馬鹿丁てい寧ねいに答えたのが、彼の失敗だった──次の瞬しゆん間かん、人間の限界を遥はるかに超こえるスピードで投じられた聖戈コーピエが、その胸に突き立っていたのだ。

「はっ！　何者か知らんが聖餐の邪じや魔まは許さん！」

　牙が晧しろく輝く──法ほう衣えの老吸ヴァ血ンパ鬼イアは、つい一ひと月つき前まで司教として立っていた祭壇で哄こう笑しようした。

「愚ぐ昧まいさゆえのその過ち、死して償つぐなうが──」

「ひどいですね、いきなりですか」

「なっ!?」

　スコットの目が剝むかれた。聖戈コーピエは確かに心臓を捉とらえたにも拘かかわらず、男は平然と立っている。

「私は貴方あなたが昔なさった説教──人は自分を信じることのできる唯ゆい一いつの生き物だっていうあのお話が、とても好きだったんですよ。だから、できれば手荒な真似まねはしたくなかったんですが……」

「バ、バカな……」

　太陽と全すべての良心を引き換かえに、不死身の力を手にしたはずの老人が、驚きよう愕がくに凍こおりついた。

「貴様、吸血鬼どうぞくか!?」

「いいえ。私は……です」

　声は、金属の砕くだける音に遮さえぎられた。男の胸に突つき立った聖戈コーピエ、それが異様な音をあげて、僧衣カソツクの中へ沈しずんでゆくのだ。

　老吸ヴア血ンパ鬼イヤが呻うめいた。

「そうか、人間だった頃ころに聞いたことがあるぞ……ローマに、教ヴア皇チ庁カン本部にとんでもない怪かい物ぶつを飼かっている部署があると。そこでは教ヴア皇チ庁カンのトラブルを非合法に解決するためにその怪物使っていると……では、お前がそうなのか!?」

「Ａｘ──正確には、教皇庁Ａｒｃａｎｕｍ国務聖省 ｃｅｌｌａｅｘ特務分室 ｄｏｎｏ ｄｅｉと申します。私の上司はスキャンダルが嫌きらいでしてね。元司教ともあろうお方が〝転向〟されたことを外部に知られたくないそうです……」

　どこから取り出したものか、柄えの両端に刃やいばを宿した大おお鎌がまが男の手に握にぎられている。振ふりかぶられたそれを見上げ、スコットは絶ぜつ叫きようした。

「貴様がカテリーナの猟りよう犬けん──派は遣けん執しつ行こう官かん！」

　悲鳴に、身の凍るような風鳴りが重なった。




　　　　Ⅰ




「スチュワーデスさん、ミルクティーくださいませんか？　砂糖は十二、いや十三個で」

　カウンター向こうの若者の顔を、ジェシカはまじまじと見返してしまった。牛乳瓶びんの底みたいな丸眼鏡めがねはともかく、地味な僧衣カソツクに擦すりきれた外套コート──典型的な巡じゆん回かい神父のいでたちは、この場にあっては場ば違ちがい以外の何物でもなかったからだ。

　日付が変わったにも拘らず、展望ラウンジは華はなやかに賑にぎわっていた。上品に笑いさざめく紳しん士し淑しゆく女じよたち、軽快な室内ソナタの調べ、酌くみ交わされる美酒……贅沢リツチで豪ゴージ華ヤスな雲海フライトの夜・ナイト。

「……あのぉ、スチュワーデスさん？」

「あ？　は、はいっ！」

　栗くり色いろのセミロングを一つ振ふって、ジェシカは我に返った。エプロンドレスの裾すそを引っ張りながら、豪ごう華か飛行船の客室スチユ乗務ワー員デスに相応ふさわしい愛想笑いをそばかすの浮ういた童顔に拵こしらえる。

「ええっと、スコッチでございましたかしら？」

「いえ、ミルクティーを。砂糖は十三個……」

「あの、お甘あまいものでしたら、ケーキでもパイでも、お好みにあわせてご用意しますけど？」

「ケーキ！　パイ！　いいですねえ。でも──」

　神父は財布を覗のぞきこんで、しみじみ呟つぶやいた。

「やっぱり四ディナールしかない……というわけで、紅茶だけで結構です」

　さっきからそこらを走り回っている子供でもその十倍はポケットに入れているだろう。ちなみに先週出たジェシカの初任給が、二千ディナールだった。何でまたこんな貧びん乏ぼう人にんが、このトリスタン号──ロンディニウム・ローマ間を航行する世界有数の豪華飛行船に紛まぎれ込こんだのだ？

「毎度ながら事務局の手て違ちがいには泣かされますねえ……なんですか、この船の食堂、一食百ディナールはぼったくるって話じゃありませんか！　そんなお金、逆立ちしたって出ませんよ」

「ひょっとして、お食事摂とられてないんですか？」

「はあ、かれこれ二十時間ほどになりますか……カロリー温存しようと部へ屋やで寝ねてたんですが、だんだん頭がくらくらしてきましてね。せめて血糖値でも上げれば、ローマまでもつんじゃないかと……」

「神父様って、その……大変ですのね」

　呆あきれたジェシカのため息を同情されたとでも勘かん違ちがいしたらしい。神父は神様と交信でもしているかのように重々しく頷うなずいた。

「ええ、ときに命がけです──というわけで、砂糖は十三個でお願いします」

「承知しました……はい、お待たせしました」

「ほう、やはり本場のティーは違いますね。このトロ味がなんと言うかその……わぷっ！」

　お茶──というか、既すでにゲル状の何か──に口をつけたところで、神父は大きくつんのめった。

　先ほどから風船を持って駆かけまわっていた子供が、勢い良く脚あしにぶつかったのだ。顔面をカウンターに打ちつけ、カップの中身を頭からひっかぶる。子供の方は転んで泣き出した。

「だいじょうぶ、ボク!?　怪け我がしなかった？」

　銀ぎん髪ぱつから紅茶をしたたらせている神父は放っておいて、ジェシカは少年に駆け寄った。幸い怪我はないようだ。赤い風船──乗船記念に彼女が配ったやつ──を拾って、抱だき起こしてやる。

「あ、ありがと、おねえちゃん」

「どういたしまして。でも、もうお母さんのところにお戻もどりなさい。子供は早く寝ねなきゃね」

「う、うん……ごめんね、神父様」

　心配気に顔を覗のぞきこんだ少年に対し、濡ぬれた髪かみをかき上げた神父は爽さわやかに微笑ほほえんでみせた。

「……ふ、ふふ。なあに、いいんですよ。紅茶の一杯ぱいぐらい。全然気にしてません。ええ、気にしてませんとも。これっぽちも。全く。ふふ……」
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「よかったわね、お優しい神父様で……さ、おやすみなさい。まっすぐお部屋に帰るのよ」

　優しいお姉ねえさんに頭を下げ、少年は再び走ってゆく──小さな背中がラウンジから消えたのを確認して、ジェシカはいまにもカウンターに舌を伸のばしそうな顔の神父に声をかけた。

「神父様、サンドイッチでもいかがですか？　お代はけっこう──サービスにしときますから」

「サービス!?　ほ、ほんとですか!?　おお、主よ、感謝します……スチュワーデスさん、さてはあなた、天使様でわ？　ややっ、そう言えば、うちの教会のトイレにお顔そっくりのレリーフが……」

「……ただのスチュワーデスです」

　咳せき払ばらいしたところで、伝声管が会話を遮さえぎった。

〈こちらブリッジ──ジェシカ、出前頼たのむ〉

「かしこまりました、コネリー船長……あの、神父様、少々お待ちいただけます？　すぐ戻りますので」

「待ちます待ちます。そりゃもー天落ち時果つるまでお待ちしますとも！　ええっと……」

「ジェシカです。ジェシカ・ラング」

「……はて、ラング？」

　神父は、一いつ瞬しゆん、何か思い出そうとする表情になった。「ひょっとして、昨年亡くなった飛行船設計家のキャサリン・ラング博士は……」

「あ、私の母です」

「おお。とすると、この船の舵かじ取とりはあなたが？」

「と、とんでもない！　私はただのスチュワーデスです。一応、勉強はしてるんですけど、なかなか。やっぱり、ほら、女ですから……」

「女性が飛行船乗りになれないなんて法律はありません。現に私の知人にも一人いますしね……あ、申し遅おくれました。私、アベルと申します」

　丸眼鏡めがねを押おし上げた神父は恭うやうやしく名乗った。

「アベル・ナイトロード──教ヴア皇チカ庁ン巡じゆん回かい神父です」




　　　　Ⅱ




　全長二百五十メートル、ヘリウムガス容積二十万立方メートル──大きさだけなら、たとえばゲルマニクス王国のミドガルド・シュランゲやフランク王国のシャルルマーニュ号のように、これを凌りよう駕がする巨きよ船せんは他ほかにもある。だが、直径十三メートルの二重コン反転式トラプロぺラが叩たたき出す毎時百五十キ口の高速と、豪ごう華か客船並に充じゆう実じつしたその船内サービスは、文字どおり、他船の追つい随ずいを許さない。

　飛行貨客船トリスタン──アルビオン王国が誇ほこる天空の王の聖み名なである。

「はい、船長どうぞ」

「お、ありがとう……ああ、これこれ。これが楽しみで船に乗ってるみたいなもんだ」

　コネリー船長は芳かんばしいコーヒーの香こう気きを、幸せそうに吸いこんだ。いかにもアルビオン貴族らしく品よく整えた髭ひげを、湯気で湿しめしている。

「暇ひまっすねえ」

「平和がなにより……ローマまで、あと六時間か」

　操そう舵だ長ちようや機関士の表情も、ほどよく和なごんでいる。航海が順調な印だ。

「あれ？　そういや、副長は？」

　航法士のディケンズが、さして広くもないブリッジを見まわした。五つのシートのうち、船長席の隣となりが空いている。

「ロズウェル副長なら、下で見かけました……調子が悪いって風にあたっておいででしたわ」

「そういや、向ロンデこイニうウムでも顔色冴さえなかったな」

「奥さんと喧けん嘩かでもしたんじゃないっすか？」

「またまた、あの愛妻家に限って……」

　事情を知らない者がこのブリッジを目にすれば、これだけの巨大飛行船の操船要員がたった五名しかいないことに驚おどろいたことだろう。

　トリスタン最大の特とく徴ちようは、天才的技術者キャサリン・ラング博士が設計した自動制せい御ぎよシステムにある。旧文明の遺産である電動コンピ知性ユーターを大だい胆たんに用いた省力化により、運航要員は従来のわずか十分の一──その革新的機構は他ほかに類を見ない。

「あ、オーソンさん、ちょっとこれ……」

　計器を見て、ジェシカは操そう舵だ長ちように声をかけた。

「トリム角に誤差が出てますね。修正しといた方がいいんじゃないかしら？」

「どれどれ……お、ほんとだ。よくわかったな」

　メーターを覗のぞいた髭ひげの操舵長がつまみを調節する。その機から、航法士がからかうように声をかけた。

「操舵長、いっそ、ジェシカちゃんに舵かじ取とりやってもらった方がいいんじゃないっすか？」

「あ～、そしたら俺おれも楽だねえ」

「そんな……私はただの客室スチユ乗務ワー員デスです」

「でも、もともと君は操舵士希望で入社したんだろ？　惜おしいな……会社は何考えてるんだ？」

　会話に加わったコネリーの声も同情的だ。ここにいるのは皆みな、現場の人間だけに、才能と技術にはシビアな目を持っている。性別も年ねん齢れいも、ここでは関係ない。

「今度、上に掛かけあってみるよ」

「ありがとうございます。だけどあまり無理はなさらないでください」

「なあに、有能な人材を抜ばつ擢てきするのも会社への貢こう献けん……なんだ、副長？　どこ行ってたんだ？」

　陰いん気きな顔で現れたのは副長のロズウェルだ。背後に背の高い男を一人連れている。

「ロズウェル、誰だれだ、そちらは？」

「あ、ご、ご紹しよう介かいします、船長。こちらは……」

「ゲルマニクス王国のマインツ伯はくアルフレートと申します」

　名乗った男はきざっぽく一礼した。まとったインバネスこそ仕立てのよいものだが、まだ若い顔にはどこか品のない笑みが張りついている。

「急に押しかけて失敬。実は俺……じゃねえ私、かねがね飛行船の操縦に興味がありましてね。よかったら、見学なぞさせてもらえませんかね？」

「閣下、大変申し訳ございませんが、それはできません……副長、どういうことかね？　関係者以外のブリッジ立入りは厳禁だぞ。君も知ってるだろう？」

「ああ、彼を叱しからないでください。私が無理に頼たのんだんですよ」

　この人、あまり好きになれないな──薄うすい唇くちびるをひらひら動かす貴族を眺ながめて、ジェシカは思った。まだ先ほどの神父の方が、財布が薄くても、頭が軽くても、いかほどか好感が持てる。にしても、ゲルマニクスの貴族なんて乗ってたかしら？

「とにかく、どなたにも見学はお断りさせていただいておりますので……閣下にもあしからず」

「そりゃ、残念。できれば操縦してみてぇとも思ってたんですがね。こういう船をどこぞに墜おっことしてやったら、さぞかし気持ちいいでしょうに」

「航行の大半は自動制せい御ぎよ機構によって管理されてます。定められた航路の変更は、我々にも不可能……ちょ、ちょっと！　何をなさるんです!?」

　コネリーが制止するより早く、男は制御コンソ卓ールへ歩み寄っていた。相変わらず唇は歪ゆがめたまま、中央のスロットに薄い磁気レコードを挿そう入にゆうする。

「あ、あんた、今、何をした？」

　ディケンズ航法士が血相変えて立ちあがった。それまで順調に機能していた電動コンピ知性ユーターとの対話ディスプレイが一いつ瞬しゆん、まっ暗になり、それから洪こう水ずいのように文字を吐はき出し始めたのだ。

「ぼ、暴走!?」

「船長、電動コンピ知性ユーターが対話アクセスを拒絶しています！」

「……こ、航路が！」

　ブリッジの全員が、軽いＧを感じた──高度をあげた飛行船の巨きよ体たいが、一気に加速したのだ。

「航路設定──目標座標変へん更こう無し、設定高度……マ、マイナス三百!?　何だ、これは!?　これじゃ、ローマ上空で墜つい落らくするぞ！」

「……くはっ」

　薄い唇が大きくめくれあがった。

　アルフレートが、甲かん高だかい声で笑い出したのだ。

「くははっ！　なんだなんだ、こんなにチョロくていいのかよ？　ラクショーじゃん！　そうさ、このデカブツをローマに……くそ教ヴア皇チ庁カンのクソ頭に落っことしてやんだよ！　ひゃははっ！」

　下品に喉のどの奥を見せている男の胸ぐらを、ディケンズが摑つかんだ。

「貴様、正気か!?　お前も死ぬんだぞ！」

「俺おれが死ぬ？　死なねーよ。てめーら短生種テランなんかと一いつ緒しよにしないでくれる？　なにせ俺は……」

　三日月形に裂さけた唇から、牙きばが覗のぞいた。

「俺は長生種メトセラ──不死身の吸ヴア血ンパ鬼イア様なんだぜい！」

「！」

　ぱっくり裂さけた喉のどを搔かきむしって航法士が倒たおれた。そのときには、男の手に握にぎられたベルトが、肉眼では補ほ足そく不可能なスピードで一いつ閃せんしている。

「がっ！」「ひぎぃっ！」

　迸ほとばしる血が勢いよく床ゆかを叩たたく音に、耳を覆おおうような絶ぜつ叫きようが連続した。それが途と絶だえたときそこに立っていたのは、蒼そう白はくのジェシカと……

「よぉ、別べつ嬪ぴん……ようやく二人きりになれたな♪」

　吸ヴア血ンパ鬼イア──アルフレートは牙きばを剝むいて笑った。

「あ、あ……」

　他ほかの皆は？　殺されたのか？　副長は……こいつを手引きしたロズウェルはどこにいる？

　ロズウェルはジェシカの足元に転がっていた。ただし、胴どう体たいだけ──愛妻家の首は制御コンソ卓ールの上に載のって、何か物言いたげな顔で沈ちん黙もくしている。

「へ、こいつもバカだぜ。人質なんざ、とっくに姦やって、殺やって、飲んじまったっつーの」

「……っ！」

　胸に走った激痛に、ジェシカは身み悶もだえした。アルフレートの指が、エプロンドレスの上から彼女の乳ち房ぶさをまさぐったのだ。痛みと恐きよう怖ふ、そして恥ち辱じよくに、おもわず喘あえぎ声をあげてしまう。

「や、やめ……やめて……」

「お、その顔そそるぜ。やっぱ飲むなら女──姦カマしてから、喉かっ捌さばいたのに限るってかぁ！」

　吸ヴア血ンパ鬼イアは唇くちびるを歪ゆがめた。さらに強く胸をこね回し、のけぞる白い喉に牙を這はわせる。

「いっ、いや……！」

　首筋に走った鋭い痛みに、ジェシカが悲鳴を上げた刹せつ那な──

「あのですね、ジェシカさん、私考えたんですが……」

　開きっ放しのハッチから聞こえてきたのは、場違いにのどかな声だった。

「ただでご馳ち走そうになるのもなんなんで、お皿洗いかトイレ掃そう除じでも……な、なんです、これ!?」

「ヴァチカン!?」

　僧衣カソツクを見た吸ヴア血ンパ鬼イアが牙を剝いた。と同時に、インバネスから細いベルトが飛び出す。

「ヴァ、吸ヴアン血パイ……あわっ!?」

　もし、血ち溜だまりに足を滑すべらせていなければ、ベルトに仕し込こまれた薄刃ブレードがアベルの頭を真まつ二ぷたつに断ち割っていたろう──血しぶきのかわりにあがったのは、時ならぬ銃じゆう声せいだった。

「……!?」

　神父が尻しり餅もちついた拍ひよう子しに、腰こしに吊つった拳けん銃じゆうが暴発したのだ。床に跳はねた弾たまが、ジェシカの背後の壁かべを穿うがつ。いや正確には、そこを這う配管を……

「！」

　苦鳴とともに、アルフレートがのけぞった。

　パイプから噴ふん出しゆつした高温の水蒸気が、狙ねらいすましたように彼の顔に吹ふきつけている。目を潰つぶされ、顔を灼やかれては、さしもの吸ヴア血ンパ鬼イアとてただではすまない。

「ジェシカさん、こっち！　こっちです！」

「こ、殺す！　絶対にてめぇらぶち殺す！　腸はらわたひきずり出して、絞しめ殺してやるぞッ！」

　駆かけ寄ってきた神父に半ば引きずられるようにブリッジをまろび出た時、ジェシカが見たのは、視力を失ってでたらめに凶きよう器きを振ふりまわす吸ヴア血ンパ鬼イアと、切り裂さかれた制御コンソ卓ールの無む残ざんな残ざん骸がいだった。
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「……だいじょうぶですか？」

　弱々しく見上げた目には生気がない。

「みんな……みんなが……」

　ジェシカは肩かたを抱だいてうずくまっていた。

　こうして船尾近くの通路に隠かくれていても、すぐにそこの角を曲がって奴やつが現れるのではないか──怯おびえきった視線を落ちつかなげに彷徨さまよわせる。

「大だい丈じよう夫ぶ。あれだけのダメージなら、当分は奴も動けないはずです……それより、さっきのお話は本当ですね？」

「は、はい。言ってました……ローマにこの船を墜おとすって……そして、止めようとしたディケンズさんを……船長を……うぷっ！」

「大丈夫！　大丈夫です、落ち着いて……」

　床ゆかに戻もどしているスチュワーデスの背中をアベルはさすった。さすりながら、険けわしい目で天てん井じようを見上げる──状じよう況きようは最悪だ。電動コンピ知性ユーターを乗っ取られ、ブリッジは破は壊かいされた。下手へたに乗客に知らせれば、間ま違ちがいなく大パニックだろう。

「し、神父様、私たちどうすれば……」

「私とあなた──二人でなんとかするしかないでしょうね」

　なんとかする？　乗員は皆みな死んでしまったのに？　電動コンピ知性ユーターは向こうの手中にあるというのに？　いったいどう『なんとかする』のだ？

「パンフレットで見ました。確か、この船には副制サブブ御室リツジがありましたね？　連れん絡らく機きの格納庫を兼かねた……そこから操縦できるのでは？」

「無理です。今この船を動かしてるのは電動知性の自動運オートパ航機構イロツトなんです。あれには何重も保プロテ護クトがかけられてて……まずそれを解除しないと」

　大アル災マゲ厄ドン以前の遺産の中でも、電動コンピ知性ユーターはもっとも謎なぞの多いアイテムだ。膨ぼう大だいな数字の羅ら列れつで翻ほん訳やくされるその思考を解読できるのは、電脳プログ調律師ラマーと呼ばれる専門家だけである。あの吸ヴア血ンパ鬼イアがどこからその思考パス暗号コードを手に入れてきたのか不明だが、一いつ旦たん自閉ログオフ状態に入った電動知性と対話アクセスすることは、素人しろうとには一万年かかっても不可能だろう。

「そちらは私に一つ考えがあります……要するに、自閉状態を解除してやりさえすれば、あとは副制サブブ御室リツジから手動マニユ操舵アルできるんですね？」

「え、ええ……いえ、やっぱり駄だ目めです。肝かん心じんの操そう舵だ士しがいませんもの」

　操舵長も船長も死んだ。航法士も殺された。誰だれが船の舵かじをとり、空港まで導けるというのだ？

「いるじゃないですか──ほら、私の目の前に」

「[image: ]!?」

　まるで犯罪現場でも押おさえられたような顔で、ジェシカは後ずさった。

「む、無理です！　絶対無理！　私できません！」

「おや？　でも、さっき……」

「り、理論と実じつ践せんは違ちがいます！　わ、私はただの客室スチユ乗務ワー員デスで……」

「はあ、困りましたねえ……おや？」

　神父の目が、ふと通路の角へ拠よった。ひたひたと、こちらに近づいてくる足音がある。

「ひ！　ま、まさか……！」

「いや、違うようです。あれは……」

　ひょこっと顔を覗のぞかせたのは、赤い風船を抱かかえた坊ぼうやだった。どうやら、探検していて道に迷ったものらしい。半分泣きべそをかいていたが、ジェシカの顔を見て、駆かけ寄ってきた。

「ど、どうしたの、ボク……道に迷ったの？」

　こっくりうなずく少年の顔を拭ふきながら、ジェシカは優しくその小さな体を抱だいてやった。一人で怖こわかったのだろう。小さく震ふるえている。

「ママのところにお帰りって言ったでしょ？」

「ママ、いないの」

「え？」

　ぐずぐず鼻を鳴らしながら、少年は舌足らずな声で説明した。

「ママ、お仕事でローマにいるの。だから、パパと会いに行くの」

「そうなんだ……」

　明日会うという母親のことを思い出しているのだろう。幸せそうに笑った男の子を見ているうちに、ジェシカは我知らず、唇くちびるを嚙かみしめていた。

　この子は母親とは会えない。明日の今ごろは死んでしまっているからだ。いや、この子だけではない。自分を含ふくめた全すべての乗客が、そして母の遺のこしたこの船さえもまた……

「……神父様」

「はい、なんでしょう？」

　それまで黙だまって二人を見つめていたアベルが、穏おだやかに答えた。振ふり返ったスチュワーデスの目を──いや、正確にはそこに宿る光を見て、唇くちびるの端はしにかすかな笑みを溜ためる。

「手伝っていただけますか？　まず、この子をお父様のところに連れていきます。それから……」

「はい、それから？」

「それから、やるべきことをやるべき場所で……私、やってみます！」

「それは是ぜ非ひとも、ご同行させていただきたいですね。ああ、これだから私は人間のことが……」

　台詞せりふの半分は口の中で呟つぶやくにとどめ、神父は満足げに微笑ほほえんだ。
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　教ヴア皇チ庁カンは、拘こう置ちする全吸ヴア血ンパ鬼イアを解放せよ。さもなくば、トリスタン号をローマに墜おとす──二十五時四十分、無線を通じてもたらされた要求は、およそ正気の沙さ汰たとは思えなかった。

「異い端たん審しん問もん局きよくから資料届きました！」

「マインツ伯はく爵しやくアルフレート──吸ヴア血ンパ鬼イア、六十七件の殺人・血液強ごう奪だつ容疑で手配中……」

「こんな小物が、どうやって空港の警備を？」

　聖サンタ天ンジ使エロ城告知アンヌン天使ツイアツの間イオーネ──緊急対策本部は、飛び交う怒ど声せいと報告書で修しゆ羅ら場ばと化していた。

　教皇官かん房ぼう室しつの安全保障問題担当司祭、運輸局の上級助祭、国務聖省の書記官……冬の深更に叩たたき起こされたにも拘かかわらず、眠たげな顔は一つも並んでいない──いや、ただ一人、テーブルの首座を占しめる瘦やせっぽちの少年を除いて。

「聖せい下か、お目は醒さめておいでですか？」

　生なま欠伸あくびを嚙かみ殺していた少年──教ヴア皇チ庁カン第三百九十九代教皇アレッサンドロ十八世は、驚おどろいたように顔をあげた。真紅の法ほう衣えの美女が、もの柔やわらかな微笑ほほえみで彼を見下ろしている。

「あ、姉上、ごめん。ね、眠ねむっちゃってた……」

「起きてても大だい丈じよう夫ぶなの、アレク？」

　女──国務聖省長官ミラノ公カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようは片眼鏡モノクルの奥おくで優しく笑った。

「あなたは体が弱いんだから……休んでてくれてよかったのに」

「だ、大丈夫……そ、それより、状じよう況きようは？」

「そうね……よくはないわ」

　その表現は、控ひかえ目に過ぎるというべきだったろう。船内の状況が皆かい目もく不明とあっては、教ヴア皇チ庁カンとしても手の打ちようがない。

「最悪、要求を吞のむしかないかもしれないわね」

「ひ、人質が危ないなら、し、しょうがないね」

　人の良い顔で生き真面目まじめにうなずくと、アレッサンドロは机の縁へりを興奮気味に叩たたいた。

「よ、要求通り、吸ヴア血ンパ鬼イアを、か、解放して──」

「それはなりません、聖下」

　深みのあるバリトンが、少年の吃きつ音おんを遮さえぎった。

「あ、兄上!?」「メディチ枢機卿……」

　振ふり返った姉弟の視線を厳しい表情で受け止めたのは、赤い法衣をまとう壮そう年ねんの男だった。

　教理聖省長官フランチェスコ・ディ・メディチ──その抜き身の軍刀サーベルを思わせる隙すきのない物もの腰ごしは、説教台よりは、戦せん陣じんの方がはるかに似つかわしかったろう。角帽をとると、少年教皇に向かって恭うやうやしく、しかし一片の情感も籠こめず一礼する。

「アッシジ空軍基地視察の任より戻もどりました」

「あ、兄上、い、いつ、ローマに？　た、たしか視察は、ら、来週までって……」

「つい先ほどにございます。トリスタン号の一件を聞いたもので……それより、カテリーナ」

　かすかに強こわ張ばる美び貌ぼうに、灼やけた鋼のような声が叩きつけられた。

「貴様、どういうつもりだ？　いやしくも枢機卿の大任にありながら、聖下に吸ヴア血ンパ鬼イアごときに屈くつ服ぷくするようお勧すすめ奉たてまつるとは……恥はじを知れ！」

「お言葉ですが、兄上。いえ、メディチ枢機卿」

　カテリーナの表情は穏おだやかだが、瞳ひとみには一片の暖かみも浮かんでいない。異母兄の舌ぜつ鋒ぽうに対し、柔やわらかに、しかし氷のように冷たく反問する。

「では、どうせよとおっしゃる？　アルビオンとの修好条約更こう改かい期限は来週に迫せまっています。かの国を刺し激げきするような事態は極力避さけねば……」

「教ヴア皇チ庁カンはテロリストとは交こう渉しようせぬ。ましてやそれが、吸ヴア血ンパ鬼イアとあってはなおさらだ！　聖下、一切の交渉はまかりなりません。領空への侵しん入にゆう禁止をすぐに通告してくださいませ」

「で、でも、き、聞いてくれるかな？」

　いつの間にか、対策室はしんと静まっている。集中する無数の視線に頰ほおを赤らめながら、アレッサンドロはしどろもどろな声を絞しぼりだした。

「い、言って聞く相手なら、さ、最初からハイジャックなんてするかな？　む、むだじゃ──」

「おそらくは無む駄だでしょうな」

「な、なら……」

「従わねば、それまでのこと……領空を侵犯し次し第だい、即そく時じ撃げき墜ついすればよろしい」

　巌いわおの如き一言に広間中に緊きん張ちようが走った。なかば腰こしを浮うかせて、カテリーナは叫さけんだ。

「正気ですか、メディチ枢すう機き卿きよう!?　トリスタンは、アルビオンの船ですのよ？」

「〝主のベアテイ名に・スントおい・クイ・て死モリウするントウ者はル・イン幸なり・ドミノ〟……ことは神の栄光と人類の尊厳に関わる。我らがくだらぬ世せ俗ぞくの声に惑まどわされてどうするか！」

　神の地上代理人に相応ふさわしい風格と英気を迸ほとばしらせ、フランチェスコは断罪の剣つるぎのごとく掲かかげた枢機卿杖じようで激しく床ゆかを打った。

「教ヴア皇チ庁カンは人類社会最高の権けん威い、かつ最強の力だ。いかなる脅きよう迫はくにも屈くつ服ぷくせぬ神聖不可侵の存在だ！　ちょうどいい機会ではないか。我らに〝交渉〟などというカードは存在しえぬことを化け物どもに教えてやろう。身の程知らぬ蛆うじ虫むしがどのような末路を辿たどるか、徹てつ底てい的てきに教育してやるのだ！」

「〝主のベアテイ名に・スントおい・クイ・て死モリウするントウ者はル・イン幸なり・ドミノ〟……」

　それまでフランチェスコを見つめていた司祭の一人が、熱っぽい声で呟つぶやいた。それに唱和するように、対策室の各所から興奮した声が弾はじける。

「我らは教ヴア皇チ庁カン──神意の地上執しつ行こう機関だ！」

「退ひくことは許されぬ！」

　熱ねつ狂きようと呼べるそれを一歩下がって眺ながめながら、

（……この、時代錯さく誤ごの愚おろか者ども！）

　剃刀かみそり色いろの瞳ひとみの奥で、カテリーナは吐はき捨てた。

　兄は確かに有能だが、教ヴア皇チ庁カンの権威を重く見過ぎている。もう昔とは違ちがうのだ。このようなことで世俗の反発を買っていては……

「猊げい下か、至急にお耳にいれたきことが……」

　足早に近づいてきた助祭がカテリーナに一通の書類を差し出したのはそのときだった。

「アルビオン・エアラインの乗客名めい簿ぼ？　どこぞのＶＩＰでも乗りあわせていましたか？」

　またぞろ問題でも起きたか？　さすがにうんざりと視線を落としたカテリーナだったが、その顔色が変わるのに、さほど時間はかからなかった。

「まさか……これは確かなの？」

「は、すでに三つの別ルートで確認済みです」

　上司の美び貌ぼうに、若い秘書官は口を寄せた。

「間ま違ちがいありません。トリスタンには〝クルースニク〟が……あの化け物が乗りあわせています。ちょうどスコット司教を逮たい捕ほしての帰還中でした」

「Ａｘ特務分室全職員に非常召しよう集しゆうを──すぐに動かせる派は遣けん執しつ行こう官かんはいますか？」

「〝ガンスリンガー〟と〝アイアンメイデン〟が待機中。四時間でトリスタンに接触できます」

「二人には、〝クルースニク〟をサポートしてトリスタンの安全を確保させなさい。乗客の損そん耗もうは……そうね、五割を限度とします。半分も助ければ、アルビオンには言い訳がたつでしょう……」

　精力的に指示を下している異母兄とただ立ちつくすだけの異母弟の姿を見比べながら、カテリーナはひそやかに微笑ほほえんだ。

「神のラウダ御名ビレは誉・ノむべムネ・きかなドミニ……確かにそのようね」

　どうやらまだ、神の恩おん寵ちようはこのローマに──それも、彼女の頭上にあるらしい。
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「の、のわわわわっ！」「ふわあっ！」

　なにやら不ふ吉きつな音がしたと思ったら、いきなり床ゆかが抜ぬけた。

　とっさに踏ふん張った根性も虚むなしく、通風孔ダクトを這はい進んでいた二人はもつれあいながら二メートル近い距きよ離りを落下していた。短い浮ふ揚ように衝しよう撃げきが続く。

「あ、あたた……神父様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　尻しり餅もちついたまま、ジェシカは首を捻ひねった。だが、灰色の室内に彼女以外の人ひと影かげはない。

「あ、あれ？　神父様、どこに……ひあっ!?」

　スカートの下でなにやら蠢うごめく気配──飛び上がったジェシカは、床を見てもう一度悲鳴をあげた。

　ちょうど彼女のお尻しりのあったあたりに、なにか変な生き物みたいに白目を剝むいたアベルが、べちゃっと張りついていた。どうやら落ちてきたとき、顔面に臀でん部ぶの直撃を受けたものらしい。

「し、神父様しっかりっ！　死なないでっ！」

「ううっ、主よ、痛いやら気持ちいいやら、私の人生がなんか大変です……あ、あれ、ここは？」

　幸い、まだ息の根は止まってなかったらしい。襟えり首くびを摑つかんで揺ゆするうちに、黒目が下がってきた。

「ここは副制サブブ御室リツジです……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「むう、なんかピンクのお花畑で、フリルの天使様がおいでおいでなさってる夢を見てました。こう、ちょっと安産型のですね……おごっ!?」

　床ゆかに打ちつけられた後頭部を抱えてのたうち回っているそれを、ジェシカは冷めた視線で見下ろした。エプロンドレスの裾すそをこれ以上はないほど注意深く直し、あらためて周囲に目を配る。

「ええっと、電源はここか……よかった、電装系はまだ生きてるみたい」

「ははあ、で、こっちが連れん絡らく機きの格納庫ですか」

　いつの間にか復活してあたりを徘はい徊かいしている神父は無視シカトして、ジェシカは制せい御ぎよ盤ばんのスイッチを順に入れていった。ディスプレイの文字を読むが、

「あ、やっぱりダメ……電動コンピ知性ユーターは完全に自閉ログオフしてる。こっちからの対話アクセスは拒きよ否ひされてますね」

「どれどれ、ちょっと見せてください」

「無む駄だです。電脳プログ調律師ラマーでもない限り──」

　ジェシカの声は途と中ちゆうで消えた。

　制御コンソ卓ールの上を、神父の指がすさまじい速さで走り回り始めたからだ。

「ちょ、神父様！　でたらめやっても……」

「だいじょうぶ、だいじょーぶ♪」

　画面では文字が飛ぶように流れてゆく。それを眼鏡めがねに反射させながら、アベルはキーが擦すりきれそうな勢いで指を上下させていたが……

「……はい、これで終わり」

　ほどなく大きなキーをぽんと叩たたいて、万ばん歳ざいするようにキーボードから手を離はなした。一テンポ遅おくれて、ずらりと並んだランプがグリーンからブルー──自動オートパ操縦イロツトから手動マニユ制御アルへと切り替かわる。

「し、神父様、あなたっていったい……？」

「ね、だいじょうぶだったでしょ？」

　へらへら笑って、神父は席を立った。

「さて、ジェシカさん、今度はあなたの番です。〝弟〟さんのお世話よろしく。私はちょっと、下の様子を見てきますね」

「で、でも、それって危険じゃ……？」

「これもお仕事……私は私の務めを果たします。あなたはあなたの仕事をやってください」

「……あ、あのっ！」

「はいっ？」

　のほほんと振ふり返った神父に、なんと言おうとしたのだろう？　不覚にもどぎまぎしてしまった挙あげ句く、ジェシカは芸もない一言を絞しぼりだした。

「あの……お気をつけて」

「ありがとう」眼鏡めがねの奥で碧へき眼がんがふっと笑った。

「じゃ、行ってきますね。操縦よろしく」

「ああ、その必要はねえよ、クソ坊ぼう主ず──」

　薄うすい唇くちびるが、暗い窓の向こうでめくれた。

「こっちから、出向いてやったぜ！」

　砕くだけた窓と一いつ緒しよに、アベルの体が吹ふっ飛んだ。
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　うつ伏ぶせの神父の下に、赤い血が拡ひろがってゆく。

「はっはぁ……やっぱ、ここにいやがったか！」

　夜風を巻いて踏ふみこんできた悪あつ鬼きを、ジェシカは絶望とともに見やった。火傷やけどはすでに回復してしまったらしく、二つの月に照らされた顔には、染しみ一つ見あたらない。

「いよぅ、また会ったな……さっきは野や暮ぼな邪じや魔まが入っちまったし、ここで続きといくかい？」

「あ、うあ……」

　とっさに後ずさったジェシカの背中が壁かべにぶちあたる。身をすくめた娘に吸ヴア血ンパ鬼イアはねばっこく笑いかけた。

「ま、ちょっと待ってろ……こっちの頼たのまれ仕事すませたら、たっぷりかわいがってやっからよ♪」

　嚙かみタバコでも嚙んでいるのか、くちゃくちゃと口を動かしながら、若い吸血鬼は懐ふところから黒い円盤デイスクを取り出した。ブリッジでも使ったやつだ。

「そ、それ……」

「電動コンピ知性ユーターの強制マス対話ター暗号コード……ま、俺おれもよく知らねえんだけどよ。ただ、これをここに挿いれて、ちょいちょいとボタンを叩たたけば……んあ？」

「だ、だめです……」

　アルフレートの脚あしを細い指が摑つかんでいる。床ゆかに転がっていた神父だ。まだ生きていたのか？

「お願いですからやめてください……こ、この船には百人以上の人たちが……」

「虫ケラどものことなんざ、知るか！」

　アベルの体が再び飛んだ。こめかみに蹴けりを食らったのだ。壊こわれた人形のように頽くずおれる。

「俺おれ様さまは長生種メトセラ──この星最強の生物だ！　お前らニンゲンだって、家か畜ちくは餌えさかオモチャにするだろ？　俺がお前らをそう扱あつかって何が悪い？」

「違ちがう……あなたも……あなたがたも人間……」

「うっせえよ、ば～か。てめぇは死んでろ」

　くちゃくちゃと口を動かしてアルフレートは嘲あざわらった。キーボードの上の指を走らせる。

「さあてと、子こ猫ねこちゃん、待ってな。もうすぐ、この船は終わりだから……よっと！」

「……！」

　ジェシカの振ふり降ろした鉄パイプが宙で止まった。アルフレートは後ろも見ずに、忍しのび寄っていた彼女の腕うでを捉とらえたのだ。そのまま手を捻ひねると、冗じよう談だんのように浮うき上がったスチュワーデスの体は壁かべに叩たたきつけられ、それきり動かなくなった。

「ジェ、ジェシカさん……！」

「ひゃは！　ありゃりゃ、殺しちまったかな？」

　嚙かんでいたモノをべっと吐はきだし、アルフレートは口笛で葬そう送そう行進曲を演奏した。手加減はした。死人の血など不ま味ずくて飲めたものではない。

「こ、これは……」

　だが、アベルの視線はこのとき別のものに注がれていた。吐き捨てられた赤い塊かたまり──嚙みタバコかと思ったがそうではない。くしゃくしゃになったゴム風船だ。白い文字が書かれたそれは……

「こ、この風船はまさか……」

「んあ？　ああ、そりゃさっきのオヤツのだ」

　アルフレートが、虫が鳴いているほどの関心もない目で一いち瞥べつした。キーを叩く指は休めず、

「こっちに来る途と中ちゆう、ちょいとな……旨うまかったぜ。まろやかでコクがあって、心臓がこうきゅっと止──」

　食通グルマンらしい感想を、吸ヴア血ンパ鬼イアは最後まで口にすることができなかった──踏ふみ殺される雄お豚ぶたそっくりの悲鳴をあげながら床ゆかに転てん倒とうしてなお、アルフレートは己おのが身に何が生じたかわからなかった。

「[image: ]……!?」

　強きよう靭じんな吸ヴア血ンパ鬼イアの筋組織がなければ、彼の体は突つき崩くずされた積み木のようにバラけていたに違いない。激しい衝しよう撃げきに眩くらんだ頭を振りながら、かろうじて顔をあげたとき──

「アルフレートさんでしたか？　あなた、やり過ぎです」

　彼の上に暗い影かげが落ちていた。

　俯うつむいた顔は逆光で見えない。だが、血まみれの僧衣カソツクは致ち命めい傷しようの証あかしだ。すると、今の一撃は？

　軋きしるような声が、血色の悪い唇くちびるから漏もれた。

「申し訳ありません……私、どうもあなたのことが赦ゆるせないみたいだ」

「〝赦ゆるせない〟、だと？」

　憤ふん怒ぬが疑念を蹴け散ちらした──中指突つき上げて立ち上がると、アルフレートは喚わめいた。

「赦せなかったらどうだってんだ!?　天てん罰ばつでも降ってくるってか？」

「いいえ……主の愛は無限です。あなたのような方でも、お赦しになるでしょう、でもね……」

　闇やみの中、神父の瞳ひとみが鮮あざやかに変色する──冬の湖の色から鮮せん血けつの輝かがやきへと。

「神が赦されても……私が赦さない！」

「へひひはっ！　寝ね言ごとはあの世で唄うたってろ！」

　アルフレートは、中指突き出した拳こぶしを繰くり出した。眼鏡めがねごと目玉くり貫ぬいてやったら、このバカ、どんな顔をするだろう。それでも戯ざれ言ごと唄えるようなら、ご褒ほう美びにもう片方の目も潰つぶしてやる！

　……乾かわいた音がした。

「バ、バカな!?」

　受け止めた!?　人間ゴミが、長生種メトセラの攻こう撃げきを？

　だが、確かにアルフレートの眼前、神父の掌てのひらががっちりと彼の右拳を握にぎっている。しかも若い吸血鬼を驚きよう愕がくさせたのは、それだけではなかった。

　夜より昏くらく、声が響ひびいた。
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「あがあああああっ!?」

　刹せつ那な、アルフレートは大きくのけぞっていた。

　足をもつれさせて後ずさる。摑つかまれた拳に激痛が走ったのだ。いや正確には、拳と腕の間。金鎖チエーンを巻いた手首に……

　何かが彼の手を食いちぎっていた──鮮血が噴ふん水すいのように迸ほとばしるそこからは、ささくれた赤い肉と途と中ちゆうからへし折れた骨が醜みにくく覗のぞくだけだ。

「あ、あお、俺おれの手？　俺の手があっ！」

「……痛いですか？」

　血よりも赤い瞳ひとみがにいっと笑った。裂さけた唇くちびるから牙きばがこぼれる、

「痛いですか？　苦しいですか？　でも、貴方あなたに殺された人達は、もっと痛かったはずです……だいじょうぶ、殺しはしません。その代わり、死んだ方々の百分の一でも痛みを味わいなさい」

　胸が悪くなるような音が連続して響く──神父の掌が、ぱっくりと裂けていた。いや、裂けただけではない。掌の中央に穿うがたれた暗い顎あぎとの周囲には鋭するどい牙が生え、まるでイソギンチャクのように不気味にのたくっている。

　今まさにアルフレートの右みぎ拳こぶしをむさぼり食らっているのは、その〝口〟だった。

「お、お前は……」

　激痛と恐きよう怖ふに視界を暗く歪ゆがませながら、アルフレートは荒くかすれた声を吐はきだした。

「な、なんなんだ……お前は人間じゃ……」

「こういうことをお考えになったことありませんか？　人間が牛や鶏とりを食べる。その人間の血を吸ヴア血ンパ鬼イアが吸う……ならば、吸ヴア血ンパ鬼イアの血を吸って生きるなにかがどこかにいるのでは、と……」

　血を塗ぬりたくったような唇くちびるが囁ささやいた。

「私はクルースニク──吸ヴア血ンパ鬼イアの血を吸う、吸ヴア血ンパ鬼イアです」

「た、痴たわ言ごとほざくなっ！」

　アルフレートは逆上した。

　自分は長生種メトセラ──この惑星最強の生命体だ。全すべての生物は、自分の餌えさか、餌の餌でしかないはずだ。全てを踏ふみ躙にじり、喰くらい、吞のみ干す権利が与えられていたはずだ！　それを……それを！

「くたばれ、教ヴア皇チ庁カンッ！」

　ベルトに仕し込こまれた厚さ八ミクロンの刃はが、毒どく蛇へびのようにしなった。音速を遥はるかに超こえるスピードでのたくりながら、とっさに顔を庇かばったアベルの左ひだり腕うでを薙なぐ──

　転てん瞬しゆん、噴ふき上がった鮮せん血けつは天てん井じようまで達した。

「へひひはっ！　ざまねえなあ、あ？　〝吸ヴア血ンパ鬼イアの吸ヴア血ンパ鬼イア〟さんよぉ？」

　左腕を失った長身が片かた膝ひざをつく。それに向けて、アルフレートは毒液のように罵ば声せいを吹ふきかけた。

「つまんねぇフカしくれやがって……おおかた、強化チユー人間ンドかなんかだろうが、この俺おれ様さまに傷をつけたことを後こう悔かいさせてやる！　残りの腕と両足をぶった斬ぎってから、目の前で女を犯して吸って殺してやる……せいぜい、いい声で鳴きやがれ！」

　だが、アベルは眉まゆ一つ動かさない。床ゆかに落ちていた自分の左腕を、黙だまって拾い上げただけだ。

　……そして、何かが肉に食い込こむ音に、アルフレートの目が再度剝むかれた。

〝口〟が活動を再開していた。貪どん欲よくな動きで、つまんだ左腕を指先からむさぼり食っている。指から手、手から手首、手首から腕へと……

「ま、まさか……こいつ、自分の身体からだを……」

　おぞましい食事と同時に、アベルの身体にも変化が起こっている。左肩の切断面から、何か芋いも虫むしのようなものが五匹ひき、這はい出し始めたのだ。いや、あれは芋虫などではない。不気味にのたくりながら傷口から這い出てきたもの──それは五本の指だった。しかも、指に続いて手が、手首が、腕うでが……

（こ、こいつ、長生種どうぞくなんかじゃねえ……）

　別の何か──もっと別の、穢けがれた何かだ！

「さて、伺うかがいたいことがあります……」

　食事と再生を同時に終えた怪かい物ぶつが口を開いた。

[image: ]

　どこから取り出したものか、手には柄えの両端に刃やいばを宿した大おお鎌がまが不気味な輝かがやきを放っている。

「お答えを──あなたの裏にいるのは誰です？」

「……っ！」

　考えるより早く、アルフレートは窓を破って飛びだしていた。巨大な気き囊のうの上を疾しつ走そうする。

　あいつは違ちがう！　あいつは、あいつは……

　あいつはいったい何なのだ!?

「ムダです……私からは逃げられない」

「!?」

　いつ回りこんだのか？　高度五千メートルの凍とう気きの中、神父服の怪物は白い息一つ吐はかず前方に佇たたずんでいる。声にならぬ悲鳴とともに、アルフレートは再び身を翻ひるがえすが、そこにも……

　小さく歪いびつな二つ目の月の光の中で、鋭するどい牙きばを生やした口が嘲笑わらった。

「何を怖こわがってるんです？　あなたは、〝この星最強の生物〟じゃなかったんですか？」

「くああああああっ！」

　なかばやけくそで、アルフレートはベルトを振った。相手がかわす瞬しゆん間かん、その横を駆かけ抜ぬけようとしたのだ。そして、その意図は一応の成功を見た──ただし、下半身についてのみ。

　交こう錯さくの瞬間に切断された下半身は、上半身が湿しめった音をたてて転がってなお、歩調を弛ゆるめることなく船尾の方へと走っていってしまった。

「あ、あお……た、助けてくれ、助けて……」

　赤い瞳ひとみが、傷ついた吸ヴア血ンパ鬼イアを見下ろしている。

〝虫ケラみたいに殺される気分はいかがです？〟

──そう問う瞳は、人間のものでも、吸ヴア血ンパ鬼イアのものでもない。

　臓ぞう物もつをばらまきながら、アルフレートは吸ヴア血ンパ鬼イアの生命力でなおも後ずさった。恐おそろしかった。ただひたすらに恐ろしかった。相手が何かなど、もうどうでもいい。どうでもいいから、神様……

「……話しなさい」

　だから、それが静かに促うながしたとき、彼の舌は持ち主の意思に関係なく、問いに答えようとした。

「お、俺おれは頼たのまれただけだ！　ロ、ローゼンクロイツ、あいつらに……え？」

　文字どおり心臓を摑つかまれるような衝しよう撃げきに、アルフレートは自分の胸を見下ろした。

「あ、あれ？」

　湿しめった音とともに、彼自身の手がそこを貫つらぬいている。別の動物のように動く左手が、砕くだけた肋ろつ骨こつの間から己おのが心臓を摑つかみ出す様さまを、アルフレートは不思議そうに見た──俺、なにやってんだ？

「しまった……後こう催さい眠みんですか！」

　神父服の怪かい物ぶつが大おお鎌がまを振り降ろすが間に合わない。音をたてて心臓が弾はじける──

「……くっ」

　虚うつろに目を開いたまま絶命した長生種メトセラの傍かたわら、神父は跪ひざまずいた。瞼まぶたをそっと下ろしてやって呟つぶやく

「罪はカルパ永遠・ペレに。ニス・されエリど我ト　は死オラ者の・トためウオに祈・ノらんミネ……気に入らないですね」

　他人のことなどゴミほどにも思っていなかった男の命でも、命は命だ。それを……

「私はとても気に入らない！」

　指の間で、十字架ロザリオが音をたてて拉ひしやげた。
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　まったく、ひどい夢だった。トリスタンがハイジャックされた上、彼女自身も怪あやしげな神父と一いつ緒しよに殺されかける夢だ。

「もしも～し！」

　なんだろう？　えらく世界が揺ゆれている。まるで、でたらめに操縦される飛行船のような……

「もしも～し！　ジェシカさぁん、起きてくださあい！　舵かじが、舵があっ！」

「!?」

　まどろみの海は、瞬しゆん時じに蒸発していた。

「し、神父様、手を離はなして！」

「ふわぁ、た、助かったあ……」

　跳はね起きたジェシカが舵を握ると同時に、揺れは噓うそのように収まった。

「おお、さすがですねえ。ぶらぼー」

「し、神父様、あの……あの吸ヴア血ンパ鬼イアは？」

「いや、それがですねえ、船が揺れたとき、なんと、外に放り出されたようでして。これぞまさに神のご加護……それより、早く空港に連れん絡らくを」

「は、はあ……」

　片付けねばならぬことは腐くさるほどある。激しく騙だまされている気がしたが、とりあえずジェシカは無線のスイッチを入れた。

「ローマ空港応答願います。こちら、アルビオン・エアライン○○七便トリスタン号」

〈トリスタン、無事だったか！〉

　間かん髪ぱついれず、空港が出た。よほどに心配していたものと見える。ジェシカは手短に報告した。

「犯人は事故で船外に転落した模様。空港への誘導を至急お願いします。乗員に犠ぎ牲せい者しやが……」

〈残念だが誘導はできない……それより、トリスタン、急いで逃にげろ！〉

「は？」

　計器を見れば、すでに教ヴア皇チ庁カン領空だった。ローマまでは、あと三、四時間というところだろう。

〈すまん、これ以上の交信は許されていない。とにかく逃げてくれ！　神のご加護が君たちにありますように……交信終了アウト〉

「あ、あの、もしもし!?　もしもし!?」

「どうしました？」

「管制が答えなくなっちゃったんですけど……」

　控ひかえめな電子音が会話を遮さえぎった。

　レーダーに映る三つの光点の接近を、電動コンピ知性ユーターが報告しているのだ。ジェシカは肩かたをすくめた。

「あ、おまけにレーダーまで故障してしまいました。どうしましょ……これって絶対故障よね。これだと、この光、時速八百キロは出てる計算になるもの。こんなスピード、飛行機だって……」

　だが、アベルの反応はジェシカの予想を裏切った。レーダーに駆かけ寄ると、鋭するどく怒ど鳴なったのだ。

「エンジン切って！」

「え？」

「エンジン切って高度下げて！　急いで！」

　なにを言っているのだ？　あまりに高度を下げるのは危険だ。特にこの下は山や渓けい谷こくが輻ふく輳そうしている。間ま違ちがって船腹でも擦こすっては……

　それでもジェシカが指示に従ったのは、神父の顔色に驚おどろいたためだ。機関を停止させ、気き囊のうに注気──ヘリウム容積を下げて、浮ふ力りよくを減らす。

「もっとです、もっと！　地面ぎりぎりまで！」

「む、むちゃ言わないで！　いったい、どうしたんですの？　レーダーの故障がそんなに……」

「レーダーは正常です。これは故障じゃない」

　レーダーと地図を交こう互ごに見比べながら、アベルは硬かたい声で答えた。

「噴進爆弾ミサイル──旧時代のロストテクノロジーです。レプリカをアッシジで評価試験してるって噂うわさは本当だったのか……」

　蒼そう白はくになったジェシカに、アベルはさっきより幾いく分ぶんか冷静に説明した。

「噴進爆弾ミサイルはエンジンを切っても、余熱を追ってくる仕し掛かけになってます……正直、飛行船の機マニユ動ーバでは回かい避ひは絶対不可能でしょう。でも、超ちよう低てい空くうなら──こちらが地表に激げき突とつするより前に、奴やつらを地面に接せつ触しよくさせることができれば……」

「そ、そんなの無理ですよぉっ！」

　ようやく、目の前のバカが何を言っているのかわかって、ジェシカは悲鳴をあげた。そんな神技、悪あく魔までもない限り無理だ。ましてや、自分は正規の運航乗務員でもないのに……

「無理でも無茶でも、とにかくあなたは高度を下げてください……一つ、私に考えがあります」

　勝手に喋しやべるだけ喋って、アベルは後部ハッチの向こうに消えてしまった。

「な、なんだってのよ……」

　雲の下は薄うす靄もやの立ちこめる渓けい谷こくだった。地図で進路に山さん塊かいを発見して、ジェシカは大きく右おも舵かじを切った。靄と夜よ闇やみの向こうに隠かくれていたそれを危うくかわす──巨きよ体たいのせいで鈍にぶく見えるが、機関が停止した今も、この船は毎時百キロ近い速度を維い持じしているのだ。タイミングを誤れば……

　レーダーに映っている光点は、いつの間にか二つに減っていた──一つは地面に接触したのか。

「わ、私も頑がん張ばるから、あなたも頑張って！」

〝姉〟の励はげましに応こたえるように、飛行船は巨体を震ふるわせた。ときおり船腹を高こう木ぼくの梢こずえでこすりながらも、複雑な地形を縫ぬってゆく。守護天使の一個連隊でも、舳へ先さきに陣じん取どっているのかもしれない。

「き、来たっ！」

　バックミラーに映った光は見る間にその形を変えた。ロケットモーターを背負う空飛ぶ毒どく蛇じや──

「あ、あんな奴やつなんかに……」

　血が出るのも気づかず、ジェシカは唇くちびるを嚙かんだ。体ごとぶつけるように、舵だ輪りんをぶん回す。

「私たちが、あんな奴に負けるもんかあっ！」

　一いつ瞬しゆん、船腹をかすめたのは木の梢こずえだったか、それとも亜あ音速の悪あく霊りようだったのか──小高い丘きゆう陵りようを削けずり潰つぶすような勢いで転針したトリスタンの船体を、爆ばく炎えんが赤々と照らした。旋せん回かいに失敗した毒蛇が丘おかに突つっ込こんだのだ。しかし、もう一発……

「だめ！　こっちは間に合わない！」

〈だいじょうぶ！　お待たせしました！〉

　最後の噴進爆弾ミサイルが船せん尾びに食いつこうと機首をあホツげプアたツプのと、ハッチの向こうで腹に響ひびく爆ばく音おんが轟とどろいたのはほぼ同時だった。次の瞬しゆん間かん、機き関かん炎えんを噴ふき上げる複葉機が上空に向かって離り床しようしていく。飛行船の機関部余熱よりもさらに高温の熱源を捕ほ捉そくした噴進爆弾ミサイルの振幅／ＡＭ／Ｆ周波数Ｍコニカ変調式ル・スキ赤外線ヤンＩＲ追尾装置シーカーは、設プログ定ラムに従い、安あん定てい翼よくを傾かたむけそれを追い──

　轟ごう音おん。

「あ……」

　ジェシカは小さく息をついた。空中に咲いた爆炎と黒こく煙えんの花を呆ほうけたように見つめている。

　神父様は？　あのとぼけた若者は？

　アベルの姿は、ない。

「そ、そんな神父様、私たちを守って……」

〝私は私の務めを果たします〟──生前の彼の言葉を思い出し、ジェシカは嗚お咽えつを漏もらした。涙なみだが制御コンソ卓ールを濡ぬらす。

「サンドイッチ、まだ差し上げてなかった……」

「うう、そのお陰かげで私、お腹なか減って死にそうです」

「そうよ、食べる前に死んじゃうなんて……へっ？」

　いつの間にか隣となりで死にそうな顔をしている神父をジェシカは見上げた。

「あ、あれ？」

「はぁ、発進中の飛行機から飛び降りるなんて重労働やったもんで、余計なカロリーを使ってしまいました。これじゃローマまで……わぷ！」

　タックルくらってのけぞる神父の首を絞しめながら、ジェシカは涙なみだでくしゃくしゃになった顔を相手のそれに押おし付けた。

「神父様！　ご、ご無事だったんですね！」

「ぐ、ぐるじい、ジェシカざん、ほんとに死じぬ、死じにまず！　しかもなんだか舵かじがピンチっ」

　ジェシカの肩かた越ごしに舵を取りながら、アベルは泣きじゃくる娘の髪かみをやさしく撫なでた。

「でも、よくおやりになりましたね……あなたはご自分の仕事を立派に果たされました」

「は、はい……神父様も！」

　だが、アベルの笑顔には微かすかに翳かげりがある。ジェシカは義務を果たした──しかし、彼の方はまだ仕事を残しているのだ。ポケットには皺しわになった風船が入っている。そして下には、幼い息子を探しあぐねている父親が一人いるはずだった……

「さて、ここはお任せします。私はちょっと、お客さんたちの様子を見てきましょう」

「その前に、高度をあげなくちゃ……もう、二度と、あんなアクロバットはごめんですわ」

　ようやく自分が誰だれに抱だきついていたのか気づいて、ジェシカは恥はずかしげに身を引いた。照れ隠かくしにごしごしと涙を拭ぬぐっている。

　再度、死神がドアを叩たたいたのはそのときだった。

「え!?」

　けたたましい警報とともにレーダーに一つの光が点ともったのだ。それもトリスタンの真ん前──

「し、しまった、さっきの──」

「三発目！」

　墜おちていなかったのか!?

「だ、だめ……よ、避よけれ──」

「ジェシカさん、伏ふせて！」

　アベルが、ジェシカを押おし倒たおした刹せつ那な──

　殺さつ到とうする衝しよう撃げき波はに、飛行船が横転した。

「きゃうっ！」

　血の匂においのする僧衣カソツクにしがみつき、ジェシカは目を閉じた。壁かべに向かって体が落ちていく。

　私、精せい一いつ杯ぱいやったのに……やったのに、駄だ目めなの？　私は、私とトリスタンとこの人は、ここで死ぬの？　お母さん、私ね……

「あのぉ、そろそろ離はなしていただけませんか？　ジェシカさん、意外に重い……」

「え？」

　生きてる？　なぜ？

　窓ガラスは割れ、吹ふき込んでくる風は火薬の臭においがする。床ゆかは大きく傾かたむいたままだ。

　だが、ジェシカは生きていた。

「だいじょうぶですか、ジェシカさん？」

「あ、あの、神父様、いったい……」

〈トリスタン、聞こえますか？〉

　神父の上で目をしばたたいているジェシカに、無線機が柔やわらかな女性の声で語りかけてきた。

〈こちら、教ヴア皇チ庁カン国務聖省Ａ特務分室ｘ所属空中戦艦〝アイアンメイデン〟。これから、貴船をローマ空港まで誘導します。落ち着いて指示に従って下さい〉

「あの、何が何やら……あ、あれは!?」

　立ちあがったジェシカの目が、窓に釘くぎづけになった。直上の雲が、割れ、それから現れたのは──

「な、なんて、おっきい……」

　大きい。まるで、トリスタンが玩具オモチヤのようだ。

　鳩はと羽ばね色いろに染まった夜明け前の空を静かに舞まい降りてくる影かげ──それは、トリスタンをさらに凌りよう駕がする巨きよ船せんだった。優美な曲線で構成された船体には、ローローママン・十字クルスがくっきりと染め抜ぬかれている。

「や、シスター・ケイト、お疲れ様です。すいませんね、またご迷めい惑わくおかけしちゃって」

〈馴なれました。それに今のは私じゃ……え？　はいはい、お伝えします……アベル神父、〝ガンスリンガー〟から伝言──〝詰つめが甘あまい〟と〉

「一番厄やつ介かいな人に借り作っちゃったな……今度、一いつ杯ぱい奢おごりますって言っといてください」

〈〝無ネガテ用イヴ〟だそうです。以上、交信終了アウト〉

　最後にくすくす笑って、無線機は沈ちん黙もくした。

「ああ、彼らは職場の同どう僚りようでしてね……」

　片かた袖そでのない僧衣カソツクを払はらって立ち上がると、アベルは丸眼鏡めがねの奥で目を細めた。

「さ、もう安心です。ジェシカさん、あちらの誘導に従ってください。彼らが守護する限り、半径一万キロ以内の何なん人びとも手出しできませんから」

　では、自分は……トリスタンは助かったのか？

　まだ半分狐きつねにつままれたような心持ちで、ジェシカは窓へ目を向けた。

　夜の霧きりは、既すでに朝あさ露もやへと変わりつつある。雲海の向こうに煌きらめくは、今日最初の光だ。

「綺き麗れい……」

　吹ふきわたる風は清せい澄ちような大気の香かおりを運び、刻々と色を変える空と大地が地平線の彼方かなたで黄金色に溶とけ合っている。

　今日も世界は美しい。あるいは、これほどに美しい世界なら──

「あのね、神父様、私……」

　この想おもいを今一番共有したい男を、ジェシカは仰あおぎ見た。

　だが、そこに人ひと影かげはない。ただ、暁あかつきの光が彼女自身の影を落としているだけだ。

「……神父様？」
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　ローマ、国務聖省本庁舎──通称〝剣パラツツのオ・ス館パーダ〟の朝は早い。

　まだ夜明け前というのに、長官執しつ務む室しつの主ぬしはもう一仕事終えて休きゆう憩けいに入っている。眼下の街路にようやく出勤する聖職者の姿がちらほら見え始める時刻であるにも拘かかわらず、隣となりの秘書室からは、忙いそがしげに立ち働くスタッフたちの気配が壁かべ越ごしに伝わってくる。

「〝対アルビオン王国修好通商条約更こう改かいさる〟──広プロ報パガン聖ダ・フ省イーデの情報操作はうまくいったようですね。例のハイジャックの一件は一行も記事になってないわ。条約更改の席でアルビオン側がいろいろとゴネたこともね」

　片眼鏡モノクルの奥の視線は新聞の紙面に落としたまま、カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようはティーカップを持ち上げた。淡黄色の液体から立ち上る芳ほう香こうを鼻び腔こうの奥に楽しみながら、薄うす紙がみのような白磁に唇くちびるをつけたところで、ふと眉まゆを開く。

「あら、レシピを変えましたね、ケイト？　カモミールにレモングラスと蜂はち蜜みつ……それとペパーミント？」

〈正解です──あと、隠かくし味にカリンエキスをほんの一いつ滴てき〉

　執しつ務む卓たくの前に像を結んでいた立体ホロ映像グラムがにっこりと笑った。目元に泣き黒子ぼくろのある、上品な印象の尼に僧そうだ。

〈最近、お疲つかれでしたので、ちょっと喉のどに優しいレシピを組んでみました。味の方はいかがでしょう？〉

「そうね。前のと比べてどちらがとは言えないけれど、こちらも十分に美お味いしいわ。ありがとう」

　優ゆう雅がに部下の気き遣づかいをねぎらってから、カテリーナは読みさしの新聞を丁てい寧ねいに折り畳たたんだ。法ほう衣えの下で脚あしを組み替かえるついでに、手に尖とがった顎あごを載のせる。

「ところで、ケイト……例のハイジャック事件ですが、その後の分ぶん析せきは順調ですか？」

〈はい、情報があるものに関しましては。ですが、背後関係その他については、手がかりがあまりに少なく……その、申し訳ございません〉

　面目なげなため息をつくと、立体ホロ映像グラムの中の尼僧は声のトーンを落とした。

　あのハイジャック事件から既すでに一週間──事件そのものはなんとか隠おん密みつ裏り、かつ穏おん便びんに処理できたものの、犯行の背景については、依い然ぜんとして多くの謎なぞが残されていた。

　犯行の動機、協力者の有無、飛行船への侵しん入にゆう経路……等々。実行犯が自殺してしまった現在、あまりにもわからないことが多すぎる。つきつけられた要求にしても、どこまで真しん剣けんだったものか。人類の守護者をもって任ずる教ヴア皇チ庁カンが吸血鬼どもを解放するなどと、本気で思っていたのだろうか？

〈ハイジャック犯がトリスタン号に侵しん入にゆうしたのが、補給寄港したマッシリア空港であるというところまでは調べがついています。昨日、アベルさんが現地に向かいましたから……後は、その報告待ちですわね〉

「さて、どの程度の手がかりが向こうに残っているものやら」

　執しつ務む卓たくの木目を数えながら、カテリーナはいささか気の乗らない顔で応じた。

　ハイジャックそのものもさることながら、これだけ大規模なテロを実行しながら、ほとんど物証が残されていないのは不自然──いや、不気味ですらある。

　加えて、現場に居合わせたエージェントが聞いたという、マインツ伯はくアルフレートが自殺直前に口走った言葉。

──俺おれは頼たのまれただけだ！

──ローゼンクロイツ、あいつらに……

「……薔薇ローゼン十字クロイツ騎士・オル団デン」

　俯うつむき加減の唇くちびるから、低い声がこぼれた。

「あれから十年──いよいよ来るか、世コン界トラの・ム敵ンデイども」


ＦＬＩＧＨＴ　ＮＩＧＨＴ（完）






















──魔法使いの女は生かしておいてはならない。

（出エジプト記二十二章十八節）






「ひどいですね……」

　丸眼鏡めがねを押し上げると、アベル・ナイトロードはため息をついた。

　まったく、佳いい夜だった。

　窓の外、金雀枝エニシダの茂みでは番つがいの夜ナイチ鳴ンゲ鴬ールが優しい夜の歌を謳うたい、やや薄曇うすぐもりの中天には、綿雲をまとった大小二つの月がぽっかり浮うかんでいる。

　だが屋内に目を移せば、銀光の底に沈しずむのは累るい々るいたる屍かばねの群むれだ。原型をとどめぬまでに切り刻まれた肉につ塊かいは、いまだ赤い湯気をあげていた。

「全く酷むごい……いったい、誰だれがこんな真似まねを？」

　アベルはいま一度ため息をついた。もう少し早く、この酒場の存在を割り出せていれば……

「……うん？　どなたです？」

　カウンターの奥に、アベルは声をかけた。そこに人ひと影かげが立ったのだ。背の高い、体格のよい男が、おぼつかない足取りで現れる。その手には、何かボールのようなものを抱かかえているが……

　月の光がそいつを照らしたとき、アベルの喉のどからくぐもった悲鳴が漏もれた。まるで血の海で泳いできたかのように、全身朱あけに染まった男。鷲わし摑づかみにした女の生首からは、いまだ鮮せん血けつが滴したたっている。そして、口からこぼれる牙きばは──

「わ、わわわっ！」

　脚あしをもつれさせながら身を翻ひるがえしたときは、既すでに遅おそい。一声吼ほえると、吸ヴア血ンパ鬼イアはのっぽの神父に飛びかかった。丸太のような腕うでが獲え物ものの肩かたを捕とらえる。赤い唾だ液えきを滴らせる牙が、首筋に──

　刹せつ那な、夜そのものが砕くだけたような轟ごう音おんとともに、巨きよ体たいは床ゆかに叩たたきつけられていた。

　その顎あごが大きく開かれたのは、おそらく悲鳴をあげようとしたのだろう。だが、そこからこぼれたのは大量の鮮血と撃うち抜ぬかれた内臓はらわたの破片かけらだ。さらに、連続して飛来した銃じゆう弾だんが容よう赦しやなく四し肢しを撃ち抜き、巨体の活動を完全に封ふう殺さつする。

「……なっ!?」

　腰こしを抜かしたアベルの唇くちびるが、かろうじて動いた。鼓こ膜まくの痺しびれを除けば、外傷はない。銃弾は、彼に傷一筋つけなかったのだ。

　……弾だん痕こんが穿うがたれた天てん井じようから、硬かたい音が聞こえてきた。重い靴くつ音おとは、機械的なまでに正確な歩調を刻んで階段を下ってくる。

「ファ、神フア父ーザートレス！　君でしたか……」

「肯ポジテ定イヴ」

　恐おそろしく抑よく揚ようを欠く声だった。

　昇降口に立つのは、若い神父だ。短めの髪かみの下の顔は端たん正せいではあったが、仮面のような無表情。そして、その手が握にぎる巨きよ大だいな拳ハンド銃ガン──ジェリコＭ13〝ディエス・イレ〟の直径十三ミリの銃じゆう口こうは、まだ蒼あおい硝ガンス煙モークを吐はき出している。

「な、なぜ、君がここに？　確か、どこかの福ふく祉し施し設せつの大量誘ゆう拐かい事件の捜そう査さ中ちゆうって……」

「…………」

　神フア父ーザートレス──国務聖省Ａ特務分室ｘ付巡じゆん回かい神父トレス・イクスは質問に答えなかった。沈ちん黙もくのうちに、床ゆかに向けた引き金を二度引いただけだ。

「！」

　くぐもった悲鳴とともに、蘇そ生せいしかけていた吸ヴア血ンパ鬼イアの体が再び沈しずむ。

「ト、トレス君！」

「殺してはいない。彼には聞くことがある……それより、ナイトロード神父、なぜ卿けいがここにいる？　トリスタン号事件の絡からみか？」

「え、ええ。例の吸アル血フレ鬼ートが所属してた〝悪フリユのース・デ華ユ・マル〟とかってグループがここを根城アジトにしてたって聞きまして。でも遅おそかった。こんなに犠ぎ牲せい者しやが……」

「〝犠ぎ牲せい者しや〟？　否ネガテイヴ、それは卿の勘かん違ちがいだ」

　弾倉マガジンを交こう換かんしながら、トレスは無感動に告げた。

「ここに転がっているのは、吸ヴア血ンパ鬼イアの犠ぎ牲せい者しやなどではない……吸ヴア血ンパ鬼イアそのものだ」

「……！　じゃ、じゃあ、身内で殺しあったってことですか!?　でも、どうして!?」

「回答不能。データ不足だ」

　冷たい視線が二階を示した。

「誘拐事件の被害者は全員、既すでに餌えさになっていた……事情聴取は不可能だ」

「なんてことを。さらわれたのは身寄りのない子供ばかりって聞きましたけど……むぐ!?」

　同どう僚りようの口を塞いだトレスの視線が、素早く闇やみを移動している。だが、死んだように静かなこの夜に、生ける物の気配は……

「……なんです、この音？」

「あそこだ」

　銃口が厨ちゆう房ぼうの奥を示した。ワインセラーの扉とびらから、幽かすかな衣きぬ擦ずれの音が漏もれてくるのだ。

「……確か〝悪フリユのース・デ華ユ・マル〟のメンバーは二十人以上いたはずですね」

「〝肯ポジテ定イヴ〟。推定残数は十二匹ひき……突とつ入にゆうする」

　静から動──淡たん々たんとした声に、死人でも飛び起きそうな大だい音おん響きようが連続した。

　蝶ちよう番つがいごと鉄てつ扉びがふっ飛んだそのときには、トレスの体は一いち陣じんの颶つむじ風かぜと化している。Ｍ[image: ]デイエス・イレの銃身に装着された投シユア光フア器イアが暗黒を切り裂さくと、光輪の中央で蠢うごめく影かげにその大火力を叩たたき込こむ──

「ト、トレス君、ストップ！　待って！」

　飛び出したアベルが、まさにトリガーを絞しぼらんばかりだった同どう僚りようの腕うでにしがみついた。

「う、撃うたないでください！　この子は……」

　光の中に蹲うずくまったモノ──金きん髪ぱつの少女が、鳶とび色いろの瞳ひとみをいっぱいに見開いていた。
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「ええっと、じゃ、まず、名前と年からどうぞ」

「エリス・ワズマイヤー。花の十七歳」

「じゅうなな、と……あれ？　昨日うかがったときは、確か十八っておっしゃってませんでしたか？」

「女の年齢としは微び妙みようなの♡」

「…………あのねえ、エリスさん」

　アベルは牛乳瓶びんの底みたいな丸眼鏡めがねをくいっと押おし上げると、頭痛をこらえる表情になった。熱心に書き込んでいたノートをぱたりと閉じて、

「お願いですから、もっと真面目まじめに答えていただけませんかね？」

「だって、退たい屈くつなんだもん」

　正直すぎる答えを返すと、ベッドに胡座あぐらをかいた娘は、ぷいとそっぽを向いた。短めの金髪に飾かざられた色白の顔は〝美少女〟という単語を使ってもいい程に整っているものの、いまだ化け粧しようっけの欠片かけらもなく、ほっそりした脚あしをぱたぱた動かしている様は、どう見ても十四から上には見えない。

　もっとも、十日前、吸ヴア血ンパ鬼イアどもの毒どく牙がにかけられる寸前に救出されて、この修道院に収容されたときは、ろくに話もできない有様だったのだ。それが、回復すればしたで、今度はろくな話をしてくれない。

「こんなしけた場しゆうど所ういんに閉じこめられたと思ったら、毎日毎日、書類ばっかでさ……何回、おんなじこと喋しやべらせたら気がすむのよ？」

「それは、貴女あなたの喋ることが毎回変わるからです……これ、上に提出する報告書なんです。ちゃんと書かないと、私が叱しかられちゃいます」

　眼鏡の奥の神父の瞳ひとみには怯おびえの色が顕あらわれている。同情するように少女もしかつめらしくうなずいてみせた。

「へえ……大変なのねえ、神父さんも」

「大変なんです。聞いて下さいよ、うちの上司、すっげえ怖こわいんです。この前、報告書の提出が遅おくれたときなんか、彼女、爪つめ研とぎながら、〝最近忙いそがしいの？〟とか妙みように優しい声でおっしゃいましてね。あのときは、私、目玉でも抉えぐられるんじゃないかと……なんで、私が話してるんです？」

「うんうん、全部話してよ。楽になるから」

「聞いてるのは、こっちです！　お願いですから、協力してくださいよぉ」

　今にも泣き出さんばかりの相手の顔を見て、少女──エリスはけたけたと笑った。証人保護だかなんだか知れないが、娯ご楽らくの一つもないこの実質的軟なん禁きん状態にあって、楽しみと言えば、人のいい神父をからかうことぐらいしかないらしい。

「そこまで言うんなら、協力してあげてもいいけど……代わりに、なんか奢おごってよ」

「奢り？　まだ外にはお出しできませんよ？」

「じゃあ、何か買ってきて。そしたら、ちゃんと答えてあげる。もーここの飯、すっごくまずいんだもん。たまには人間の食べ物が食べたいわ」

「……いいでしょう」

　味も素そっ気けもない病室の壁かべを観念したように睨にらみながら、アベルは頷うなずいた。あの上司に片眼鏡モノクルの奥から見つめられることを考えれば、自腹を切るぐらいお易やすい御用だ。

「何がよろしいですか？　何でも遠えん慮りよなくおっしゃってください」

「ガトーショコラとマロングラッセがいい」

「了りよう解かい。ガトーショコラとマロングラッセ……」

　回れ右をして部へ屋やを出ていきかけた神父の足がふと止まった。爆ばく弾だんでも触さわるような手つきで財布を引っぱり出すと、中身をしみじみ覗のぞきこむ。

「……メロンパンとコッペパンでもいいですかね？」

「…………」

　真しん剣けんに聞いてくるのに枕まくらを投げつけて、エリスは天を仰あおいだ。

「神様、こんなダメダメ神父にちょっとでも期待したあたしが馬ば鹿かでした……それでいいわ。さっさと買ってきて」

「かしこまりました。では、早速……おごっ！」

　急ぎ足で部屋を出て行こうとしたアベルが、突とつ如じよのけぞった。ノック抜ぬきでいきなり開け放たれた扉とびらが、もろに顔面を直ちよく撃げきしたのだ。

「ううっ、主よ、顔が痛いです……や、やあ、トレス君」

「……なにをしている、ナイトロード神父？」

　蹲うずくまってだくだく鼻血を噴ふきこぼしているアベルを、端たん正せいだが無表情な顔が見下ろしていた。小こ柄がらながら均整のとれた体に、一分の隙すきなく整った僧衣カソツク──そして、どこからか薫かおる硝しよう煙えんの香かおり。

「あんたね、レディの部屋に入るときはノックぐらいしなさいよ！」

「無ネガテ用イヴだ。時間がない」

　整いすぎるまでに整った歩調で部へ屋やに入ってきたトレス・イクス巡じゆん回かい神父は、数部の書類をベッドの上に放り投げた。

「シスター・ケイトから連れん絡らくがあった。娘の引取先が決まった。ここを引き払はらう準備をしておけ」

「え……彼女、引取先が決まったんですか？」

　蹲うずくまったまま鼻び腔こうにティッシュを詰つめていたアベルが、不思議そうに同どう僚りようの顔を見上げた。

　エリスがこれまでいた施し設せつは、吸ヴア血ンパ鬼イアどもに職員を皆みな殺ごろしにされてしまい、閉へい鎖さが決定している。ただ、忌いまわしい吸ヴア血ンパ鬼イアにさらわれた娘を引き取りたがる物好きは、そう多くないはずだが？

「ローマの聖ラケル修道院が彼女を引き取る……シスター・ケイトが個人的に手を回したらしい」

「や、彼女にはまたまた借りが出来てしまいましたねえ。うん、聖ラケルなら設備は整ってるし、スタッフも優秀だ……あ、このマツシ街リアを離はなれるのはお嫌いやでしたか、エリスさん？」

　小指を嚙かんでおし黙だまってしまったエリスの顔を、アベルは心配げに覗のぞき込こんだ。施設は消えてしまったわけだし、頼たよれるような身寄りもいないという。彼女に選せん択たく肢しなどないのだが……

「別に。どこでも一いつ緒しよだもん……で、いつローマに連れてかれるわけ？」

「今夜だ」

「「今夜ぁっ？」」

　眼鏡めがねの神父と金きん髪ぱつ娘の声がハモった。もう昼過ぎだ。急と言えば、あまりに急な……

「今夜、中セントラ央ルステ駅ーシヨンまで担当者が迎むかえに来る。ナイトロード神父、卿けいが責任持って引き渡せ」

「は、はあ……あの、トレス君、君は？」

「病院だ」

　部屋を出て行きかけて、トレスは冷たい目で振ふり返った。

「例の身内殺しの吸ヴア血ンパ鬼イアが、意識を取り戻もどした──尋じん問もんしてくる」

　ぴしゃりと閉じた扉とびらに向かって手を振っている神父を、あまり友好的とは言い難い視線で串くし刺ざしにして、エリスは尋たずねた。

「……で、あんたの方は油売ってていいわけ？」

「いやあ、私の方はさっぱり手詰まりでしてね」

　アベルは頭を搔かいた。

　先日のハイジャック事件──犯人は、飛行船がマッシリアに補給寄港した隙すきに侵しん入にゆうしたということだけは調べがついている。しかし、それ以外の詳しよう細さいは依い然ぜん、霧きりの中だ。ハイジャック犯の所属していた吸ヴア血ンパ鬼イアグループ──〝悪フリユのース・デ華ユ・マル〟は小さな田舎氏族クランで、とてもあんな大それた事件を起こせるとは思えない。背後関係を調べようにも、その根城は壊かい滅めつしたときた……

「じゃ、時間もないし、さくっと報告書を片付けちゃいますか。まず、貴女あなたの年ねん齢れいですが……」
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「経過は順調……というよりむしろ、順調すぎるのを薬と聖水で抑おさえているのが現状です」

　特別病びよう棟とうへの直通エレベーターを降りると、案内の医師は来訪者に説明した。

「ご指示の通り、聖水の投与を控ひかえておきました。もう五分もすれば、口がきけるようになるかと」

「了ポ解ジしテたイヴ」

　そっけなく頷うなずいて、トレスは再び押おし黙だまった。

　聖サンシモン総合病院──マッシリア市南なん郊こうに位置する教ヴア皇チカ庁ン直ちよつ轄かつの教会病院だ。地上六階まではごく普通の一般病棟だが、この最上階は教会専用の隔かく離り病棟となっている。暗い冷気と抑えられた照明は、冥めい府ふじみた雰囲気すら漂ただよわせていたのだが、若い神父の仮面めいた無表情は変わらない。

「すぐに尋じん問もんを始める。部へ屋やの準備を。それと、他ほかの吸ヴア血ンパ鬼イアどもの検死はどうなっている？」

「いずれも、外傷は咬こう裂れつ傷しよう。歯形も一いつ致ちしますし、間ま違ちがいなく、あの吸ヴア血ンパ鬼イアが殺害したのでしょう。ですが、なんでまた身内同士で……」

「それをこれから調べる──他に報告は？」

「ええっと、まず解かい剖ぼうの所見ですが──」

　報告書を繰くっていた医師の声が、甲かん高だかい悲鳴に遮さえぎられた。廊ろう下かに並んだ扉とびらの一つから、一人の看護婦がまろび出てきたのだ。看護婦は医師にすがりつくと、酸欠の魚のように口を動かしている。

「ど、どうしたのかね!?」

「し、死んでます……」

「なに？　誰だれが死んでるって？」

「患かん者じやが……患者が殺されてるんです！」

「！」

　鋼鉄製の扉をくぐったトレスの目がベッドに落ちた。昨日までそこに横たわっていた大ヴアン男パイアの姿がない。弾はじけた拘こう束そく具ぐが死んだ蛇へびみたいに転がり、シーツに赤い絵具で逆十字が描えがかれているだけ……いや、絵具はいまだ滴したたり落ちてきている。

　高い天てん井じようをトレスは見上げた。暗い照明の間に張りついているのは──

「ひ！」

　病室を覗のぞいた医師が、短い悲鳴をあげた。

　天てん井じように磔はりつけになっていたのは、例の大男だった。その眼球は今にも飛びだしそうに膨ふくらみ、牙きばを剝むいた口からは、変色した舌が垂たれている。

「わ、私が来たときには、もう脈もなくて……」

「い、いったい誰だれがこんな真似まねを……君、すぐ院長を呼んできてくれたまえ」

「か、かしこまりました」

「──待て」

　気き丈じようにも涙なみだを拭ぬぐって部へ屋やを出て行こうとした看護婦を、冷たい声が打った。

「〝もう脈もなくて〟だと？　どうやって、あんなところの脈を採った？」

　──その直後の出来事は、傍ぼう観かんしていた医師にはよくわからなかった。

　魔ま法ほうのようにトレスの手の中に拳ハンド銃ガンが現れたかと思うと、跳はねあがった光条レーザ照準ーサ器イトの赤光が看護婦の額を照射する。だがそのときには、目標はバネ仕掛けの素早さで廊ろう下かに飛び出していた。鉄てつ扉ぴの閉じた向こうで、閂かんぬきが落ちる音が響ひびく。

「ひいっ！」

　医師は頭を抱かかえて伏ふせた。轟ごう音おんとともに、扉とびらに大穴が開いたのだ。しかし、トレスが廊ろう下かに飛びだしたときには、既すでに看護婦の姿は消えていた。

「……口くち封ふうじか」

　短く呟つぶやくと、トレスは防ぼう弾だんガラスと鉄格子の嵌はまった窓へ銃口を向けた。素早く九連射──周囲のコンクリが蜂はちの巣になる。そこに加えられた無造作な蹴けりに、窓は壁かべごと吹ふっ飛んだ。

「衛士を呼べ」

　腰こしを抜ぬかしている医師に短く言い残して、トレスは大穴をくぐった。

　地上七階──二十メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで移動した神父の足下で、石いし畳だたみが砕くだけ散る。だが、トレスの動きに些いささかの遅ち滞たいもない。機械的な正確さで弾だん倉そうを交こう換かんしながら病院の中に再さい突とつ入にゆうすると、そろそろ日暮れも近いというのに相変わらず混雑する外来受付へと突とつ進しんする。

　そこに、奥から看護婦が駆かけ出してきた。無表情に接近するトレスの姿に一いつ旦たんは立ち止まるが、

「動くな、教ヴア皇チ庁カン！」

　悲鳴があがった。

　折おり悪あしくそこを通りかかった親子連れ──母親らしい若い女性を突つき飛ばした看護婦が、赤ん坊を奪うばい取ったのだ。くりくりと瞳ひとみを動かす乳児に、隠かくし持っていた散シヨ弾ツト銃ガンを突きつける。

「う、動くなよ。動いたら、このガキを……」

　だが、トレスの動きに変化はなかった。無造作に腕うでを上げると、いきなり引き金を絞しぼったのだ。

　轟ごう音おん……巨きよ象ぞうすら即そく死しさせる衝しよう撃げきに、看護婦が宙を舞まった。エレベーターの扉とびらにぶち当たって頽くずおれたときには、腹に拳こぶし大だいの穴が開いている。

「対紫し外がい線せんジェル……。〝悪フリユのース・デ華ユ・マル〟の残党か」

　ショックでひきつけを起こしている赤ん坊は無視して、トレスは足下に転がった小こ瓶びんを拾い上げた。対紫外線コートジェル──陽光中の紫外線をほぼ完全に遮しや断だんし、吸ヴア血ンパ鬼イアでも昼間の戸外を歩くことを可能とする。ただ、人類社会では厳重に管理され、滅めつ多たにお目にかかれないはずなのだが……

　赤く汚よごれた髪かみの毛を摑つかむと、トレスは片かた腕うで一本で瀕ひん死しの看ヴア護ンパ婦イアをひきずり上げた。

「聞く。十日前、貴様らが身内同士で殺し合った……理由は何だ？　あそこで何があった？」

「……くくくっ、くはははははっ！」

　既すでに死相を刻んだ看護婦の顔が毒々しい嗤えみを浮うかべた。血に汚れた唇くちびるが、にいっと曲がる。

「貴様らに何か話すと思ったか！　はっ！　死ね！　死んじまえ、教ヴア皇チ庁カンのイヌ……ぎぃっ！」

　嗤し笑しようは銃じゆう声せいに遮さえぎられた。吹ふき飛んだ右手を抱かかえて身を捩よじる看護婦を宙ちゆう吊づりにしたまま、

「お前達を殺すには、脳のう幹かん・頸けい椎つい・心しん臓ぞうを破は壊かいするしかない……つまり、この程度では、お前らは死ねないということだ。だが、痛みは存在する」

　無表情に指し摘てきすると、トレスは真っ赤に灼やけた銃身を看かん護ご婦ふの腹の銃創につっこんだ。剔えぐるように腹ふつ腔こう内をかき回してから、一気に引き抜ゆく。

「……話す気になったか？」

「…………」

　血の滲にじんだ唇が二言三言何かの音を発した。きれぎれの声を注意深く聞き取ったトレスは、瀕ひん死しの吸ヴア血ンパ鬼イアをその場に放り捨てると、それきり関心を失ったように身を翻ひるがえした。死のような沈ちん黙もくの落ちたロビーを大おお股またに歩き始める。

「なるほど……つまりは、ただの被害者などではなかったということか」

　短く独りごちる神父の眼前、人ひと垣がきは太古の預言者が渡った海の如ごとくに道を開けた。その顔は一様にこわばり、あたかも怪かい物ぶつの行進を見守る鼠ねずみのようだ。だが、その中にあって唯ゆい一いつ、恐怖とは別の感情──憤ふん怒ぬの相を浮かべる者がいた。

「この……人でなし！」

　投じられた花か瓶びんがトレスの背を打った。振ふり返れば、硬こう直ちよくして泡あわを憤ふいた赤ん坊を抱だいた若い母親が、真っ向から神父を睨ねめつけている。

「人でなし……あんた、人間じゃないわ！」

「よ、よせ、殺されるぞ！」

　周囲が黙だまらせようとするが、危うく我が子を失いかけた母の怒いかりはおさまらない。冷たい顔の神父に向けて、音声化した憎悪を吐はきかける。

「この子に何かあったら殺してやる！　絶対に殺してやるから！」

「…………」

　トレスのシミュレーションによれば、あの時点ではあれが最良の方法だった。あれ以外のいかなる方法を採っても、四人ないし九人の死人が出ていたはずだ。おそらく、赤ん坊も人質に使われた挙あげ句くに殺害されていたことだろう。だが、彼は釈しやく明めいの必要を認めなかった。ただ、右みぎ腕うでを静かに弾だん劾がい者しやの方へ向げただけだ。

「〝人でなし〟？　肯ポジ定テだイヴ」

「！」

　くぐもった銃じゆう声せい──飛び散った赤黒い液体が若い母親の頭を斑まだらに染めた。

「ひ、ひっ……」

　へたりこんだスカートの下に、湯気をあげて水みず溜たまりが広がってゆく。

　その眼前、彼女を庇かばって翳かざされた神父の右腕が、青白い火花と赤黒い皮下循じゆん環かん剤ざいを迸ほとばしらせていた。絶縁素材の人工皮ひ膚ふは大きく捲まくれ、赤ん坊の頭を吹ふき飛ばすはずだった散弾は、形状記憶プラスチックの人造筋肉に食い込んで止まっている。

「俺おれは教ヴア皇チ庁カン国務聖省特務分室、派は遣けん執しつ行こう官かんＨＣハー・ケー─・ⅢⅩトレス・イクス──〝ガンスリンガー〟」

　母子を庇かばったまま、トレスはＭ13の銃口をエレベーターの方へ向けた。最後の力で散弾銃をかまえる看ヴア護ンパ婦イアの、憎悪に歪ゆがんだ頭をポイントする。

「そして、俺は人ではない──機械マシーンだ」

　銃声と同時に、吸ヴア血ンパ鬼イアの頭部が綺き麗れいに弾はじけた。
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「さて、私はここまでです」

　日が暮れてしばらく経たつというのに、中セン央トラ駅ルは、旅立つ者と旅を終えた者とで混雑していた。

「あとは、こちらのシスター・ルイーズが付つき添そってくれます。わがまま言ったりしちゃダメですよ」

「よろしくね、エリスちゃん」

　まだ若いシスターが美しい微笑ほほえみとともに差し出した手を、エリスは横目で眺ながめただけだった。やたらと高いところにあるアベルの顔を不ふ機き嫌げんそうに睨にらみつけると、

「……あんたは、来ないの？」

「生あい憎にく、仕事が残ってまして……やや、さてわ寂さびしいとか……あう!?」

　蹴けり飛ばされた臑すねを抱かかえてポルカを踊おどり始めた神父は無視して、エリスは周囲を見回した。

「トイレはどこかしら？」

「お手洗なら、汽車の中にもありますわよ」

「揺ゆれるから、嫌や」

　そっぽをむく少女を神父はげんなりと見やったが、やがて諦あきらめたようにため息をついた。

「はあまた、そんなわがままを……ルイーズさん、汽車の時間は？　八時十分？　五番ホーム？　よし、じゃあエリスさん、行きましょか。なんかあっちにありましたよ、トイレ」

「って、なんで、あんたが一いつ緒しよに来んのよ！」

「いいからいいから……あ、シスター・ルイーズ、ホームで待っててくださいね♪」

　むずかる少女の背を押おすようにして、アベルはごった返す駅を歩き始めた。

　ロビーは賑にぎやかだった。到とう着ちやく客目当てのホテルの客引きや、店を畳たたむ前に品物を売ってしまおうとする物売りたちの声がかまびすしい。

「はい、これ……大事にしてくださいね」

「くれるの……？」

　そんな物売りたちの一人からアベルが買ったのは、小さな黒くろ猫ねこの縫ぬいぐるみだった。キーホルダーになっているそれをエリスの鞄かばんにつけながら、

「餞せん別べつ。猫が好きっておっしゃってたでしょ？」

「……ありがと」

「どういたしまして」

　ぺこんと会え釈しやくした神父は、相変わらずひょろひょろ歩いていたが、その横顔はいつに増して優しい。まるで、この世の全すべての人間が大好きですと言わんばかりに、にこにこと喧けん噪そうを眺ながめている。

「エリスさん、本物の猫ねこを飼かったことは？」

「前はいっぱい飼ってた……まだ、本当のママと。パパが生きてた頃ころ」

「…………」

　少しだけ、神父の笑みが翳かげった。だが、その心を読んだように、

「いいよ、別に。昔の話だから」

　太ったジュース売りのおばさんを素早くかわして、エリスは呟つぶやいた。

「ママとパパ……自殺だったの」

「自殺？」

「心中……だけど、あたしが殺したようなもの」

　自殺なのに？　そう思ったとしても、神父は口には出さなかった。少女の傍かたわらをとぼとぼと歩きながら、困ったように頭を下げる。

「その……ごめんなさい」

「だから、いいって言ってるじゃん。あたしは平気。これくらい、気にするほどやわじゃない」

　黄金色の髪かみを一つ振ふって、エリスは小型の肉にく食しよく獣じゆうめいた笑みを浮うかべた。

「言っとくけど、あたし、少々のことじゃへこたれないよ」

「ははあ、お強いんですね」

「そうじゃなくちゃ、生きてけなかったもの……こんなことでへたってたら、他ほかの奴やつに食い物にされるだけだよ。ま、教会の中でぐうたら生きてきた幸せな人にはわかんないだろうけど」

「す、すいません」

「世界は敵だらけ……へたったら、殺やられる」

　自分に言い聞かせるように呟くエリスの横顔は、陶製ビスク人形ドールのように硬かたい。どんな言葉も弾はじき返しそうなそれを、同行者は少しだけ悲しそうに横目で見ていたが、

「……でも、私はエリスさんの味方ですから」

「え？」

　いきなり放たれたその言葉に、今度は少女が面食らう番だった。

「何それ？」

「自分から世界を敵に回してはいけませんよ……少なくとも私は、味方です」

「はあ？」

　何とち狂くるいやがったんだこのダメ神父──傍かたわらをとぼとぼと歩いているのっぽの神父を、エリスは胡う教さん臭くさげな目つきで見上げていたが、やがてその口くち許もとににまあっと笑みが浮かんだ。

「ふーん、ひょっとして、口説くどいてるつもり？」

「へあっ？」

　色白の顔が、一いつ瞬しゆん、別の意味で白くなり、それからぶんぶんと左右に高速回転した。

「と、と、とんでもない！　私は神に仕える身！　く、く、口説くなんてそんな……」

「なんだ、つまんない」

　子こ猫ねこが鼠ねずみをからかうような笑みはそのまま、エリスは唇くちびるを尖とがらせた。そっと伸のばした指を、高いところにあるアベルの額にあてると、

「でも、ちょっとだけ嬉うれしかったよ、神父さん。だから……」

「だから？」

「ごめんね♡」

　瞬しゆん間かん、アベルの視界が暗転した。




「……え？」

　ここはどこだ？

　どこかの廊ろう下か、鋼鉄製の扉とびらの前に立ち竦すくんでいる自分を発見して、アベルは自問した。確か、つい今の今まで自分は……

「あ、あれ？」

　自分はどこにいたんだったっけ？

　何も思い出せない。だが、その鉄の扉にはどこかで見覚えがあった。何か、嫌いやな……とんでもなく嫌な思い出があったはずだ。だが、それさえも記き憶おく野やの中から見あたらなくなっている。

　廊下の窓からは、青い景色が見えた。満天の星が見えることから察するに、今は夜なのだろう。しかし、なぜか、足下が眩まばゆい輝かがやきを放っている。

「こ、ここは……」

　動どう悸きが異様に早まるのをアベルは自覚した。

　足下に広がるのは、巨きよ大だいな青い円えん盤ばんだった。目の覚めるようなコバルトブルーに、茶色と緑を配色した美しい惑星ほし。ところどころそれを覆おおっている白い綿のようなものはゆったりと動き、景色にアクセントを添そえている。

（そうだ、ここは……）

　鉄の扉を見上げて、アベルは浅い息をついた。心の奥から、何かがざわざわと立ち上がろうとしている。はるか昔に閉じた記憶の封ふう印いんを破って何か、とてつもなく不吉な暗い影かげが蠢うごめいている。

　アベルはそっと扉に手を置いた。ほのかに輝いた扉は音もなく左右に開き、その中に閉じこめられていた闇やみが溢あふれ出してきた。

「やあ、アベル……遅おそかったね」

　背の高い男が、こちらを振ふり返った。

　窓を背にしているので、その顔は影になっている。だが、アベルは彼を知っていた。金きん髪ぱつの下、白磁のような美び貌ぼうが穏おだやかな笑みを浮うかべていることを知っていた。だが、このむせるような血けつ臭しゆうはなんだ？　そして、男が手にしたあれは……

「喜んでいいよ。マイナス要素は排除したから」

　男は手にしたものをアベルの方に褐かかげてみせた。鉄てつ錆さびた異臭が、ひときわ強くなる。

「もう、僕ぼくらの計画プランを妨ぼう害がいする奴やつはいない……裏切り者は、喰ってやったよ」

「……！」

　男の手に握にぎられたそれ──赤い髪かみと褐かつ色しよくの肌はだの女神のような顔が、青い光に照らされたとき、アベルの喉のどから声にならない絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった……
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「どうかされたんですか、神父様？」

「……え？」

　アベルは眼下を見おろした。背の低い、小太りの駅員が、心配そうにこちらを見上げている。

「どこか、お加減でも悪いんですか？」

「お加減……？」

　アベルはぼんやりと相手の言葉を繰くり返した。額にびっしりと浮うかんだ汗あせが顎あごを伝わって滴したたり落ちている。

　相変わらすの喧けん噪そう──忙いそがしげに行き交う人の流れは途と切ぎれる様子もない。ただ、物見高い数人の野次馬が、何事かとこちらを眺ながめているだけだ。

「お顔が真っ青ですよ……医務室にお連れしましょうか？」

「あ、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。すいません」

　一つ頭を振ふって、アベルは目をしばたたいた。何だったのだろう、今のは？　あの娘にちょっと触さわられたと思ったら、いきなり……

「そ、そうだ、エリスさん!?」

　アベルは慌あわてて周りを見た。

　少女の姿はどこにもなかった。
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「あたしは平気よ」

　白い蛍けい光こう灯とうがちかちかと瞬またたく地下道を早足で歩きながら、エリスは独りごちた。

　昼間は作業員が入っているこの工事用地下通路も、陽ひが暮れた今の時間帯はまったく人ひと気けがない。駅の外に出るには、うってつけの逃とう亡ぼう路ろだ。

「あたしは平気なんだから……」

　逃にげることは慣れっこだった。

　施し設せつ、裕福な物好きの家、路地裏の軒のき先さき……どこも、仮の宿に過ぎない。

　いつも独りだった。ときに彼女を憐あわれんでくれる者もいないでもなかったが、〝力〟のことを知った途と端たんに、彼女から離はなれていく。いや、彼ら自身が追手になることさえしばしばだった。

『私は、あなたの味方です』

　あんなことを言ってはいたが、あいつだって信用できない。もし〝力〟のことを知れば……

「あ」

　ぽとりと小さな音がした。暗い床ゆかに、ちっぽけな影かげが落ちている。鞄かばんに下げていたぬいぐるみだ。蛍光灯の輝かがやきをつぶらな瞳ひとみに映している子こ猫ねこを、エリスは無む慈じ悲ひな目で見下ろした。

「ふん、こんな安物……」

　こんな安物、どうせ売っても金になりゃしない。こんな安物……

「ふん」

　もう一度鼻を鳴らすと、エリスは体をかがめた。汚よごれた子猫を指の間に掬すくう──刹せつ那な、轟ごう音おんとともに金色の髪かみが数本、風に散った。

「……え？」

　背後の壁かべが、青白い火花をあげたかと思うと、周囲がふっと暗くなる。頭をかすめた弾だん丸がんが壁の配電盤ばんを撃うち抜ぬいたのだと知ったのは、もう少し後になってのことだ。闇やみの中から、血のような赤光がしたたり、反射的にのけぞったエリスの鼻先を、二発目の銃じゆう弾だんがかすめ去った。

「ひ、ひっ!?」

　撃うたれた!?　誰だれが!?　なぜ!?

　恐きよう怖ふとともに身を翻ひるがえしたエリスの背に、赤い点がぽつりと灯ともった。不吉な光に導かれるように飛来した第三弾だんは、その心臓に喰くらいつく──

「危ない、エリスさん！」

　横合いから飛び出してきた何者かが、エリスを突つき飛ばした。暗黒と恐怖と銃じゆう声せいの谺こだまの中を、二人、もつれあうように柱の陰かげへ転がり込こむ。

「ひっ！　ひいっ……」

「落ち着いてください！　だいじょうぶ！」

　エリスを抱だいた何者かは小声で囁ささやいた。

「だいじょうぶ、落ち着いて……」

「し、神父さん……？」

　闇やみの中、相手の顔は見えない。しかし、その声は、紛まぎれもなくあののっぽの神父のものだ。

「ど、ど、どうやって、ここが……」

「話はあとです……走って！」

　闇の底から、弾雨が降り注ぐ。恐おそろしいほど強力な銃じゆう撃げきにコンクリートの柱がたちまち蜂はちの巣になった。二人は次の避ひ難なん場所にひた走るが……

「くっ！」

　突とつ然ぜん、棒のように神父がつんのめった。それでもなんとか柱の陰に潜もぐり込めたのは、僥ぎよう倖こうに過ぎない。こんな暗い中、密集する障害物の間を正確に射しや撃げきしてくる射手の技量は、驚きよう嘆たんに値した。

「し、神父さん！　神父さん！」

　エリスはとりすがったが答えはない。ただ、不規則な荒い息が聞こえてくるだけだ。絶望的に鼻び腔こうを満たす血の匂におい。そして闇の底からは、機械的なまでに規則的な靴くつ音おとが近づいてくる……

　瞬またたきながら、非常灯が灯った。

　遅おそまきながら、予備電源が働き始めたらしい。淡たん黄おう色しよくの光の中に、二人を睨にらむ巨きよ大だいな銃口とそれをかまえた男の顔がぼんやり浮かび上がった。

「ば、馬鹿な！　君がなぜ……」

　撃ち抜ぬかれた太ふと腿ももを押おさえながら、アベルは弱々しく襲しゆう撃げき者しやの名を口にした。

「なぜ君が……トレス君！」
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「ト、トレス君、これはどういうことです……」

「その娘むすめのことを調べた」

　硝しよう煙えんの香かおりを纏まとった神父の声は、死者のように静かだった。アベルに──正確には彼が背中に庇かばう少女に向けられた銃じゆう口こうは、微び動どうだにしない。

「最初は二年前──実父が妻を撃うって自分も自殺。その後、里子に出されるも、養父はその晩に、自分の頭を猟りよう銃じゆうで撃ち抜ぬいた。そして一年前には、この娘のいた施し設せつで、男児八名が互たがいに凶きよう器きで傷つけ合って重軽傷を負う事件が起きている。原因は今に至るも不明……」

　抑よく揚ようを欠く声に、少女が青ざめた。歯の鳴る音も隠かくせぬまま、アベルの背中で身を竦すくめる。

「そして、先日の酒場の一件──奴やつらが身内で殺し合った理由がようやくわかった。あれは単なる仲間割れなどではない。この娘が、奴らを操って殺しあわせたのだ。異い端たん審しん問もん局きよくに問い合わせたところ、既すでに〝魔ま女じよ〟として手配済みだった」

「接せつ触しよくテレパス！　さっきのあれはやはり……」




〝大アル災マゲ厄ドン〟以前、人類は己おのが遺伝子の秘密を解かい析せきし、それを自在に操ることができたという。

〝魔女〟はその頃ころに遺伝子処理を受けた者達の遠い子孫だ。テレパスやＰＫ……当時の呼称に従うなら、〝ＥＳＰ〟を駆く使しして、他人の考えを読んだり、手も触ふれずにものを動かしたりすることすらできたらしい。『らしい』というのは、〝大アル災マゲ厄ドン〟の後、吸ヴア血ンパ鬼イアどもと人類の戦いが始まってからは、吸ヴア血ンパ鬼イア同様に忌いまわしいモノとして狩かられ、現在ではほとんど絶滅してしまっているからだ。ただ、それでも稀まれに、先祖返りというべき異能者が現れることがある──




「ちょっと待ってください！　その、彼女に特とく殊しゆな力があることは認めます。だけど、一連の事件と関係があるかどうか、調べもせずに──」

「彼女の意思など関係ない。考こう慮りよすべきは、その存在自体が危険要素だということだ。あの酒場でこの娘だけ生かされていた事実を計算に含ふくめれば、吸ヴア血ンパ鬼イアどもが最初からこの娘の力を狙ねらっていた確率は極めて高い……そして、この娘がその気になればどんなことができるか、卿けいも見たはずだ」

　月下の惨さん劇げき──、あれと同じことが、大都市や軍事基地で起きたりすれば……

「その娘は人間ではない。人の形をした爆ばく弾だんだ。奴らの手に落ちる前に処分する必要がある……わかったらそこをどけ、ナイトロード神父」

「……お断りします」

　低いがはっきりした声とともに、アベルの手が腰こしのリボルバーを抜いた。

「約束したんです──私はこの子を助けます」

「……俺とやるつもりか、〝クルースニク〟？」

　配はい電でん盤ばんから垂れた高圧線が乾かわいた音をたてた。弾はじけた火花が三人の影かげを青白く照らす……

　帯電したような時間の果てに〝ガンスリンガー〟は静かに頷うなずいた。

「よかポジテろうイヴ。卿けいがそこまで言うならやむをえん」

「よかった……わかってくださいましたか？」

「肯ポジテ定イヴ。他ほかに採用すべき手段が存在しないことがわかった。Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かんアベル・ナイトロードの敵味方識別信号を抹まつ消しよう──」

「!?」

　人間であれば、〝殺気〟と表現される気配──コンマ数秒で脊せき稚つい内ない流りゆう体たい思し考こう結けつ晶しようの常じよう駐ちゆう戦術プログラムを殲滅ジエノ戦サイド仕様モードに書換えたリライトトレスの瞳どう孔こうが、凍いてついた蒼あおみを帯びて拡ひらいた。

「教会法カノン第一八八条および聖職服務規定違い反はん……アベル・ナイトロード、お前を排はい除じよする」

「つかまって！」

　少女を抱かかえたアベルが横飛びに跳とんだ時には、トレスの体もコマ落としのように消えている。

「くっ！」

　引き金にかかったアベルの指が動くより早く、暗黒から迸ほとばしった火薬仕じ掛かけの稲いな妻づまが彼のリボルバーを弾はじき飛ばしていた。間かん髪はつ容いれぬ二発目は正確に額へと飛来し、その残像を貫かん通つうする。

「ムダだ、ナイトロード。お前のスペックでは俺おれからは逃のがれられん」

　脚あしをひきずるアベルの動きを正確に追尾トレースして、三さん撃げき目めが飛来した。二人が飛び込こんだ柱に巨きよ大だいな弾だん痕こんが穿うがたれる。

　咄とつ嗟さに、アベルは体を投げ出した。そこに転がる拳リボル銃バーを拾い上げようとしたのだ。が……

「〇・四三秒遅おそい」

「し、神父さん！」

　肩かたを襲おそった衝しよう撃げきに、アベルは声も出せずに転てん倒とうした。すぐ指先に転がった拳銃と、もう一つのものを激痛に歪ゆがむ視界に捉とらえて呻うめく。

（あれは……）

　規則的な靴くつ音おとが近づいてきた。きっかり二メートルの間かん隔かくを開けて止まる。

「終わりだ、アベル・ナイトロード」

「さて……どうですかね」

　びっしり汗あせを浮うかべてアベルは強がりとしか思えない台詞せりふを吐はき出した。

　確かにトレスの力は圧あつ倒とう的てきだ。つけこむべき弱点も、逃にげ出す隙すきも見いだせない。だが……

「や、やめて！　あなたが殺したいのは、あたしでしょ!?　だったら、あたしを……」

「…………」

　神父を庇かばおうとする少女を映したガラスの瞳ひとみは、一いつ瞬しゆん、かすかに揺ゆれたように見えた。だが、トリガーにかかった指は無む慈じ悲ひに動き──

　転瞬、奔ほん騰とうする青白い火花とともに、トレスの体は大きくのけぞっていた。

「……！」

　ぎくしゃくと後ずさった殺戮キリング機械ドールは、文字通り壊こわれた人形のように膝ひざをついた。右みぎ腕うでを中心に、青い電光が蜘蛛くもの巣のように体を覆おおっている。

「エリスさん、逃にげて！」

　まだ火花を散らしている高圧線を放り捨て、アベルは叫さけんだ。

「なにしてるんです、エリスさん！　逃げて！」

「し、神父さんも！」

　必死で階段を這はい上がった二人がロビーに転がり込こんだときには、既すでに発車ベルが鳴り始めていた。奇き妙みようなほど人気のないホームで、蒸気を上げている機関車が見える。

「ナイトロード神父、これはいったい……!?」

「シスター・ルイーズ、この娘こをお願いします」

「し、神父さん！」

　駆かけ寄ってきたシスターに少女を押おしつけ、アベルは背後を振ふり返った。ぎこちない足取りでホームに入ってくる影かげがある。それを見たエリスが短い悲鳴をあげた。

「あ、あいつ……！」

「エリスさん……」

　アベルは少女の肩かたをぐいっと押した。

「行って……そして、逃げてください。ここは、私がなんとかします」

「で、でも……」

　丸眼鏡めがねの奥で優しい笑みを浮うかべる神父の手を握にぎろうとして、エリスは途と中ちゆうで思いとどまった。熱湯にでも触ふれたように、指を引っ込める。

「どうして……どうしてなの？」

「え？　なにがです？」

「どうして私みたいな化け物のために……」

「自分のことをそんな風に言っちゃダメですよ」

　不器用なウインクを見せて、アベルは笑った。

「あなたは怪かい物ぶつなんかじゃない。だって……」

「行きましょ、エリスちゃん」

　何が起きているかは不明だが、ただごとではないと判断したらしい。美び貌ぼうに緊きん張ちようの色を走らせたシスター・ルイーズが、少女の袖そでを引いた。

「事情はよくわからないけど、この人の気持ちを無む駄だにしないで」

「で、でも……」

「……行って下さい」

　そっとアベルに肩を押され、エリスは客車のタラップに足をかけた。袖を引かれるままに扉とびらの向こうに姿を消しかげて、

「さよなら……神父様」

　素早い野の獣けもののような口づけだった。

　背せ伸のびした少女の唇くちびるが、神父のそれと触ふれあったときには、汽笛の音とともに列車は動き始めている。タラップの上からこちらを見つめている少女の姿が小さくなるのを微び苦く笑しようとともに見送ると──アベルは再び背後を振ふり返った。すぐそこに立つ、もう一人の神父と向き合う。

「もう遅おそいですよ……彼女は行ってしまった」

「……そのようだな」

　巨きよ大だいな銃じゆうを下げたまま、トレスは無表情に頷うなずいた。ようやく異常事態に気づいた駅員たちが、駆かけ寄ってくるのが見える。人気のなかったホームが、にわかに慌あわただしくなり始めた。

「だが、安心するのは早い、ナイトロード神父……俺おれは、まだ諦あきらめたわけではない」

　トレスは駅員を顧かえりみると、乾かわいた声で命じた。

「次の駅に連れん絡らくして、あの列車を止めさせろ」

「次の駅？」

　駅員は、怪け訝げんな顔で相手を見返した。

「次の駅って……今のは回送車ですけど」

「へ？」

　アベルの口がぱかんと開いた。トレスでさえ、継つぐべき言葉を探しあぐねて沈ちん黙もくしている。

「ど、ど、どういうことです、回送列車って？」

「いや、あれは車庫に入れる車両でして……」

「あのぉ、ひょっとして、お二人は国務聖省の方々じゃありませんか？」

　言葉もない神父達に、柔やわらかな声がかけられた。肉付きのよい体を尼に僧そう服ふくに押おし込んだ年ねん輩ぱいの女性が、駅員達の間から丸い顔を覗のぞかせている。

「すいません、遅おくれまして……あの、私、ローマの聖ラケル修道院から参ったシスター・ルイーズです。うちで引き取る女の子──エリスちゃんでしたか？　どちらにいるんですの？」
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「はッ、ヴァチカンも他愛たわいのない！」

　尼僧服の吸ヴア血ンパ鬼イア──ミレーユ・マンソンは、長い牙きばから毒々しい嗤し笑しようを滴したたらせると、獲え物ものにねっとりとした視線を向けた。

「ようやく会えたねえ、化け物ちゃん。はじめまして、というべきかしら？」

「挨あい拶さつなんかどうでもいいわよ、おばさん」

　手には拘こう束そく具ぐをはめられ、小さな体は鎖くさりで固定されていながら、エリスの気力は衰おとろえていないようだ。〝おばさん〟の一言に眉まゆを吊つり上げた女吸血鬼ミレーユに向け、僧にく々にくしげに言い放つ。

「どうせ、すぐにお別れだもの……折角だから、〝さよなら〟なら言ってあげるわ」

「お別れ？　馬鹿お言いでないよ。この前は手下どもがドジったけど、今度はそうはいかないよ……あんたの〝力〟相手に触さわらないと使えないことは、とっくに調べがついてんだ」

「……っ！」

　金色の頭が荒々しく摑つかまれた。小さな唇くちびるから苦鳴がこぼれる。それを心地よさそうに聞きながら、ミレーユはのけぞる喉のどに牙きばを這はわせた。

「かわいい顔して、恐おそろしい怪かい物ぶつだよ、あんたは……でも、これでローゼンクロイツの皆みな様さまに喜んでいただける。あたしら〝悪フリユのース・デ華ユ・マル〟が田舎でくすぶってんのも、今日までさね」

「ろーぜん……くろいつ？」

　何のことだろう？　こいつらの他ほかに、まだ吸ヴア血ンパ鬼イアがいるのか？

「あんたをとっても欲しがってらっしゃる方々がいらっしゃるのさ……あんたが隠かくれてた施し設せつのことを教えてくれたのも、その方々さ」

「……！」

　では最初から、こいつらは自分を目当てに……

「この悪あく魔ま！　よくも……よくもみんなを！」

「おや、あんたにそんなことが言えんの？」

　知っているぞ──金色の目が嘲わ笑らった。両親、養父、そして前にいた施設の少年たち……

「まったく、お嬢じようちゃんには負けるよ。あんたのまわりは死人の山じゃないか。それに比べりゃ、あたしらはまだかわいいものさね」

「あ、あたしは……」

　反論しようとして、結局、エリスは唇を嚙かんで押おし黙だまった。

　そうだ、怪物と呼ばれても当然なのかもしれない──他人の心に触ふれ、それを捻ねじ曲げるこの忌いまわしい〝力〟は、彼女の意思に関係なく厄やく災さいを撒まき散らしてきた。

　最初の犠ぎ牲せい者しやは、故郷の村で彼女を暴行しようとした司祭だった。彼は、涙なみだを流しながら己が胸を十じゆう字じ架かで貫つらぬいた。その後の両親の心中は娘の〝力〟を悲観してのものだったが、養父の自殺は彼女のせいだ。エリスの能力に気づいた彼は、彼女を射殺しようとしたのだ。必死で抗あがらうエリスに選せん択たくの余地はなく、彼女は〝力〟を使い、養父は養女を撃うち抜ぬくはずだった猟りよう銃じゆうを自分の頭に向けた……そして、先日の酒場の夜。

（でも神様、あたしは誰だれも殺したくなんて……）

「お前には、誰も、いない」

　少女の葛かつ藤とうを見み透すかしたように、ねっとりとした声が耳じ孔こうに忍しのび込こんだ。

「お前は怪物だ。人間でもなければ、あたしらとも違ちがう……お前の味方は誰もいない」

「…………」

　怯おびえたようにエリスは視線を彷徨さまよわせた。

　あたりは真の闇やみ──トンネルを走るこの列車に乗っているのは、エリスと、彼女を囲む十匹ぴきあまりの武装した吸ヴア血ンパ鬼イアどもだけだ。それに、たとえこの場を逃のがれたとしても、今度は人間たちが彼女を狩かりたてるだろう。

「あたしには、誰だれも、いない……」

　トンネルの出口が迫せまるのを涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみで見ながら、エリスは絶望に肩かたを震ふるわせた。

　確かにこの吸ヴア血ンパ鬼イアの言う通りだ。自分には誰もいない……怪かい物ぶつの自分には誰も……

「あ、あたしは……」

「エリスさああああああああん！」

　聞き覚えのある声が、少女の名を叫さけんだのはそのときだった。

「な、なんだい、あれは!?」

　トンネルを出た列車のすぐ側そば、丸眼鏡めがねの神父が夜空に浮うかんでいた。いや、違ちがう、浮かんでいるのではない。あれは……

「く、空中戦せん艦かん──ヴァチカン！」

　優美な曲線に、くっきり染め抜ぬかれたローマ十字──全長三百メートルを超こえる巨きよ大だいな飛行船が、いつの間にか列車に併へい走そうしていたのだ。

「ケイトさん！　もっと寄せてください！」

　そのゴンドラから下がったロープにしがみついて、のっぽの神父がなにやら喚わめいている。

「飛び降ります！　もっと寄せて！」

〈これ以上は無理です！　それより、アベル神父、本当にこれって公務なんでしょうね？　カテリーナ様から許可は戴いただいてるんでしょうね？　いきなり呼びつけられて来てみれば……〉

「許可はＯＫです……後でちゃんともらいます」

〈は!?　今、なんて？　なんか今すごい不ふ穏おん当とうな発言なさいませんでしたかこのダメ神父!?〉

「いいから、もっと寄せ……あわっ!?」

　間の抜けた悲鳴があがった。

　唾つばを飛ばして喚いていた神父が、手を滑すべらせたのだ。折おり悪あしく吹ふいた強風にロープが撓たわみ、ずり落ちた神父は大きく振ふり子こを描えがいて……

「の、のわわ……のわあああああっ！」

　砕くだけたガラスとともに、悲鳴が車内に飛び込こんできた。神父を先端に振り子を描いたロープが、窓を直ちよく撃げきしたのだ。ロープから弾はじかれたアベルの体は顔面を使って床に着地した挙げ句、座席を二つ三つ破は壊かいして漸ようやく静止した。吸ヴア血ンパ鬼イアたちさえ凝ぎよう然ぜんと沈ちん黙もくする中、死んだように動かなかったが、

「うう、死ぬかと思った……や、お待たせしました、エリスさん」

「し、神父さん……」

　なにやらもぞもぞ立ち上がった神父の顔を見て、エリスは呆ぼう然ぜんと口を動かした。

「なんで……なんで？」

「やだなあ。言ったじゃないですか」

　肩かたと腿ももに巻かれた包帯が、じわじわと赤く変わりつつある。それでも、青ざめた顔に陽気な表情を浮うかべて、アベルは笑った。

「私は、あなたの味方です──って」

「……度胸があるのか、ただの馬鹿か」

　歯の根の疼うずくような音が、鼓こ膜まくを搔かいた。

　女吸血鬼ミレーユが、たっぷり三十センチは伸のびた爪つめを壁かべに突つき立てたのだ。鋼板を薄うす紙がみのように捲ねじり上げながら、招かれざる客の顔を睨にらみつける。

「たった一人で乗り込んでくるとはね……嬲なぶり殺しにされる覚かく悟ごはできてんだろうね、教ヴア皇チ庁カン！」

「〝悪フリユのース・デ華ユ・マル〟の皆みなさんですね？　あなた方を、八十件の殺人および血液強ごう奪だつ、未成年略取の容疑で逮たい捕ほします。速やかに武装を解除して投降なさいますよう、強く勧かん告こくします」

　きまじめに眼鏡めがねを直しながら、神父は警告した。

「はッ、ほざくな！　貴様一人で何ができる!?」

「否ネガテイブ──誰だれが、そいつ一人だと言った？」

　冷然と響ひびいた声が、ミレーユの悪あく罵ばを遮さえぎった。

　一同が頭上を振ふり仰あおいだときにはもう遅おそい。次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんとともに天てん井じようが割れた──無数の銃じゆう弾だんが、厚い鋼板を突つき破って降り注いだのだ。

「……！」

　直径十三ミリの死神どもは、何が起こったのかさえわからぬままの吸血鬼たちに次々と食らいついた。しぶいた血とちぎれた肉片が宙に舞まう。

「ば、馬鹿な!?　天井越ごしに……がッ！」

　頭上に散シヨ弾ツト銃ガンを向けた若い吸ヴア血ンパ鬼イアが、胴どう体たいの半ばを吹ふき飛ばされた。その直上、天井をぶち破って車内に躍おどりこんだ影かげがある。

「う、撃うて！　撃ち殺せ！」

「〇・二七秒遅おそい」

　集中する火線の狭間はざまを転がりつつ、トレスは左手でもう一いつ挺ちようのＭ13を抜ぬいた。まっすぐ伸のびた両りよう腕うでの先せん端たんから、立て続けに鉄と炎が迸ほとばしる。

「トレス君、殺しちゃダメです！」

「了ポジテ解イヴ……こいつらには聞くことが山ほどある」

　トレスが答えたのと鋼鉄の奔ほん流りゆうが停止したのとはほぼ同時だった……弾丸タマ切ぎれだ。それを看みて取った猫ねこ背ぜの吸ヴア血ンパ鬼イアが、背後から飛びかかる。

「──〇・一四秒遅い」

　それは、魔ま法ほうのような光景だった。

　トレスが手首を振ふると同時に、空の弾だん倉そうが銃把グリツプから落ちた。そのときには、バネの弾はじける音とともに袖そで口ぐちを飛び出した新たな弾倉が、銃把グリツプに滑すべりこんでいる。同時に、頭上へ三連射──

「ぐがっ！」

　天てん井じようから剝はがれ落ちてきた鋼板に串くし刺ざしにされ、猫ねこ背ぜの吸ヴア血ンパ鬼イアは虫ピンに刺された蛾がのような姿勢で床ゆかに縫ぬい止められた。
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　その間にもトレスは、残敵の掃そう討とうに取りかかっている。時間にしてわずか十数秒──絶ぜつ叫きようと銃じゆう声せいの最後の残ざん響きようが消えたとき、赤い抽ちゆう象しよう画がと化した車内に立っていたのは、丸眼鏡めがねの神父と金きん髪ぱつの少女、そしてガラス玉のような瞳ひとみで己おのが作品を見下ろす〝ガンスリンガー〟だけだ。

「戦域確保クリア。戦術思考仕様を強襲アサルトから索サーチ敵＆デ攻スト撃ロイに書換えリライト……損害ダメー評価ジリポ報告ートを、ナイトロード神父」

「な、なんとか生きてます……たぶん。だいじょうぶでしたか、エリスさん？」

「う、うん……あ、危ない！」

　鎖くさりを解かれたエリスが叫さけんだ。

　トレスの傍かたわらに倒たおれていた若い吸ヴア血ンパ鬼イアが、むくりと起きあがったのだ。いや、その下に潜ひそんでいた何者かが……

「くたばれ、ヴァチカン！」

　仲間の心臓を貫つらぬいてなお、二十センチ以上は余した鉤かぎ爪づめが、風を巻いてトレスに襲おそいかかった。

「避よけて！」

　エリスが咄とつ嗟さに突つき飛ばしていなければ、トレスの胴どう体たいに大穴が開いていただろう。代わりに、少女の肩かたを削けずった爪は、勢い余って壁かべを穿うがった。

「…………」

　転てん倒とうしたまま、トレスは銃じゆう口こうを掲かかげたが間に合わない。鋭するどい蹴けりを喰くらい、Ｍ13が床ゆかに転がる。

「〇・五二秒遅おそいわ！」

　嘲ちよう笑しようとともに、ミレーユは壁から爪を引き抜ぬいた。宙で翻ひるがえったそれを、トレスと、それを庇かばうように倒たおれているエリスに向けて突き下ろす──

　湿しめった音がした。

「なにっ!?」

　ミレーユの目が大きく見開かれた。

「……トレス君、その子を向こうに」

　貫つらぬかれた掌てのひらを体の前にかざしたまま、丸眼鏡めがねの神父は同どう僚りようを促うながした。その間も、ミレーユは必死で爪を引き抜こうとするが、まるで接着されたように動かない。

「き、貴様、何者!?」

「人間ですよ。あなたや彼女と同じにね……」

　丸眼鏡を取った神父は青い瞳ひとみで同僚と少女の方を振ふり返った。少しだけ悲しげに笑うと、

「トレス君、彼女をお願いします」

「あれをやるつもりか、ナイトロード神父？」

　相変わらず抑よく揚ように乏とぼしい声に、かすかだが意外げな響ひびきがある。アベルのもとへ駆かけ寄ろうとする娘の肩かたを押おさえて、トレスは眉まゆを上げた。

「いいのか、この娘に見られても？」

「ええ……」

　同僚から少女、そして己おのれの手に眼を移してアベルは答えた。

「私が暴走したときは、よろしく」

「……了ポ解ジしテたイヴ」

「し、神父さん！」

「エリスさん……私、あなたに言っておかなくちゃいけないことがあります」

　貫かれた手の指を曲げながら、神父はゆっくりと、だが明めい晰せきな口調で言葉を紡つむいだ。

「私も、あなたと同じなんですよ。私の体にも忌いまわしい力が眠っている。そしてそいつらは、いつも私の魂たましいを食らおうと狙ねらっているんです……」

　その瞳ひとみが鮮あざやかに色を変えた──冬の湖の蒼あおから、鮮せん血けつの赤あかへと。

「でも、私は生きるのをやめるわけにはいかない。償つぐなうべき罪から逃にげるわけにはいかない。ここで死んだら、私はただの怪かい物ぶつだ。私は人間であるために、この力とともに生きるんです……」
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　閉じられた手の中で、乾かわいた音があがった。

「ば、馬ば鹿かな！」

　砕くだけた鉤かぎ爪づめが、床ゆかにこぼれる。咄とつ嗟さに跳とびすさりながら、ミレーユはうわずった声をあげた。

「貴様、長生種どうぞくか？」

「違ちがいますよ……」

　短く呟つぶやくと、神父はその場に跪ひざまずいた。そこは、吸血鬼たちから流れ出した血で朱あけに染まっている──今、それにおぞましい変化が起こり始めた。

　床ゆか一面、深紅のカーペットのように広がっていたそれが、まるでアメーバのように蠢うごめきだしたのだ。赤い渦うずを巻く血流は、その中心──床に触ふれたアベルの掌てのひらへ吸すい込こまれるように消えてゆく。

「こういうことを考えたことはありませんか？　人間が牛や鶏とりを食べる。その人間の血を吸ヴア血ンパ鬼イアが吸う……ならば、吸血鬼の血を吸って生きるなにかがどこかにいるのでは、と」

　今や、床には血の一ひと雫しずくも残っていない。その代わり、静かに立ち上がった神父の唇くちびるだけが、血を塗ぬったように赤い。

「私はクルースニク──吸ヴア血ンパ鬼イアの血を吸う、吸ヴア血ンパ鬼イアです」

「ほ、ほざけ！」

　ミレーユの爪が光った。大きく撓しなると、空間自体を引き裂さく勢いで振ふり下ろされる……

　澄すんだ音とともに、ミレーユの動きが止まった。顔を庇かばった神父の右みぎ腕うでに撃うち下ろされた鉤爪が、その場に静止しているのだ。

「なっ!?」

　温った音をたてて、神父の右腕が肩まで裂けた。血は一いつ滴てきも流れない。かわりに、そこからこぼれたのはとろりとした黒い輝かがやきだ。神父の手の中で硬こう化かしたそれは、柄えの両りよう端たんに刃やいばを備えた巨大な鎌かまを形成する。

「〝人は己クア・エの播いニム・セたものミナヴエを刈りリ・ホモ取らね、ハエクばなら・エト・ないメテト〟──参ります」

　囁ささやく声とともに、大デス鎌サイズが振り下ろされた。
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「だいじょうぶでしたか、エリスさん？」

　全身を朱あけに染めた神父は、手を差し出した。

　その瞳ひとみは既すでに冬の湖の色を取り戻もどしていたが、そこにはどこか哀かなしい光が混じっている。

「怪け我がは？　どこか痛いとこはありませんか？」

「……こ、殺したの？」

　横たわる女吸血鬼を横目に、エリスは震ふるえる声を押おし出した。血ち塗まれの体はぴくりとも動かない。

「……いいえ、動きを封ふうじただけです」

「あ、あなたはいったい……」

　差し出された手にも気づかぬげに、エリスはアベルの顔を見上げた。いや、気づいていたのかもしれないが、その手を取ることはなかった。かえって、じりじりと後ずさりながら、

「あなたはいったい……何なの？」

「人間、ですよ……」

　いつまでもとられない手を差し伸のべたまま、アベルは寂さびしそうに笑った。

「あなたと同じ……私は人間です」

「……！」

　その言葉に、鳶とび色いろの瞳が大きく見開かれた。おずおずと伸ばされた指が、神父の手に触ふれる。立ち上がった少女は、血塗れの僧衣カソツクに腕うでを回した。

「あ、ダメです。汚よごれちゃいます」

「うん。でも、もうちょっと……もうちょっとだけ、このままでいていい？」

「……かまいませんよ」

　アベルは柔やわらかい髪かみの上に手を載のせると、小さく息を吐はいて笑った──

　乾かわいた金属音が聞こえたのはそのときだった。

「……トレス君、君はまだこの子を危険だと？」

「肯ポジテ定イヴ──俺おれは言ったはずだ。彼女の意思など関係ないと」

　振ふり返ったアベルの視線の先、銃じゆう口こうを掲かかげるトレスの声に微み塵じんの迷いもない。その銃身に装着された光条レーザ照準ーサ器イトの赤光は、まっすぐエリスの眉み間けんを捉とらえている。

　殺人キリング人形ドールは、仮面のような無表情を守ったまま、無造作に引き金に指をかけた。

「──須すべからく、危険要素は排はい除じよすべきだと」

「！」

　咄とつ嗟さに、アベルはエリスを背後に押おしやったが間に合わない。重い音をあげて撃げき鉄てつが落ちた──撃鉄だけが。

「だが、今回に限って言えば……」

　弾だん丸がんを撃うち尽つくした銃じゆうを見つめながら、ガラスの瞳ひとみを持つ派は遣けん執しつ行こう官かんは平板な言葉を継ついだ。

「弾丸タマ切れだ。駆く除じよ作業は断念せざるをえん」

「……感謝します、神フア父ーザートレス」

「無ネガテ用イヴ──次はない」

　抑よく揚ようのない声と同様の素そっ気けなさで、トレスは身を翻ひるがえした。最後に、ちらりとエリスの顔を一いち瞥べつし、その脇わきを通り過ぎる……

　るうぁああああああああああっ！

　エリスの側そばに転がっていた血ち塗まみれの肉の塊かたまり──そうとしか見えないものが、咆ほう哮こうをあげたのはそのときだった。

「い、いけないっ、エリスさん！」

　跳はね起きた悪あつ鬼きの目は憎ぞう悪おに輝かがやき、振ふり上げられた腕うでには長い鉤かぎ爪づめが忌いまわしい光を放っている──ミレーユだ。まだ動けたのか!?

「じ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]づ！」

「エ、エリ……！」

　アベルが手を伸のばすが間に合わない。凍こおりついたように固まった娘に向け、長大な爪が──

「…………」

　悪鬼に背を向けているトレスの手に、忽こつ然ぜんと弾だん倉そうが現れた。瞬またたき一つで再装塡リロード。同時に、銃じゆう口こうだけが肩かた越ごしに背後をポイントする。

　轟音トリガー──鋼の顎あぎとが立て続けに吐はき出した九発の弾丸は、吸血鬼の脳幹・頸けい椎つい、そして心臓を正確に食いちぎって、背中へと抜ぬけた。

「作ミツシ戦ヨン・終コンプ了リート……撤てつ収しゆうする」

〝拳銃ガンス使いリンガー〟の声は常と変わらぬ冷たさだった。


ＷＩＴＣＨ　ＨＵＮＴ（完）






















──諸々の地、まさに滅びなん。

水起こりて全地に及び、

地に在りて有るもの悉く滅び失せむ。

（エチオピア語版エノク書十章二節）






　千を数える仮面マスケラの群むれが、松明たいまつを手に行進してゆく。

　大聖堂バジリカと総督パラツ宮殿ツオを擁ようする海うみ縁べりの広場が真昼のように輝かがやく一方で、二つの月はあちこちからあがる花火のせいですっかりくすんで見えた。

「……野や蛮ばんな短生種テランどもめ！」

　アストは鋭するどく吐はき捨てた。潟ラグーナの磯いそ風かぜが、この薄うす暗ぐらい路地裏まで広場の喧けん噪そうを運んできたのだ。

　資料を通じて、〝ヴェネツィアの謝カルネ肉ヴア祭ーレ〟とやらの概がい略りやくは把は握あくしていたつもりだったが、実物は想像以上に馬鹿げた代しろ物ものだ。こんな乱らん痴ち気き騒さわぎを十昼夜にわたって繰くり広げる短生種テランどもの神経は、アストの理解を超こえている。

「よりによって、こんなところで待ち合わせとは……しかも、いつまで待たせる！」

　日にち没ぼつが一日の始まりの本国ツアラと違ちがい、ここの一日は夜中に始まって夜中に終わる。頭上では、巨きよ大だいな時計台の鐘かねが新しい一日の到とう来らいを告げていた。

　だが、待ち合わせの相手が現れる気配はいっこうにない。アストはいらいらと革コートの襟えりを立てると、中なか高だかの顔からサングラスをはずした。

（いっそ、このまま単独で〝奴やつ〟を追うか？）

　なんでも、待ち人は〝連中〟の中でも最高の腕うで利きき──『派は遣けん執しつ行こう官かん』とか言ったか？──だそうだが、所しよ詮せんは愚ぐ鈍どんで惰だ弱じやくな短生種テラン。アスト独りの方がずっと小回りが利くし、〝奴〟のことは誰だれよりも熟じゆく知ちしている。ならば……

「いや、ダメじゃダメじゃ」

　アストは首を振ふって甘かん美びな誘ゆう惑わくを追い払はらった。

　あの狂きよう信しん者しやどもの中から、ようやく少しは話のわかる輩やからが現れたのだ。ここで帰ってしまっては、連中の機き嫌げんを損ねかねない。

「とにかく、早く〝奴〟を捕とらえて、この気の狂くるったサル山からおさらば……ん？」

　薄暗い水路から聞こえてきた声に、アストは耳をそばだてた。

　どうやら二匹ひきの若い雌めすと、ゴンドラ漕こぎらしい数匹の雄おすどもとの間で何かトラブルがあったようだ。雄どもが盛んに連発しているスラングを分ぶん析せきした限りでは、どうも料金の不足分を彼らとの性せい交こう渉しようで補ほ塡てんするよう強要しているらしい。

　短生種テランどもがどこでつがおうがさかろうが、知ったことではないが、この近くでやられるのもちと困る。どこか他所よそでやるよう命じるべきか──アストが真しん剣けんに検討していたとき。

「あのぉ、お取り込こみ中にすいませんが」

　のほほんとした声が、路地の奥からかかった。

「ちょっといいですか？　えっと、聖マピアツツルア・サコ広場ンマルコって、こっちの道でいいんですよね？」

　それは、背の高い若者だった。

　おさまりの悪い銀ぎん髪ぱつの下、牛乳瓶びんの底みたいな丸眼鏡めがねが二月の月つき灯あかりを反射している。そして、その身にまとうのは、貧びん乏ぼう臭くさい黒の僧衣カソツクと擦すりきれたケープ──典型的な巡じゆん回かい神父のいでたちだ。

「いやあ、ヴェネツィアって、ほんとに迷路みたいな街ですねぇ。や、皆みなさんもお祭りに？　いいですよね、カーニバル。いや、実は私もね……」

「見ての通り、お取り込み中だよ、神父さん」

　髭ひげ面づらの巨きよ漢かんがゴンドラ漕こぎの間から、うっそりと進み出た。太い擢オールを弄もてあそびながら、

「道なら、他所よそで聞いてくんねぇかな？」

「はぁ、でも……」

「神父様お助けを！」

　気け圧おされたように後ずさる神父に娘達が駆かけ寄った。頼たよりない背中に隠かくれると、涙なみだ目めで訴うつたえる。

「お助けください！　この人達むりやり……」

「ざけんな！　てめぇらが金払はらわねえのが悪わりいんだろうが！」

「え～っと」

　娘たちの怯おびえた様子から、さすがに自分が迷いこんだのが修しゆ羅ら場ばであることを悟さとったらしい。神父は、青い眼めをさかんにしばたたいていたが、

「あの、争いはよくありません。主は仰おつしやいいました。〝汝なんじ、怒おこる勿なかれ〟……うひゃおうっ!?」

　不気味な唸うなりをあげた擢を、神父はのけぞるようにして避よけた。進化に失敗した変な生き物みたいな格好で、わたわたと後ずさる。

「びっくりしたあ……い、いきなり、何を!?」

「喧やかましい！　とっとと消えろ、糞クソ坊ぼう主ず！　誰だれが、んなインチキ臭くせぇ説教聞きてぇっつった！」

「イ、インチキ臭くさい？　おお、主よ、人の子の不ふ信しん仰こうを憐あわれみたまえ……そ、そうだ！　お嬢じようさん方、今のうちにお逃にげなさい──あら？」

　いつの間にか、娘たちの姿は消えていた──広場の方へ走ってゆくカラフルなドレスが、最後にちらっと翻ひるがえった。

「は、はは……いや、いーんですよ。私一人の犠ぎ牲せいで、乙女おとめの純潔を守れるなら、安いもんじゃないですか。ちっとも気にしていません。ええ、気にしてませんとも、うはは……え、なんです？」

　乾かわいた笑いを寂さびしそうに笑っていた神父の背中を誰だれかがつついた──振ふり返れば、殺気だった無数の視線が、そのマヌケ面を視殺している。

「ええっと……皆みなさん、その、落ち着きましょう。嗚呼ああ、主は語られました。〝互たがいに忍しのびあいなさい。責めるべきことを赦ゆるしあい……〟」

「──ぶっ殺せ」

　風鳴りと怒ど号ごう、そして悲鳴が交こう錯さくした。

「し、神父殺すと崇たたりますよ？　さあ、落ち着いて、一いつ緒しよに深呼吸……だ、誰だれか、助けてぇっ！」

（……だめじゃ、こいつ）

　一つため息ついて、アストは立ちあがった。

　放っておいてもよかったが、目の前でくたばられるのも寝ね覚ざめが悪い──それにアスト自身、なかなか現れぬ〝腕うで利きき〟とやらに、いい加減虫の居所が悪かったこともある。

「…………」

　音もなく走り始めると、軽くジャンプ。短生種テランの数十倍を誇ほこる脚きやく力りよくで、左右の壁かべを蹴けって高度を稼かせぎ、ならず者どもの眼前に舞まい降りる──

「……!?」

　頭上に射した影かげに気づいたときには、振ふり下ろされた裏うら拳けんを脳天に喰くらって、髭ひげ面づらは地面に這はい蹲つくばっていた。十分に手加減された一いち撃げきではあったが、頭ず蓋がい骨こつに罅ひびぐらいは入ったかもしれない。

「……え？」

　そして、残る男たちもまた、一様に立ち尽つくしていた。

　彼らの目の前、淡あわい月光に照らされていたのが、信じられぬほどの美女だったからだ。

　随ずい分ぶんと背の高い女だ。踝くるぶしまでもある黒コートに包まれた長身は、百八十をゆうに超こえているだろう。髪は白はく髪はつ──額にかかる血の色をした一ひと房ふさを除き、象ぞう牙げ色いろに脱色されている。しかし、その下で琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを輝かがやかせる美び貌ぼうはまだ若く、ようやく少女の域を脱したばかりに見えた。

「あの、どちらさんで？」

「……どいておれ」

　美女──アストは軽く神父を突つき飛ばすと、ならず者どもの方に向き直った。運河に転落した神父の悲鳴と水飛沫しぶきがあがったときには、石いし畳だたみを蹴って大きく跳ちよう躍やくしている……

　時間にして数秒後──路上には、顎あごや鎖さ骨こつを砕くだかれた雄おすどもが、十匹ぴきばかり昏こん倒とうしていた。

「……はン、短生種テランどもめ！」

　石畳を這はう液体の赤さに軽い渇かわきを覚えながら、アストはことさらに鼻を鳴らしてみせた。集団でもって弱い同どう胞ほうに襲おそいかかるとは、呆あきれ果はてた輩やからだ。なまじ、姿形が自分たちと似ているだけに、その邪じや悪あくな性格がいっそう目につく。これで、アストら長生種メトセラを〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟などと罵ののしるのだから、まったくもって身の程知らずと言うか……

「あのぉ、すいませんが」

　側そつ溝こうから聞こえてきたなんとも情けない声に、ふとアストは我にかえった。

「や、よろしかったら引き上げてもらえませんか？　実は手が届かなくてですね」

「…………」

　そういえば、こいつがいたな。

　いい加減、短生種テランとかかわるのはうんざりだったが、放っておいて、心臓発ほつ作さでも起こされても面めん倒どうだ。アストは無造作に手を伸のばした。

「そら、摑つかまるがよい」

「や、どうも……ところで、あの、貴女あなたは〝帝国〟の方じゃありませんか？　真ツア人ラ・類メト帝セル国ート直轄カマラ監察官ーシユ、キクニヤエゼーデフ・アル侯・キ女エヴア・オヴエカデテーッタ・サアル子・オ爵デツアアスタローシェ・アスラン卿きようでは？」

「な……!?」

　アストの顔が、雷かみなりに撃うたれたように硬こう直ちよくした。

　自分のことは、こちら側では〝連中〟しか知らないはずだ。どうして、この男はそれを!?

（待て！　いや、まさか、いくらなんでも……）

　刹せつ那な、大脳皮質の裏側あたりを過よぎった禍まが々まがしい予感に、若い帝国ボイエ貴族ールは戦せん慄りつした。

〝連中〟──ミラノ公カテリーナ・スフォルツァと教ヴア皇チ庁カン国務聖省Ａ特務分室ｘは今回の共同作戦に、腕利きの派は遣けんを約束した。いくら短生種テランが愚ぐ鈍どんでトチ狂くるった生物でも、よりによってこんな……

　戦慄に固まったアストの顔を見上げて、神父は──恐おそるべきことに──ほやっと笑った。

「あ、やっぱそうでしたか。よかった。てっきり、もう帰られちゃったのかと思いました。私はアベル──アベル・ナイトロード。ミラノ公から、閣かつ下かのヴェネツィアでの捜そう査さ活動を支援サポートするよう仰おおせつかってます。どうぞよろしく♥」

　……この手を離はなして、国に帰るというのはなしだろうか？

　アストは真しん剣けんに悩なやんだ。
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　この街で、吸ヴア血ンパ鬼イアによるものと見られる連続殺人が始まったのは、二週間前──内潟ラグーナと外海アドリアを隔へだてるモーゼス堰せきで、一つの失血死体が見つかったのが最初だった。遺体の頭部は切り落とされていたが、その後の調査で、被害者はこの可動堰の管理官であったことが判明している。

　二番目の、そして最大の惨さん劇げきは、市内にある建設会社で発生した。

　被害者は、残業していた社員全員。遺体の損傷があまりに激しく、いまだに当局は正確な被害者数を特定できていないが、二十名あまりが犠ぎ牲せいになったものと推定される。件くだんの会社はマフィアとの繫つながりを囁ささやかれ、また大規模な談合疑ぎ惑わくの渦か中ちゆうにあったことから、当初はそちらの関連かと思われていたが、検死の結果、遺体のほとんどに吸きゆう血けつ痕こんが見つかった。

　そして三番目の被害者は、ヴェネツィア市立大学考古学部の助教授──五日前、自宅で何者かに襲おそわれ、一家全員が惨ざん殺さつ。警察の調べで、この助教授が古美術品の贋がん作さく屋やという副業を持っていたことと、最近、ひどく怯おびえた様子であったことがわかったが、依い然ぜん、事件の詳しよう細さいは不明である。

　三件とも残された吸きゆう血けつ痕こんは一いつ致ち。単独同一の吸血鬼による犯行と見られたが、手がかりは乏とぼしく、捜そう査さは難航した。だが三番目の事件で、被害者が握にぎっていた指輪とそこに刻まれた刻印──人にあらざる者どもの国家の紋もん章しようが、事件の展開を思わぬ方向へ導くことになる……




「で、その指輪というのが、これか」

　掌てのひらに載のせた月ムーン長スト石ーンの指輪をアストは摘つまみあげた。『重なるデユオサ双月テル』──大小二つの月を意い匠しようした真ツア人ラ・類メト帝セル国ート国章の台座に、ザグレブ伯はく家の家章「剣つるぎと刀を持つ竜」が光圧レーザー彫ちよう琢たくされている。帝国でも、貴ボイエ族ールだけが所有を許される印章セムニ指輪エルだ。

「間ま違ちがいなく、〝奴〟自身のものじゃ。印章セムニ指輪エルの模造はこちら側の技術では不可能じゃからな……おい、大だい丈じよう夫ぶかや？」

　ゴンドラから身を乗りだしてしきりに戻もどしている連れに、アストは気のない声をかけた。

「うー、失敬。私、揺ゆれるものに弱くってですね……あはは」

「…………」

　二人を乗せた船は、高級住宅街にさしかかっていた。住人の殆ほとんどは、祭りに出かけているのだろう。灯あかりのない水路はしんと静まっている。

　教皇庁属領都市ヴェネツィア──この古い水上都市は、海底に無数の杭くいと石組を打ち込んだ大小百を超こえる人工島の集合体である。多くの運河と、それを繫つなぐ橋の間には、陸路と呼べるようなものは殆どない。もっぱら市民の足として活かつ躍やくするのはゴンドラであり、一般の家屋さえ水路に向けた玄げん関かんに、船で乗り付けるようになっている。

「あ、すいません。ここで停とめてください……アストさん、ここが四件目の現場です」

　とある屋や敷しきの前でゴンドラから降りると、アストは夜空を見上げた。飾フア壁サードの上では、大月ムーンが西天にかかりつつある。あまりぐずぐずできない。

「八時間前、出入りの業者が遺体を発見しました。ただ、うちのカテリー上司ナさんが当局に圧力かけたんで、まだ警察は来てません。現場は手つかずの状態です」

　神父は鍵かぎ束たばを不器用な手つきで操っていたが、やがて低く軋きしみながら扉とびらが開いた。と同時に、乾かわいた鉄にも似た臭においが、むっと吹ふきだしてくる。

「マルコ・コレオーニ氏──ヴェネツィアきっての古美街商兼鑑かん定てい士しでした……」

　宗教美術や聖遺物鑑定の権けん威いのお屋敷にしては、エントランスホールの床ゆかいっぱいに描えがかれた作品はひどくお粗そ末まつな出来だった。

　まるで幼児が描かきなぐったような巨きよ大だいな赤い逆十字と、その周囲に書かれた〝我ら、炎によりて世界を更新せんＩｇｎｅ　Ｎａｔｕｒａ　Ｒｅｎｏｖａｔｕｒ　Ｉｎｔｅｇｒａ〟の文字。

　もっとも、その美的センスの欠落をコレオーニ氏に求めるのは酷こくというものだったろう。彼は、この逆十字の描き手ではなく、絵の具でしかなかったのだから──彼と彼の家族全員が、全身の血を失って、逆十字の傍かたわらに転がっていた。

「主よドミネ、我・メ・に罪レキーなきト・カサ同胞ス・ミの不ゼレリ幸を・インサ憐れンテイむをス・ア許せミキ……エィメン。くそ、赤ん坊ぼうまで。ひどいな！」

「驚おどろくにはおよばぬ。ホントに〝奴やつ〟が犯人なら、これでもぬるい。本国の臣民テラン三百人を虐ぎやく殺さつしたときは、もっと凝こった作風じゃった」

　波立つ心を抑おさえ、アストはことさらそっけない声で論評した。

　喉のどを裂さかれた主夫妻、眼球と心臓を剔えぐり取られた若者、股こ間かんから口まで串くし刺ざしにされた若い女性、標本のように腹を裂かれて床ゆかに縫ぬいとめられた少年、そして頭を叩たたき割られた赤ん坊……

　間ま違ちがいない。これは〝奴〟の手口だ。

　ザグレブ伯はくエンドレ──帝国最悪の大量殺さつ戮りく者しやの。

（一刻も早く、奴を探し出さねば！）

　幸いにして、教ヴア皇チ庁カンはまだ、奴をただの吸ヴア血ンパ鬼イアとしか見ていない。だが、奴の正体とこちら側にやってきた真の目的を知られれば、最悪、帝国と教皇庁の全面戦争に繫つながりかねない。次の事件が起こる前に、なんとしても狩かり出さねば……

　血の色をした前まえ髪がみをいらいながら、アストはできるだけさりげない口調で同行者に命じた。

「よし、神父、案内ご苦労であった。あとは一人でやる。汝なんじはしばらく席を外すがよい」

「え？」

　きょとんと神父は、娘の方を見返した。

「いや、私もご一いつ緒しよしますよ。その方が早い」

「これは我らの問題じゃ。ただの案内役であるそなたを巻き込こむのは心苦しい」

「やだな、遠えん慮りよなさらないでください」

　ほわっと神父は目を細めた。アストをリラックスさせようとしたのだろう。軽い口調で、

「苦労をわかちあうのは当然ですよ。だって、私ら相棒じゃないですか」

「……〝相トヴア棒ラシユ〟じゃと？」

　アストの口の中で、塩しお辛からい味が広がった。牙きばが唇くちびるを食い破るのを抑おさえきれない。

（落ち着け……）

　相手の不用意な一言に、胸の奥の封ふう印いんが弾はじけてしまったのがわかる。それでも理性は、激発する感情を説得しようとした──目の前の愚おろかな短生種テランに、〝相トヴア棒ラシユ〟という言葉の神聖さを理解しうるとは思えない。こんなことにいちいち腹を立てるのは、ペットの猫ねこに爪つめをたてられたからと言って本気で怒おこるのと同じだ……

「……二度と、その言葉を、使うな」

「え？　なにがです？」

「二度と余を〝相棒〟などと呼ぶなと言うておるのじゃ、このクソ短生種テラン！」

　怯おびえたように神父が後ずさったときには、毒蛇くちなわのように伸のびたアストの手が、その喉のど首くびを摑つかんでいた。圧倒的なパワーで相手を引き寄せると、

「相棒とは、命を預けられる者のことを呼ぶ言葉じゃ！　そして、我は誇ほこり高き帝国ボイエ貴族ール、汝なんじのような、愚おろかでこ狡ずるい短生種テランごときに相棒呼ばわりされるおぼえはない！」
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　もがく神父の顔色が次第に青黒くなり始めた。アストが乱暴に手を放すと、本気で窒ちつ息そくするところだったのだろう。咳せき込こみながら後ずさる。

「す、すいません……私、別にあなたを馬鹿にするつもりじゃ……」

（……お前は〝相棒〟と呼ばれたことに腹を立てたんじゃない。〝相棒〟と呼ばれる資格のない自分が気にくわぬのであろ？）

　皮肉げに呟つぶやく内心の声に耳を塞ふさぐと、アストはそっぽを向いた。時間がないのだ。こんな奴やつにかまってなどいられない。

「もうよい……どこかその辺で大人おとなしうしとれ」

　それきり神父のことは、視界からも念頭からも追い払はらって、アストは遺体の側そばに跪ひざまずいた。血の汚よごれにも無む頓とん着ちやくに、死体をあらためる。傷口、着衣の乱れ、吸きゆう血けつ痕こん……どの遺体も激しく損傷してはいたが、別段変わった点はない。いや……

「ん？」

　赤ん坊の遺体を探る指先に、硬かたいものが触ふれた。口の中に何か入っている。

「メダル？　いやコインか？」

　どこの国の貨か幣へいだろう？　表には十字架にかけられたキリストと〈Ｉ・Ｎ・Ｒ・Ｉ〉の四文字──〝ユダヤの王ナザレのイエスＩｅｓｕｓ　Ｎａｚａｒｅｎｕｓ　Ｒｅｘ　Ｉｕｄｅｏｒｕｍ〟を表す略号が薄うすく刻まれている。教皇庁のディナール貨ではない。全体にチャチな造りで、掌てのひらに載のせても頼たよりないほど軽い。

　死者の口に冥府ステユの川クスの渡し貨を入れる風習は、迷信深い本国の短生種テランたちの間では珍しくない。しかし、こちらアウターにも似た慣習があるのか？

「おい、この金はどこの──」

　振ふり返りかけたアストの顔が途と中ちゆうで止まった。壁かべにかかる一葉の写真に視線が釘くぎ付づけになる。

「これは……？」

　薄いモノトーンの銀板の中では、盛装した家族が澄すました顔をこちらに向けていた。いかにも頑固そうな初老の男が家長だろう。その隣となりに腰こしをおろす思し慮りよ深ぶかげな妻。背後には忠実な長男。長男の貞てい淑しゆくな妻と生まれたばかりの赤ん坊。年の離はなれたやんちゃな次男。そして……

　突とつ然ぜん動きを止めた美女に、部へ屋やの隅すみっこから、遠えん慮りよがちな声がかかった。

「あの、どうかされましたか、アストさん？」

「死体が足りない……」

「え？」

「一つ、死体が足りない……この娘むすめの死体は見つかっていないな？」

　写真の中では、娘が一人、一同からちょっと離れたところに立っている。ぱっちりした目が印象的な、ハイティーンぐらいの少女だ。

「彼女はどこだ？　生きておるのか？」

「少々お待ちを。今、資料を調べます」

　神父は薄いファイルをめくっていたが、すぐに手を止めた。

「ええっと、彼女はフォスカリーナ・コレオーニさん。十七歳……あれ？　この娘さん、一月前に家出してますね」

「家出？」

「ええ。なんでも、付き合っていた恋こい人びとのことで、父親と喧けん嘩かになったそうで」

「喧嘩？　なぜ？」

「なぜって、そりゃ……ああ、そうか。お国とは、結婚の概がい念ねんが違ちがうんだ。最初から話すと長いですよ？」

　短生種の風習など聞いても仕方ない。アストはそっけなく首を振った。

「ならいい。それで、今はどこだ、その娘は？」

「不明です。捜そう索さく願いは受理されたものの、いまだ行方ゆくえ不明。最後の目もく撃げき報告が恋人の勤める〝ＩＮＲＩ〟って高級カジノの近くで──」

　説明の途と中ちゆうで翻ひるがえった背中を慌あわてたような神父の声が迫ってきた。

「あ、ちょっと！　どこ行かれるんです!?」

「宿に帰る……今日のところは時間切れじゃ」

　玄げん関かんの扉とびらを押おし開けながら、アストは不快げに顔をしかめた。大気は微かすかに青みを帯び、水路の向こうでは気の早い黒唄鳥メルロが目覚めの唄うたを囀さえずっている。慈じ悲ひ深ぶかい浄じよう闇あんが、あの忌いま々いましい陽光に駆く逐ちくされる時間が迫せまりつつあるのだ。

「明日──貴様らの感覚では今夜か──その賭博場カジノに行く。陽ひが暮れたら、宿に迎むかえにこい」

　サングラスを鼻に載のせると、アストは握にぎりしめていた模造チコインツプを神父に向けて弾はじいた。
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　総督パラツ宮殿ツオと大聖堂バジリカを擁ようする聖マルコ広場がヴェネツィアの顔であるとすれば、街の内臓はらわた──都市の消費と欲望を一手に担になう場所は、間ま違ちがいなくここ、リアルト橋一帯だろう。

　大カナル運・グラ河ンデに架かかる巨きよ大だいなアーチ橋のたもとには、様々な物を商う店てん舗ぽが軒のきを連ね、クラブやレストラン、カジノや娼しよう館かんが優雅に華はなやぎを競う河道は、深夜というのにまるで昼間のような明るさだ。

「〝もっとも洗練された仮面は素顔である〟──ティレ。すると、我々は仮面ペルソナの上に仮面マスケラをかぶっているということになりますか」

　おりしも、運河を下ってきたゴンドラから、華か麗れいな装そう飾しよくの施ほどこされた〝恋するインナ乙女モラータ〟と、鳥のように長い嘴くちばしが特徴的な〝医師メデイコ〟の仮面をつけたカップルが、手をとりあって降りてきたところだ。仲なか睦むつまじげな恋こい人びと達を見下ろしながら、窓際の男は針のように細い細葉巻シガリロを口にくわえた。

　彼自身、顔の半ばを覆おおうのは。〝策アルレ士ツキーノ〟の仮面だ。きっちり着こなされた黒の背広と腰こしまでもある黒くろ髪かみが、白い仮面におそろしくよく映はえていた。

「自分という存在をかくも用心深く覆わねば、世界に触ふれることもできない……我々は、なんと愛らしい生き物であることか」

「なにを愛めでようと貴殿の勝手じゃが、その〝我々〟に儂わしは含めてくれるなよ、〝策士〟殿」

〝策アルレ士ツキーノ〟の慨がい嘆たんに鈴を振ふるような声で答えたのは、この支配人室にいたもう一人の人物──紫し檀たんのデスクに胡座あぐらをかいた小こ柄がらな影かげだった。

　こちらは、目をみはるほどに美しい少年だ。薄うす暗ぐらい照明の下でも、その天使のような貌かんばせは輝かがやいて見える。しかし、まだ十とおを過ぎているとは見えぬ幼い顔の中で、真しん鍮ちゆう色いろの瞳ひとみが千年を経た蛇へびのようにねっとり濁にごっているのは如い何かなる訳か？

「どうじゃ、君も一いつ杯ぱい飲やるかね？」

「生あい憎にく、出張では地元のワインと決めてまして」

「それは残念……ま、汝なんじら短生種テランには、この美味はわかるまいな」

　少年──ザグレブ伯エンドレ・クーザは、上うわ唇くちびるを捻ねじるようにして笑うと、卓たく上じようのデカンタを持ち上げた。とろりと垂れた紅い液体を氷ギアツ水晶チオのグラスに受け、一息に呷あおる。

「うむ、美う味まい……ああ、そう言えば、これもヴェネツィア産じゃったな」

「例の鑑かん定てい士しの娘ですか？」

「家族に会いたいとうるさかったでな。会わせてやることにしたわ」

　唇の周囲の赤いものを舐なめとりながら、少年は愉ゆ快かいげに喉のどを鳴らした。なまじ天使の如ごとき美び貌ぼうなだけに、怪け鳥ちようのような笑声は不気味この上ない。

　しかし、長ちよう髪はつの〝策アルレ士ツキーノ〟は別段の感かん慨がいは持たなかったようだ。軽く肩かたをすくめると、

「あまり目立つ動きはお控ひかえ戴いただきたいですね、伯爵グラーフ。昨夜も、お国ライヒからお友達が見えましたよ……アスタローシェというお嬢フロイさんラインをご存知で？」

「アスタローシェ？」

　エンドレの眉まゆがあがった。〝策アルレ士ツキーノ〟に向けられた視線がかすかに硬こう度どを増す。

「アスタローシェ・アスランか？　はッ、このエンドレも舐なめられたものじゃて！　あんな血の味を覚えたばかりの小ケルケ娘ターサを寄越すとはの。それとも、国ツアラの人材難も窮きわまったか？」

「問題は、彼女本人ではありません。教ヴア皇チ庁カンが彼女を招くために動いた──その事実こそが問題なのです。いや、そもそも閣下グラーフ……」

〝策アルレ士ツキーノ〟の瞳ひとみが天使の美び貌ぼうをじっと見つめた。

「閣下グラーフ、貴方あなたはここ数週間、わざとご自分の存在を公にされていらっしゃいましたね──その娘を呼び寄せるために」

　ばれたか──そんな顔で、エンドレはぺろっと舌を出した。ややばつが悪そうに頭を搔かくと、

「いや、あの娘とはちと因いん縁ねんがあっての。例の計画の完成を、見せてやろうかと思ったんじゃよ」

「そんなことのために？　閣下、彼女を呼び寄せた教皇庁国務聖省特務分室──Ａｘという連中をご存知ですか？」

「聞かん名じゃの」

「教ヴア皇チ庁カンが、我々と戦うために作った特務機関です。そして現時点においては、唯ゆい一いつ、我ら〝騎士団オルデン〟への対抗手段を有する組織の名です。彼らが閣下の存在を探知した以上、例の計画にかなりの不安材料が混入──」

「ザウミスター・ケンプファー」

「はっヤー」

　エンドレの声は大きくはなかった。が、長ちよう髪はつの〝策アルレ士ツキーノ〟──ケンプファーはぴんと背筋を伸のばすと、少年の言葉を謹きん聴ちようするようにおし黙だまった。

「ザウ・ケンプファー、もしや、貴殿は儂わしに意見しておるつもりか？」

「いえナイン、そのようなことはけっして」

「ならば、黙だまれ。貴様ら下げ賎せんなサルに、我ら貴ボイエ族ールの誇ほこりと矜きよう持じを理解できるとは思えん」

　薄うすめの唇くちびるの間、真しん珠じゆにも似た歯が軋きしるような音をたてた。その間から溢あふれ出しだのは、毒々しいまでの憎ぞう悪おに隈くま取どられた怨えん嗟さだ。

「本国ツアラの奴やつら──短生種サルをたかだか三百匹ほど殺したからと言うて、儂を狂きよう人じん呼ばわりしおった、あの愚おろか者ども！　彼奴きやつらに、正義とは何かをはっきり見せつけてやらねばならん！　さもなくば、こたびの計画、意味がないではないか！」

「御意ヤボール……申し訳ございません。出過ぎたことを申しました」

「……わかればよい」

　紅潮した顔を一ひと撫なでして、エンドレは大きく息を吐はいた。二杯はい目のグラスを、今度は嗜たしなむようにゆっくり口に含みながら、

「汝なんじら〝騎士団オルデン〟には概おおむね満足しておる。国を逐おわれた儂がここまでやれたのは、確かに汝らの力ちから添ぞえあってのことじゃからの。ま、以後は慎つつしむ。貴き殿でんもそうカリカリするな」

「恐れ入ります」

「〝我ら、イグネ・炎にナチユよりラ・レて世ノヴア界をトウー更新ル・イせんンテグラ〟──踊おどれ踊れ。帝国も教ヴア皇チ庁カンも、所しよ詮せんは儂の掌てのひらの上じゃ。互たがいの爪つめで、剣で、せいぜい血を流すがよい。そして、その血と炎ほのおの間から、儂は力を築きあげる……帝国をも教皇庁をも凌しのぐ、偉い大だいな力をな！」

　己の言葉と血の香かおりに、次第に酩めい酊ていし始めたらしい。昏くらい呪じゆ詛そを口くち誦ずさむ老吸ヴア血ンパ鬼イアの瞳ひとみには、妖あやしい霞かすみがかかっている。その背に向け、長髪の〝策アルレ士ツキーノ〟は恭うやうやしい一礼を施ほどこした。




　ゴンドラを降りた〝恋するインナ乙女モラータ〟は、手を差し伸のべる恋こい人びとに向けて熱く囁ささやきかけた──

「ええい、べたべたと触さわるな！　鬱うつ陶とおしい！」

「そんなこと言っても、しようがないじゃないですか！　ここ、御一人様お断りなんですから」

　手て酷ひどく抓つねられた手をさすって、〝医師メデイコ〟はぼやいた。相当痛かったのだろう。仮面から覗のぞく冬の湖色の瞳は、微かすかに涙なみだぐんでさえいる。

「クラブ〝ＩＮＲＩ〟にようこそ。初めてのお客様ですね……紹しよう介かい状じようはお持ちで？」

　恭うやうやしく進み出た白仮面パウータの黒服は、さし出された紹介状を優雅に開くと、その陰かげから値ね踏ぶみするような視線を覗のぞかせた──まず長い嘴くちばしと丸眼鏡めがね、そして黒長衣の〝医師メデイコ〟。こっちは……まあ、どうでもいい。本人はせいぜい伊達ダンデイを気取っているつもりらしいが、長い裾すそを踏んづけて蹴け爪つまづいたり、つまみのサンドイッチやエビピラフをさも嬉うれしげにつまんだりと、実にわかりやすい。

　だが、それにエスコートされる〝恋するインナ乙女モラータ〟の仮面の娘──こちらは、普ふ段だん、上流階級の貴婦人や高級娼しよう婦ふの艶あで姿すがたを見慣れた彼ですら、思わず唾つばを吞のみこんだほどの代物だった。

　象ぞう牙げ色いろに脱色された髪かみは宝石をふんだんに混ぜ込こんだ上で高々と結い上げられ、折れそうなほど細い腕うでを飾かざる幾いく重えものブレスレットは互たがいに触ふれ合って麗うるわしい小セレ夜曲ナーデを奏でている。ダイヤモンドのティアラで飾られた項うなじの白さなど、生きた氷細工だ。そしてとどめに、大だい胆たんな胸ぐりの入った鮮ヴエネ紅ツイアン色・レツドのイヴニング──それはまさに、攻こう撃げき的てきなまでに華か麗れいな、歩く宝石であった。……見た目だけなら。

「くそ、足が痛い！　こいつら、ようこんなもの履はいて歩けるの……うわ、臭くさい！　ニコチンなんか摂せつ取しゆしておるのかや!?　こっちの短生種テランは皆みな、馬鹿と違ちがうか？」

　大広間に辿たどりつくや、〝恋するインナ乙女モラータ〟──アストの可か憐れんな唇くちびるは、不平と悪あく罵ばを速そく射しや砲ほうのように吐はき出した。新古典主義様式で統一された調度も、ルーレットやバカラのテーブルで笑いさざめく紳しん士し淑しゆく女じよの群れも、お目にかなわなかったらしい。

「随ずい分ぶんとご機き嫌げん斜ななめですねえ、アストさん？」

「……誰だれのせいじゃと思うとる？」

　裏からこっそり忍しのびこむことを主張した彼女に対し、表から堂々と入ろうと提案したのがこの同行者だった。まあ、それはいい。それはいいが、何なに故ゆえ、誇ほこり高き帝国ボイエ貴族ールたるこの身が、こんなイカれた格好でうろつき回らねばならぬのか!?

「くそ、こっ恥ぱずかしい……これで、任務に失敗してみ！　即座にくびり殺してくれる」

「やあ、風か邪ぜかな？　なんか、急に寒気が……あの、アストさん、何かおっしゃいました？」

「何も言っとらん！　それより例の男は？　さっさと用をすませるぞ。余は頭が痛くなってきた」

「名前はジョルジオーネ・ルッソ氏。ルーレットのディーラーだそうです……あ、あの人かな？」

　黄金色の華か麗れいな〝色事カサノ師ヴア〟の仮面が、広間の中央、ルーレットの傍かたわらに立っている。こくんと頷うなずくや、ずかずかそちらに向けて突とつ進しんし始めたアストの腕を、アベルは慌あわてて摑つかんだ。

「ちょっと、いきなり行ってどうすんですか！」

「知れたこと。襟えり首くび摑んで吐はかせてくりょう。なあに、そこらの暗がりにひきずりこめば……」

「じょ、冗じよう談だんじゃない、お国とは逮うんですから！　ここは私にまかせてください。それと……」

　不服げなアストの顔の前に、アベルはぴっと指をたてた。

「一つお願いしとくことがあります」

「今度はなんじゃっ!?」

「これは万一、対象を見つけたらの話ですが……今日のところは、逮たい捕ほ控ひかえてください」

「ぬぁんじゃとおっ！」

　なにやら戯たわ言ごとほざくカボチャ頭を危うく引き抜ぬきかけて、アストはかろうじて自制した。用心棒らしい黒服が数人、不ふ審しんげにこちらを見ていたのだ。手にした扇せん子すを開くと、パールルージュの唇くちびるを〝医師メデイコ〟の耳元に寄せる。耳たぶ食いちぎってやりたいという衝しよう動どうに懸けん命めいに耐たえながら、ドスの利きいた声で囁ささやく。

「汝なんじも見たであろ！　奴やつを野放しにしておけば、犠ぎ牲せい者しやは増えるばかりじゃぞ！」

「今日はカーニバルの最終日……対象を外に逃にがしたらおおごとになります。あの雑ざつ踏とうで、貴女メトセラたちが本気で戦ったら、どうなると思います？」

　長生種メトセラ一人の戦せん闘とう力りよくは、短生種テランの軍隊一個中隊にも匹ひつ敵てきする。この喧けん噪そうの中で長生種同士が争えば、ちょっとした市街戦なみの被害は免まぬがれまい。

「隠かくれ家がさえ特定できれば、応おう援えんを要よう請せいします。ですから、今夜のところは偵てい察さつだけにしといてください……よろしいですね？」

「…………」

「アストさん？」

　アストはぷいっとそっぽを向いた。そのまま、笑いさざめく仮面の群れを険けわしい視線で眺ながめていたが、やがて地鳴りのような声が返ってくる。

「……よかろ。約束する。今夜のところは、奴を探すだけじゃ」

「けっこう。じゃ、参りましょ」

　ほっとしたように頷うなずくと、アベルはひょろひょろルーレット卓たくの方へ歩いていった。

「あの、すいません。チーフ・ディーラーのルッソさんですね？　少々、伺うかがいたいことがあるのですが……」

　振ふり返った男は一いつ瞬しゆん、アストの美しさに目を奪うばわれたようだったが、すぐににっこり一礼した。

「いらっしゃいませ。なんの御用でしょう？」

「ええっと、実はですね……おぶっ!?」

「どけ、余が尋じん問もんする……これ、フォスカリーナとやらいう小娘はどこじゃ？」

　鳩尾みぞおちに肘ひじを入れて、アベルを脇わきに押おしのけると、アストは単刀直入に切りだした。

「汝なんじとは恋こい仲なかであったと聞いておる。隠すとためにならんぞ？　正直に申すがよい」

「……お客様は警察の方で？」

「いや、違ちがう。我らは……」

「私達、一般市民です！　ええ、それはもうただの小市民でしてね、はい。あ～、でもって彼女はフォスカリーナの姉です……その、妹がいなくなってちょっと動転しておりましてですね」

「フォスカリーナの？　彼女にお姉さんなんかいたんですか？」

「へ？　え、ええ、実はいたんです。妹に一目会いたいと、先日、山奥から出てきたばかりで……で、フォスカリーナさん、今、どちらにおられるかご存知ないですか？」

「知っていることは全すべて、警察にお話ししました」

　慇いん懃ぎんな──それでいて、人を小馬鹿にしたような微び笑しようとともにルッソは一礼した。

「だいたい、フォスカリーナとは恋こい人びとでもなんでもなかったんです。ちょっと遊んでやったら、彼女の方で勝手に熱をあげましてね。まったく、一度寝ねたぐらいで恋人面づらされて、私もいい迷めい惑わくでしたよ……失敬、仕事がありますので」

「……こら、ちょっと待て」

　短生種テランの恋れん愛あい事情に格別詳くわしいわけではなかったが、相手の口調はアストの気分を逆さか撫なでするに十分だった。何か一言言ってやるべく〝色事師〟の襟えり首くびに手を伸のばす──

　だが、アストの指が目標を捉とらえることはなかった。一いつ瞬しゆん早く、横合いから伸びた拳こぶしが、相手の頰ほおげたを殴なぐり飛ばしていたからだ。

「……神父？」

「あ、あれ？」

　無様に転てん倒とうして悲鳴をあげている〝色事カサノ師ヴア〟と、己おのれの握にぎり拳を不思議そうに見比べているのは、のっぽの〝医師メデイコ〟だった。

「あ、あのひょっとして、今の私ですか？」

「この野郎！」

　用心棒らしい黒服がアベルに摑つかみかかった。

　後ろ手にがっちり関節を決めると、情けない悲鳴をあげる神父を床ゆかにねじ伏ふせようとする。

　さらにもう一人が、容よう赦しやない蹴けりを腹に──

「ぐげごっ！」

　だが、食しよく用よう蛙がえるのような悲鳴の主は、神父ではなかった。彼に蹴りを放とうとしていた黒服は、細い小指で突つかれた喉のど仏ぼとけを押さえて悶もん絶ぜつしている。

「……気に入った」

　何を──あるいは誰だれを、「気に入った」のかは自分でもわからなかったが、小気味よげに唇くちびるを吊つり上げたアストは、裳も裾すそをたくし上げるや、長い脚きやく線せんを天てん井じように掲かかげた──次の瞬しゆん間かんには、黒服の後頭部に鋭い踵かかとが落ちている。

「てめぇ……！」

「無礼者！」

　荒々しく娘の肩かたを摑んだ別の黒服が、転てん瞬しゆん、体重のない者のように宙を舞まった。ゴシップ談義に花を咲かせていた御婦人たちの間からけたたましい悲鳴があがる。

　ふひゅ！

　いま一人の黒服が鋭い呼気とともに放った左フックをかいくぐって、〝恋するインナ乙女モラータ〟の体が沈しずんだ。前方に泳いだ巨きよ漢かんの顎あごを、電光のように跳はねあがった掌しよう底ていがかち割り、ついでにその鳩尾みぞおちに鮮あざやかな膝ひざ蹴げりが決まる。

　だがそのときには、十を数える黒服の群がわらわらと現れつつあった。

「はン、雑ざ魚こどもが！　しかし、これではちときりがないの」

　あたふたと立ち上がった〝色事カサノ師ヴア〟の背中が、広間の奥に消えるのを視界の隅すみでとらえながら、アストは皓しろい牙きばを閃ひらめかせた。短生種テランの十人やそこら、叩たたきのめすのは造作もない。だが、死人を出さないよう手加減するのは骨が折れるし、手間取れば肝かん心じんの目標に逃にげられるかもしれない。それになにより……めんどくさい！

「よし、出番じゃ、神父。いってこい！」

「はあ？」

　こんなときのためのアイテムを、アストは子こ猫ねこでもつまむように摑つかむと、ひょいと放り投げた。

　たたらを踏ふんで野次馬の間に倒たおれこんだ神父の長身が、どこぞの娘を押おし倒す。

「きゃあああっ！　なにすんのよ、変態っ！」

「す、すいません、あの、でも、よろしいですか？　〝汝なんじ、右の頰ほおを打たれたら〟…はぶっ！」

　右の頰を打たれた神父は、今度は側そばのカード卓たくに顔から突つっ込こんだ。折おり悪あしく、ポーカーに興じていた人相の悪い男どもが、憤ふん然ぜんと席を蹴る。だが、ちょうどそこに先の黒服隊が到着し、怒いかり狂くるった男たちを押し除のけ始めた。両者の揉もみ合いが、周囲まで巻き込んだ殴なぐり合いに発展するのにさほどの時間はかからなかった。

「お、落ち着いてください！　どうか皆みなさん、落ち着いて！　ああ、主は仰おおせられました。〝汝なんじの敵てきを愛せよ〟……おぷ！　は、鼻血が！　鼻血がどぴゅーって……」

　一いつ瞬しゆんにして、混こん沌とんと混乱の坩る堝つぼと化したカジノにあって〝恋するインナ乙女モラータ〟の姿がいつの間にか消えていることに気づいた者はなかった。




「ち、畜ちく生しよう、なんなんだ、あの女は……」

〝色事カサノ師ヴア〟は背後を振ふり返って荒い息をついた。暗い回かい廊ろうに人ひと影かげはない。ここ四階は、オーナー専用フロアで、彼のような例外を除いて、スタッフですら立ち入りを許されていない。

　誰だれもついてきていないことを確認したルッソは、オーク材の扉とびらをノックした。

「し、失礼します、オーナー。ルッソです。せひ、お耳にいれたいことが……」

〈はいれ〉

　扉が軋きしみをあげて開いた。

「下が騒さわがしいが、何かあったかね？」

　部へ屋やの中は真の闇やみだった。ルッソが知る限り、いつもそうだ。どうもここのオーナーは、明かりというものを必要としていないらしい。

「実は、妙みような客が……例の娘むすめを出せと」

「妙な客？　それは若い娘じゃなかったかね？」

「ご、ご存知なので？」

「少しな……その娘、赤いドレスを着て〝恋するインナ乙女モラータ〟の仮面をかぶっておったろう？」

「そ、そうです！　なんでご存知なんです？」

「お前の後ろにおるからじゃよ……馬鹿が！　見え透すいた手にのせられおって！」

「え？」

　ルッソは振ふり返ることができなかった──そのときには、闇やみの奥から伸のびてきた小さな手が、彼の喉のど首くびを握にぎり潰つぶしてしまっていたからだ。

「まったく、短生種テランの馬鹿さ加減ときたらうんざりさせられる……それはそうと久しぶりじゃな、アスタローシェ君」

「エンドレ……ようやく会えた……」

　悪戯いたずらっぽく笑みかける少年に、かすれ声で答えた〝恋するインナ乙女モラータ〟──アストの手が一いつ瞬しゆんかき消えた。次に現れたとき、そこにはスカートの襞ひだに隠かくされていた、長い銀色の物体が握にぎられている。

「ほう、〝ゲイスリー・ボタ・アルグ・ゲイの槍ボーガ〟か。本国ツアラの阿呆どもめ、そんなものまで持ち出させるとは……まさか、このエンドレを、小娘ごときにどうこうできると、本気で考えておるのではあるまいな？」

　半ば感心したように、半ば馬鹿にしたようにエンドレが歎たんじたときには、アストの握る物体の先せん端たんから、鮮あざやかな赤光が噴ふき出していた。光は、白い手の中で長大な剣けんの形に収束する。

「エンドレエエエエエエエッ！」

　次の瞬しゆん間かん、床ゆかを蹴けったアストの喉のどから、裂れつ帛ぱくの気合が迸ほとばしった。




　　　　Ⅲ




　最初は誰だれもが、花火の輝かがやきだと思った。

　それがどうやら違ちがうらしいとわかったときには、大運河に面した壮そう麗れいな屋や敷しきの窓が、爆ばく発はつしたかのように吹ふき飛んでいる。

「ば、爆発!?」「花火じゃないの？」

　橋のたもとや、ゴンドラの客からそんな声があがる。

　だが、その爆風の中から、人ひと影かげが二つ、闇に飛びだしてきたことに気づいた者は少なかった。

　ジャアアアアアアアアアアアアッ！

　屋敷の壁へき面めんを疾はしるアストの喉が、毒どく蛇じやにも似たおぞましい擦さつ過か音おんを発した。だが、そのスピードは常人の視神経に捉とらえるには速すぎ、通常の動態視力ではなにかのちらつきとしか認識しえない。

〝加速ヘイスト〟──全身の神経系を異常興奮させることで、ごく短時間ながら、常態の二十倍近い反応速度を獲かく得とくする。夜に生きる種族の肉体に、何者かが与えたもうた力だ。

　奇き妙みようにゆっくり進む時間の中、アストは手にした凶きよう器きを音速を超こえる速さで振ふり下ろした。

〝ゲイスリー・ボタ・アルグ・ゲイの槍ボーガ〟──このキエフ候こう家に伝わるプラズマジェット生成システムは、光圧レーザーでイオン化したＸｅキセノンガスを真空チェンバーから噴ふん射しや、発生した高温高密度のプラズマであらゆる物質を切断してのける究極の白兵戦用攻性兵器だ。〝遺産〟と呼ばれる帝国のオーバーテクノロジー中でも、近接戦せん闘とうにおいてはほぼ最強を誇ほこる。

　そして今、〝槍やり〟の先せん端たんから迸ほとばしったＸｅキセノンイオンの奔ほん流りゆうは、長大な赤い鞭むちと化して大気を疾はしった。主の殺意に感応するかのように、老吸ヴア血ンパ鬼イアの美しい影かげを薙なぐ。

「おっと！　危ない、危ない♪」

　だが、ジェット噴ふん流りゆうが夜気をオゾンと熱に換かえたときには、エンドレの姿は闇やみの中に大きく跳ちよう躍やくしている。〝加速ヘイスト〟状態のまま川面にジャンプ。たまたまそこに浮うかんでいたゴンドラが、不運な客ごと、大たい砲ほうの直ちよく撃げきでも受けたかのように真まつ二ぷたつにへし折れ、水みず飛沫しぶきの中に没ぼつした。

「逃のがすか！」

　こちらも川に向かって跳とぶと、アストはほとんど水上を走るように敵手の影を追った。再びふるった〝槍〟が、三十メートルほども伸のび、瞬しゆん時じに蒸発した水面が水蒸気爆ばく発はつを起こす。一瞬にして広がった霧きりの中、川底を蹴けって飛びあがると、アストは橋の欄らん干かんに降り立った。

「くそっ、どこだ!?　どこにいった！」

　短生種テランの目には、〝加速ヘイスト〟を解いた彼女の姿は、まるで急に湧わきだしたように見えたに違ちがいない。歩行者たちは、一人の例外もなく目を丸くしている。

　既すでにドレスは〝加速ヘイスト〟の風圧と爆ばく風ふうでずたずた、仮面も半ば砕くだけていたが、アストにとってはそれどころではない。おどろな髪かみを荒々しくかき上げ、必死に息を整える。

（くそっ、どこにいる……）

〝加速ヘイスト〟状態にあったのはほんの一分足らずだったが、それでも力の使い過ぎだ。シナプスが、焼けるように熱い。だが、全身切り刻まれるような激痛を、憎ぞう悪おと怒ど気きは絶対的に上回った。

「殺してやる……絶対に殺してやる！」

　あいつに会うつい一分前までは、殺意はなかった──いや、正確には殺意を封ふうじ込こめていたつもりだった。逮たい捕ほして本国に連れかえる──直轄カマラ監察官ーシユとして、陛アウグ下スタの勅ちよく命めいを果たすつもりだった。

　だが、あいつの顔を見て、その声を聞いた途と端たん、アストの中で何かが弾はじけた……

（どこに行った、どこに……）

「誰だれか、お探しかね？」

　鈴を振ふるような声に、アストは頭上を仰あおいだ。

　石橋のアーチの頂上、曲面ヴオー天井ルトの上に、麗うるわしい影かげが立っている。知らない者には、天使に見えたかもしれない。あどけない顔の中で、真しん鍮ちゆう色いろの瞳ひとみが邪じや悪あくに嗤わらってさえいなければ。

「思いだすのぉ。あのときも、こんな月夜じゃった……」

　火を噴ふくようなアストの視線の先で、少年──エンドレは往古を懐なつかしむように笑った。

　彼の前には、恐きよう怖ふに顔を攣ひきつらせた娘むすめが羽は交がい締じめにされている。おそらくは運悪く通りかかった通行人だろう。恐怖に震ふるえる仮面を優雅に剝はぐと、頰ほおを落ちる涙なみだを、エンドレは長い舌を伸のばして舐なめ取った。

「どうした、おとなしくなったな……儂わしを殺すんじゃなかったのかね？」

「……！」

　食いしばったアストの牙きばが、唇くちびるを突つき破る。

　そうだ、あのときもこんなだった。唯ゆい一いつ違ちがうのは、あのときの自分は……

「あのとき、儂の腕うでの中で震えていたのは、アスタローシェ君……君じゃったな。そして、今、君がいるところにいたのが、レン・ヤーノシュ伯はく爵しやく令れい嬢じよう──君の大切な相棒じゃったな」

「やめろ……」

「おお、伯爵令嬢もそう言ったの。〝やめろ、アストに手を出すな〟」

　愉ゆ快かいげに老吸血鬼は笑った。

「そして儂は、令嬢に相棒を助けたくば武器を捨てるように言い、彼女は武器を捨て──」
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「やめ──」

　エンドレの爪つめが、少女の額に食いこんだ。白い肌はだの上を赤い雫しずくがしたたり落ちる──あのとき、アストの額を流れた血のように。そして、その赤い視界の中で……

「儂わしは丸まる腰ごしになったあの娘の首を落とした……こんな風に！」

「やめろおおおおおおおおっ！」

　曲面ヴオー天井ルトの上に、真まっ赤かな噴ふん水すいが噴ふきあがった。悲鳴すらあげる暇いとまなく、少女の首がひきちぎられたのだ。

「うああああああああああああッ！」

〝槍やり〟の直ちよく撃げきを受けた天てん井じようが消し飛んだ。そのときには、老吸ヴア血ンパ鬼イアは再び〝加速ヘイスト〟に入っている。

「くっ……！」

　それを追って、アストが二度目の〝加速ヘイスト〟に入ろうとしたとき──

「アストさん！」

　彼女を呼ぶ声が聞こえた。

　目の前の惨さん劇げきに、大混乱に陥おちいった群衆の中から、誰だれかがアストの名を叫さけんでいる。

「ダメです！　ここで戦ったら……約束をお忘れですか!?」

「約束？　あれは……」

　泣き笑いのような表情で、アストは叫んだ。

「あれは、噓うそじゃ！」

〝加速ヘイスト〟。

　同時に跳ちよう躍やく。

　運河の上流へと逃にげる小さな影かげめがけ、小鳥を追う鷹たかのような姿勢で疾しつ走そうする。

「エンドレエエエエエッ！」

　二度三度──中ちゆう途とで振ふった〝槍やり〟は悉ことごとく躱かわされ、その度に運河沿いの壁かべに深い穴が穿うがたれた。悲鳴も途中、何度か聞こえたような気もしたが、赤い靄もやのかかった意識には届かない。視界に映るのは唯ゆい一いつ、前方を逃げる小さな影だけだ。

「殺す！　絶対に殺してやる！」

　無限とも思える時間と、全身のシナプスがあげる悲鳴の最果てに、突とつ如じよ、前方をゆくエンドレのスピードが落ちた──。〝加速ヘイスト〟の限界がきたのだ。いつの間にか、二人は橋の近くに戻もどってきている。周囲は短生種テランたちでいっぱいだ。だが、アストは迷わず〝槍〟を振った──

　ふと、エンドレの姿がかき消えた。

「な!?」

　Ｘｅキセノンイオンの鞭むちが、虚むなしく夜気を薙ないだ。灼やけた酸素の香かおりを嗅かぎながら、アストは狼狽うろたえたように眼球を動かした。

（ど、どこだ……どこにいる!?）

「終わりだ、アスタローシェ君」

　冷然と響ひびく声。

　そして、アストは見た──川かわ面もに落ちた自分の影かげに、もう一つ小こ柄がらな影が重なっているのを。

「上かッ！」

　視線を移す暇ひまなどない。勘かんだけを頼たよりに手首を捻ひねる。と同時に、〝槍やり〟は毒どく蛇じやのような動きで上方に向けて跳はね上がった。

（やった！）

　Ｘｅキセノンイオンの鞭むちが目標を捉とらえた。数万度のジェット噴ふん流りゆうは、老吸ヴア血ンパ鬼イアを瞬しゆん時じに焼き尽つくし──

　だが、復ふく讐しゆうの終しゆう焉えんを幻げん視ししていたアストの耳に届いたのは、鈴を振ふるような笑声だった。

「甘あまいのぅ、アスタローシェ・アスラン」

　哄こう笑しようが響ひびいたときには、周囲の夜が、まるで真昼のような明るさに変わっている。

　敵手の影を薙なぐ直前、〝槍〟が、何かの壁かべにぶちあたったのだ。弾はじかれたプラズマは無数の大球に分ぶん裂れつし、リアルト橋と、そこにいた数百という人々の上に降り注いだ……

「イ、絶対イー防御盾ジス……！」

　必殺の一いち撃げきが跳ね返された瞬間、アストは見た──少年の周囲に浮うかぶ、八つの金属球を。

　強磁イ界シーールドシジステムス──鈍にぶく輝かがやくそれらは、あたかも恒こう星せいをめぐる惑わく星せいのようにエンドレの周囲を周回している。その間に張られた桁けた外はずれの磁界が、〝槍〟を反転・拡散させたのだ。

（すまぬ、レン、仇あだを討うてなんだ……）

　分裂した火球の一つが眼前に迫せまるのを見ながら、〝加速へイスト〟で疲ひ弊へいしきっていたアストの意識はふっつりと焼き切れた。

　ただ、闇やみに吞のまれる直前、自分の名を叫さけんだ声は、誰だれのものであったか──。
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〈……アスト〉

　相棒の声が聞こえたような気がして、アストはまぶたの裏で眼球を動かした。レン相棒が呼んでいる。何だろう？　また陛へい下かのところに……

「……む!?」

　最初、視界は真まっ暗くらだったが、すぐにそれは、誰かが顔の前に覆おおい被かぶさっているからだということがわかった。黒いマントが、仰あお向むけのアストを抱くように横たわっている。

「神父……？」

「……やあ、気がつかれたんですね」

　罅ひびの入った丸眼鏡めがねの奥で、冬の湖の瞳ひとみが笑った。

　ここはどこだ？　周囲は大昔の廃はい墟きよのように瓦が礫れきが散らばり、地面はぐしょぐしょに濡ぬれている。

「そうだ、エンドレ！　エンドレは……ぐ！」

「動いちゃだめです！」

　奇き妙みように白い顔のアベルが、立ちあがろうとしたアストの袖そでを摑つかんだ。下腹部に激げき痛つうが走る。

「っ……！」

　そこに巻かれた包帯に触ふれて、アストは顔をしかめた。おそらく火球の一つでもあたったのだろう。ひどい火傷やけどだ。

「応急手当てはしました。貴方メトセラの体力ならだいじょうぶとは思いますが……救助が来るまではじっとしていてください」

「馬ドビ鹿トーク！　こうしている間にもエンドレは……」

　火傷に加えて出血もしているに違ちがいない。体中血だらけになっている。それでも、休んでいるつもりはない。エンドレを……奴やつを追わねば！

「どけ、神父！　余は……」

「動かないで！」

　意外なほど強い手がアストを捕とらえた。だが囁ささやく声は、対照的にかすれ、弱々しい。

「アストさん……まだ殺し足りないんですか？」

「え？」

　ようやく、アストは頭こうべを巡めぐららせた。瓦が礫れきの山からところどころ突つきだした細い杭くいのようなもの、水音に重なる無気味な唸うなり声、そして……

「あ……」

　そこは廃はい墟きよだった。正確には、運河に落ちたリアルト橋のなれの果てだ。橋の上に並んでいた店てん舗ぽも、いまや無む惨ざんな残ざん骸がいと化して川かわ面もを埋うめている。そして、その間から見えるのは……

　救いを求めて虚こ空くうに突つき出された手、恋こい人びとをかばって瓦が礫れきに押おし潰つぶされた若者、我が子を抱だいたまま灰と化した母親……無数の物言わぬ死者の間で、喪うしなわれた家族やちぎれた己の体を求める人々がか細く叫さけんでいる。

「こ、これは……」

　血まみれの手をアストは呆ぼう然ぜんと見下ろした──この手がやったのか？　自分のこの手が？

「し、神父、余は……」

　急に激はげしさを増した痛みの中、アストは父親にはぐれた幼女のような表情で、アベルを見上げた。だが、答えはない。軽く目を閉じた神父の顔は静かで、硝子ガラスにも似た透とう明めいな沈ちん黙もくを守っている。

「……神父？」

　ようやくアストは異常に気づいた。自分の体を覆おおった大量の鮮せん血けつ──だが、この星最強の生命力は、すでに体中の傷を修復しつつある。それなのに、この血はなんだ？　そもそもこれほどの出血があれば、長生種メトセラ独特の吸血衝しよう動どう──〝渇かわき〟に、自分は完全に理性を失っているはずだ。つまり、これはアスト自身の血ではなくて……

「し、神父！」

　悲鳴をあげた娘むすめの上から、アベルの体がずるりと落ちた。その左ひだり胸むねを背中から貫つらぬいていたのは、長いガラスの槍やりだった。




「……以上が、明後日あさつてからの猊げい下かのヴェネツィア訪問の日程であります。可か動どう堰ぜきの視察が、聖下の大ミサと重なってしまいますが、満潮をご覧になりたいとなると、日程的にそこしか……」

「結構。私はかまいません」

　脚あしを組み直すと、カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようは秘書官を安心させるための微び笑しようを拵こしらえた。

「大ミサに私が出席すると、フィレンツェ公が何かと勘かんぐるでしょうから……ミサの進行はヴェネツィア司教に任せましょう」

　彼女とフィレンツェ公──異母兄であるフランチェスコ・ディ・メディチ枢機卿が、弟の現教皇を挟はさんで繰くり広げる暗あん闘とうは、ローマに知らぬ者とてない。秘書官は曖あい昧まいに微笑するにとどめた。

「失礼します……猊下、ヴェネツィアからです」

　本来なら、朝の瞑めい想そうの時間であるにも拘かかわらず、国務聖省長官として教ヴア皇チ庁カン外交を切り回すカテリーナの元には、ひきもきらず訪問者が訪れる。差し出されたメモにカテリーナはちらと目を落としたが、軽く頷うなずいたきりで何も言わなかった。

「報告は以上？　では、皆みな、退さがりなさい」

　朝の報告を終えた一同が、礼拝堂を退出してゆく。独り、瞑想のために残ったカテリーナは、軽く、こめかみに指をあてていたが、

「……シスター・ケイト」

〈はい、猊下〉

　祭さい壇だん前方、何もない空間に、一人の尼に僧そうの姿ホロが浮かび上がった。泣き黒子ぼくろのある目元には品良い微笑ほほえみが浮かんでいる。

〈アベル神父からですね？　お仕事は無事にお済みですの？〉

「悪い知らせです……ヴェネツィアで事故が起こりました」

〈データを検索しますので、少々お待ちくださいまし……なんですの、これ！　戦争でも起こったんですの!?〉

「わかりません。ですが、例の〝帝国〟がらみであることは間ま違ちがいなさそうね」

〝鉄の女〟の声に変化はない。だが、剃刀かみそり色いろの瞳ひとみの奥では、激しい怒ど気きと失意が明めい滅めつしている。

（〝帝国〟にパイプを作る、最後のチャンスだったのに……！）

〝真ツア人ラ・類メト帝セル国ート〟──吸ヴア血ンパ鬼イアどもが統治する、地上最後にして最大の領域。

　多数の吸ヴア血ンパ鬼イアと人じん智ちを越こえた数々の超ちよう兵へい器きを擁ようするこの非人類国家は、人類を代表する教ヴア皇チ庁カンにとって、常に最大の仮想敵であった。ここ数百年は、正面から衝しよう突とつしたことこそなかったが、いずれ雌し雄ゆうを決する日のやってくることは火を見るより明らかであり、教ヴア皇チ庁カンの全すべての活動は、その日のためにあるとさえ言っても過言ではない。

　その仇きゆう敵てきと、外交交こう渉しようのパイプを作ろうというカテリーナの目もく論ろみは、もし身内に知られれば、通敵行為として糾きゆう弾だんされかねない冒険であった。特に政敵のフランチェスコなどに漏もれれば、彼は嬉き々きとして妹を追い落とし、特務分室Ａｘそのものを解体したことだろう。下手へたすれば、彼女自身、宗教裁判にかけられる危険性さえあったのだ。

　それでもなお、〝鉄の女〟が危ない橋を渡ったのは、さらに異質な敵の存在があったればこそだ。吸ヴア血ンパ鬼イアとも人類とも異なる。第三の敵……

（いずれは戦わねばならない。だが今は、今だけは〝帝国〟と争うのは得策ではない……）

　それだけに、今回の試みは慎重の上にも慎重を期した。たまたま教ヴア皇チ庁カン領内で発見された犯罪者の所在を帝国に知らせ、彼らの捜そう査さ官かんに領内での便べん宜ぎを図る──わずかそれだけのことのために彼女が払った犠ぎ牲せいは、いかほどであったか。

　しかし、それも全すべてが終わりだ。たった一人……たった一人の無分別のために！

（カーニバルの最中に市街戦ですって!?）

　俄にわかには信じがたき愚ぐ行こうだ。彼ヴアンらパイアに人間と同じメンタリティを期待したのがそもそも間ま違ちがいだったか？　いずれにせよ、もはやカテリーナの政治力をもってしても揉もみ消しは効かない。異い端たん審しん問もん局きよくが乗り出す前に、証拠を隠いん滅めつする必要がある……

「シスター・ケイト、ヴェネツィアに急行して頂ちよう戴だい。まず、例の捜そう査さ官かんの身み柄がらを確保して」

〈かしこまりました。あの、ですが……結局、ザグレブ伯はくとやらは行方ゆくえ不明。捜査官が、手ぶらで帰国することを承しよう諾だくいたしますでしょうか？〉

「こうなった以上、彼女の意思など関係ありません。もし帰国を拒こばんだそのときの……」

　片眼鏡モノクルが光った。礼拝堂の片かた隅すみ、断罪の天使像の下もとに佇ちよ立りつする一人の神父を振ふり返る。

「そのときの処置はわかっていますね？」

「肯ポジテ定イヴ」

　返答いらえは、およそ抑よく揚ようを欠く声で返ってきた。
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　例年なら、謝カルネ肉ヴア祭ーレが終わっても、寒気が解けるまで一ひと月つきはかかるのだが、今年に限っては随ずい分ぶんと春が早い。コートも不要いらないくらいだ。

　こんな夜には極きよく端たんな高アクア潮・アルタが起きるという。満潮時、静かにあがってきた海水が運河を溢あふれ、街を水みず浸びたしにしてしまうのだ。

「確か、ここのはずじゃな」

　高潮の前兆──雨も降ってないのに路面のあちこちにでき始めた水みず溜たまりを巧たくみに避よけながら、アストは漸ようやく目指す建物に辿たどり着いた。

「その、入院患者に会いたいのじゃが……」

「患者さんのお名前は？」

「アベル──アベル・ナイトロード神父」

　夜の病院に人ひと気けはなかった。空調が回る音を除けば、廊ろう下かに響ひびくのはアスト自身の靴くつ音おとだけだ。

「ここか……？」

　教えられた病室の扉とびらを叩たたこうとして、アストはふと手を止めた。幽かすかな声が聞こえてくる。

「……死んだ……」

「彼女……かばって……」

（……まさか！）

　ノックも忘れて、アストは扉を開け放った。

「ア、アベっ……あれっ？」

「……どなた様？」

　ベッドを囲む喪も服ふくの男女の間から、目を真っ赤に泣きはらした年配の婦人が振ふり返った。

「お嬢じようさん、息子むすこのお知り合い？」

「あ、いや……」

　違ちがう。

　横たわる死者は、若い男だった。だが神父ではない。この街の人間独特の彫ほり深ぶかい顔は、眠っているようにも見える──そして、アストには彼の顔に見覚えがあった。死者にとりすがった娘むすめにも。

　昨夜、アストがエンドレに仕し掛かけたとき、瓦が礫れきから恋こい人びとを庇かばっていたあの若者だ。

「す、すまぬ。部へ屋やを間違えたようじゃ」

「そうですか……でも、何かの御ご縁えんでしょう。この子にお花をあげてくれませんか？」

「あ？　その、余は……」

　手渡された薔薇ばらを見下ろし、アストは言葉に詰つまった。なんと言えばいい？　死者と、それを悼いたむ者たちに対し、自分は何を話せばいい？

　語るべき言葉も、その資格も持たない長生種メトセラにできたのは、震ふるえる手で一輪の薔薇を死者の枕まくら元もとにたむける事ぐらいだ。

「その……すまなんだ」

「よろしいんですよ、部屋を間違えたぐらい」

　婦人は、アスタローシェの言葉を誤解したらしい。哀かなしげだが、優しい笑みを浮うかべたまま、

「誰だれをお訪ねなの？　え、神父様？　それならお隣となりじゃなかったかしら、確か」

「さ、さようか。かたじけない。失礼する」

　しどろもどろに礼を述べると、アストはそれ以上いたたまれず逃にげだした。残された者の歔きよ欷きの声に追われるように、隣りん室しつに逃げ込こむ。

「やあ、アストさんじゃないですか」

　今度は、間違えなかったらしい。恐おそる恐おそる扉とびらから顔を覗のぞかせたアストをベッドの上から迎えたのは、見慣れた微び笑しようだった。

「嬉うれしいな。お見み舞まいにきてくれたんですか？」

「げ、元気そうじゃな」

「お陰かげ様さまで……でも、まだ動くと痛いんですよ」

　そう笑う声は、意外なほどしっかりしていた。

「お医者さんの話だと、ガラスが心臓と大きな血管の間をぎりぎりでかすめてたそうでしてね。もう半ミリずれてたら即死でしたよ……あはは」

「そうか……よかった」

〝かすめた〟程度にしては、あの出血はただごとではなかったようにアストには思えたが、現に本人が生きている以上、納得するしかない。

「……ん？　どうしました、アストさん？」

　俯うつむき加減のアストの顔を覗のぞき込こむと、アベルは小首を傾かしげた。心配げな口調で、

「なんか元気ないですね？　悩みごとでも？」

「いや、ただその、短生種テランも……」

　短生種ごときに、余は何を言うておるのか？

　頭のどこかでそんなことを考えつつも、アストの心は勝手に声帯を動かしていた。

「短生種テランも、大事な者が死ぬと悲しむのじゃな」

「……ええ。あの人達と貴女あなた達──なにも変わらないですよ。嬉うれしければ笑う。大切な人が死ねば泣く。ときに復ふく讐しゆうを考えることも……ちっとも違ちがわない」

　優しい笑みを溜ためて、神父は頷うなずいた。

　自分の逡しゆん巡じゆんも過ちも、こいつには全すべて見通されているのではないか──そんな気すらする。だが、アストが口にしたのは全く別のことだった。

「……エンドレの行方ゆくえが摑つかめない」

「そうですか……残念です」

　あれから二十時間以上が経たつ。だが、アストはいまだ奴やつを捕ほ捉そくできないでいた。まあ、それも無理からぬことだろう〝こちら側アウター〟にコネ一つない長生種メトセラ一人に何ができるというのか？

　お笑いだ。短生種テランと〝こちら側アウター〟をさんざん馬鹿にしながら、相手のことをアストはほとんど知らなかったのだ。資料から得た知識は、実際に出てきてみれば、ろくな役に立たない。言葉が一通り喋しやべれる程度では、買い物一つ満足にできないではないか。しかも、いきがった挙あげ句く……

「余は大馬鹿者じゃな」

　包帯姿も痛々しい神父を見下ろしてアストは小さく呟つぶやいた。

　今にして思えば、こいつは本当によくしてくれた。外の世界に不慣れなアストの世話を焼き、当局に渡りをつけ、あと一歩で目標を捕とらえるところまでお膳ぜん立だてしてくれたのだ。本来なら、感謝してもしきれぬところである。それを、短生種テランであるというだけで軽視し、忠告を無視し、その結果、あの惨さん劇げきを招いたのは、他ほかならぬこの自分だ。

「余は、本当に愚おろか者じゃ……」

「え？　何かおっしゃいました？」

「い、いや、なんでもない」

　無理に笑顔を拵こしらえると──微び笑しようと言うより顔面神経痛の発ほつ作さに見えた──アストは首を振ふった。

　今夜ここに来た本来の用件を切り出すつもりは、もはや無い。自分にその資格がないことは、既すでに隣となりの部へ屋やで十分に思い知らされた。これ以上、愚おろかさ加減を宣伝してまわることもないだろう。ただ、最後に、一言告げて、終わりにしよう──

「そ、その神父……余は、お前を馬鹿にした」

　お前の考えを聴きくつもりなど最初からなかったし、あのときだって、警告を無視した。

　だから、「もう一度力を貸してくれ」なんてムシのいいことは言わない。ただ、最後に一言だけ言っておきたい……

「本当にすまなんだ……そして、これまでありがとう」

　深く一礼すると、アストは身を翻ひるがえした。

（よし、これで用は済んだ）

　これから、たった独り、夜を往ゆくのだ。

　何年かかるかわからない。首尾良くエンドレを捕ほ捉そくしても、返り討うちに遭あう可能性の方が高いだろう。だが、直轄カマラ監察官ーシユとして、陛アウグ下スタの命は絶対だ。それに、自分のような愚ぐ者しやには、そんな惨みじめな運命こそが相応ふさわしい……

「ちょっと待ってくださいよ、アストさん」

　ドアを出て行きかけたところに、背後から声がかかった。恐おそる恐おそるアストは振ふり返り……そして、硬こう直ちよくした。

「な、なにしとるのじゃ!?」

　思わず喉のどからこぼれたのは怒ど声せいだった。ベッドの上で、神父が包帯だらけの上半身も露あらわに、パジャマを脱ぬごうとしていたのだ。

「何って、着替きがえですけど？　あ、恥はずかしいから、こっち見ないでください」

「ド、馬鹿ドビ者トーク！　怪け我が人にんが何をやっておる！」

「だから、着替えですけ……アストさんだって、相棒が寝ね間ま着きじゃ恥ずかしいでしよ？」

「当たり前じゃ！　だいたい汝なんじ……え？」

　今、彼は〝相棒〟と言わなかったか？

「な、汝はまだ、余に力を貸してくれると？」

「はあ？　何言ってんです、当たり前でしょう」

　どんな顔をしてよいか混乱しているアストに向けて、神父はびっと親指を立ててみせた。

「だって、私達、相パー棒トナーじゃあないですか……あ！　す、すいません〝相棒〟って言っちゃダメでしたね」

「…………」

　こういうとき、こちら側ではなんと言うのだろう？　こんな、胸の奥がかあっと熱くなって、相手を抱だきしめたい気分のときは？

　生あい憎にくと、研究した資料の中には、こういう場合の対応は記述されていなかった。だから、アストは震ふるえる右手を差し出しただけだ。

「よろしく頼たのむ……〝相トヴア棒ラシユ〟」

「こちらこそ」

　にかっと笑って、神父はその手を握にぎり返した──意外なほどに力強い手だった。

「さて、じゃあ、今後の方針ですが……エンドレが立ち回りそうなところに心当たりは？」

「う、うむ、ある。まず間ま違ちがいなく、奴やつはローマに向かうはずじゃ」

「ほお、すると、空港とか駅がクサいですね。でも、なぜにローマ？　何か理由が？」

「うむ、奴は……誰だれじゃ！」

　いきなり扉とびらが開いた。神父を庇かばって抜ばつ剣けんしたアストの鼻び孔こうを、微かすかな火薬の匂においが刺し激げきする。

「き、君は！」

　廊ろう下かに立つ影かげを目にしたアベルが叫さけんだ。

　仮面めいた秀しゆう麗れいな顔と均整のとれた端たん正せいなシルエット──そして何処いずこからか薫かおる硝しよう煙えんの香かおり。

「トレス君！　来てくれたんですね！　アストさん、私達にも運が向いてきましたよ。彼がいてくれれば、百人力だ……あ、トレス君、ご紹介します。こちら、帝国の──」

「無ネガテ用イヴ。帝国直轄監察官オデッサ子し爵しやくアスタローシェ・アスラン──知っている」

　トレス・イクス巡じゆん回かい神父は、無む駄だな挨あい拶さつで時間を浪ろう費ひしたりはしなかった。戸口にたったまま、抑よく揚ようのない声で用件を音声化しただけだ。

「告げる。教皇庁国務聖省特務分室Ａｘは、現時刻をもって、オデッサ子爵に対する一切の便べん宜ぎ供きよう与よを停止する……協力は終わりだ。直ちに帰国せよ」




「〝ラグーナの下に眠ねむれ、ヴェネツィアよ。夜を流るるはわだつみの闇やみ。永遠とわの死を謳うたうはただ砕くだける波〟──モーリス・バレス」

　昏くらい海うな面もに、男は往古いにしえの詩うたを詠うたった。

　腰こしまで届く黒くろ髪かみを、濃密な雨気を含む潮風が嬲なぶってゆく。二つの月にかかる雲くも足あしもかなり速い。

「夜半は風になるそうです。我々は運がいい」

　男は、同行者を振ふり返って薄うすく笑った。

「ターゲットも無事、市内に到とう着ちやくしたそうです。私の方は、いつでも作業に取りかかれます」

「しっかり頼たのむぞ。いくら儂わしがよい仕事をしたとて、ケンプファー、汝なんじが任務を果たさんでは意味がないからの」

　男──ケンプファーの呟つぶやきに対し、闇から応じた声は天使のように澄すんでいる。だが、夜気に混じるは濃い血の香りだ。暗黒の向こうで、鋭い牙きばが月明かりに光った。

「ところでどうじゃ？　この服、似合うかの？」

「よくお似合いですよ、伯爵グラーフ。それなら、誰も怪あやしみますまい……さて、そろそろ参りましょうか。どうも、一雨来そうです」

「うむ。じゃが、いざとなると、少々名な残ごり惜おしい気もするの。これでこの街とお別れか」

「さよう……二重の意味でお別れですな」

　さほどの感かん慨がいも示さず、ケンプファーは手にした細葉巻シガリロを投げ捨てた。紫し煙えんをあげるそれはそのまま、夜に向けて長身を翻ひるがえす。それを追うように、もう一つの気配も闇やみの中へと溶とけ失せる。

　……人と人にあらざる者とが立ち去った岸がん壁ぺきで、細葉巻シガリロは暫時しばし赤い光を輝かがやかせていたが、打ち寄せる波がさらったか、ほどなく闇の中に見えなくなった。
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　錠剤ピルが気き泡ほうをあげて溶とけるにつれ、グラスの鉱ミネラル水ウオーターはルビーの色に変わった。二、三度揺ゆらしてから、一息に煽あおる──長生種メトセラにとって文字通りの〝生命アクア・の水ウイタエ〟も、今の彼女には苦い。

　ソファに腰こしも下ろさず、アストは暗い瞳ひとみで窓を眺ながめやった。海に向けて張り出した滑かつ走そう路ろには着陸灯が点ともり、深夜というのに到とう着ちやくする飛行機を迎むかえていた。ヴェネツィア本島から二十キロの海を隔へだてたこの空港から、市街地方面に向かう水上バス乗場には、長ちよう蛇だの列が出来ている。

　祭カルネヴりアーレはとうに終わったというのに、騒そう々ぞうしいことだ。何かまだイベントが残っているのだろうか……いや、もう自分には関係ない話か。

「……ほんとに残念です、アストさん」

「自業自得じゃ。仕方ない」

　血液製剤をピルケースにしまいながら、アストは笑顔を拵こしらえてみせた。誰だれのせいでもない。己おのれの愚ぐ行こうと傲ごう慢まんのつけを払はらっているのだ。少なくとも筋だけは通っている。

〈こちら〝アイアンメイデン〟。アベル神父、燃料の補給がほぼ終しゆう了りようしました〉

　対面に座る神父のイヤーカフスから、小さな女性の声が聞こえた。帝国までアストを運ぶ、飛行船からの通信だ。

〈出航まで、もう十分ってところかしら。そろそろ、乗船願えませんこと？〉

「了解、ケイトさん。ところでトレス君は？」

〈私の飛行記録を抹まつ消しようするよう、管制官と交こう渉しよう中。お二人は、先に乗船してくださいまし〉

「じゃ、アストさん、行きますか」

　そろそろ日付が変わろうというのに、空港のロビーは混雑していた。発着場に向かうアストの足取りは、売られてゆく仔こ牛うしのように重い。

「……エンドレの件を頼たのむ」

　窓の外、荒れ始めた海の向こうには、遠くヴェネツィア本島の明かりが瞬またたいている。それを眺めながら、アストは蚊かの鳴くような声で囁ささやいた。

「どんな手を使ってもいい。奴やつをどうにかしてくれ。でないと、とんでもないことになる」

「わかってます。でも……」

　アベルの声にも張りがない。

　何と言っても、手て掛がかりが少なすぎる。結局、カジノの廃はい墟きよからは、件くだんの少女の遺体以外、何も見つからなかった。奴やつがどこに消えたか依い然ぜんとして不明だ。そもそも、まだこの街にいるのか？

「奴は絶対ローマを目指す……なんとしてもその前に捕とらえろ。奴をローマに入れてはいかん」

「病院でもそんなことおっしゃってましたね？　いったい、ローマに何があるっていうんです？　だいたい、ローマは私ヴアチらカンのお膝ひざ元もとです。警備もかなり厳重で……あ、ご、ごめんなさい！」

　ぶつかった尼に僧そうにぺこぺこ頭を下げている神父を眺ながめながら、アストはふと首を捻ひねった。

「なんじゃ、えらい混んでおるの？　ここはいつもこうなのかや？」

「今夜は特別ですよ……聖マルコ大聖堂で、もうすぐ大ミサがあるんです」

「大ミサ？　一昨夜まではカーニバルで、今夜は大ミサ……お前達は、祭りばっかりじゃな」

「なんでも、随ずい分ぶん長いこと紛ふん失しつしていた聖マルコの聖体が、先月ローマで発見されたって話でしてね。今夜はその返還式なんですよ」




　御子キリストの直じか弟で子しであり、聖書の執しつ筆ぴつ者しやの一人であった聖マルコは、ここヴェネツィアの守護聖人だ。聖マルコ広場の大聖堂バジリカ地下に収められた彼の遺体ほねは、様々な奇跡を起こしてこの街を加護したという──




「そういう、ありがた～い聖マルコ様を一目見ようとですね、善男善女の皆みな様さま、遠くからお集まりになってるわけでして──」

「要はただの骨じゃろ？　ようもまあ、そんなどこの馬の骨とも知れぬ代物を有り難がれる。やっぱり、短生種テランはバカと違ちがうか？」

「失敬な！　そう馬鹿にしたもんでもありません。ちゃんと専門家が鑑かん定ていを繰くり返したうえで、今夜、聖下立ち合いのもとに返還されるんです」

「はン！　箔はくつけてみせたところで所しよ詮せんは……なんじゃとっ!?」

　何かが頭にひっかかって、アストはその場に立ちつくした。

　最初は自分が何に気づいたかわからなかった。わからないまま、神父の袖そでに手を伸のばす。

「い、今、なんと言った!?」

「いや、だから、今夜、大聖堂に返還……」

「その前！　〝聖下立ち合い〟と言ったな？　聖下とは法王のことか!?　法王が来るのか!?」

「え、ええ。ローマから聖下がこの街にいらっしゃって、聖体安置の大ミサを執とり行われるんです……新聞、読んでないんですか？」

　読んでない。アストは、神父の手から新聞をひったくった。教皇庁御用新聞オッセルヴァトーレ・ロマーノ紙の一面を飾るのは、ニキビ面の少年ガキ──現教皇アレッサンドロ十八世の、いかにも気の弱そうな微笑ほほえみだ。

「しまった……」牙きばがこぼれるのも気づかず、アストは新聞を握にぎり潰つぶした。

「奴やつは、これを待っておったのか！」

「あの、アストさん、どうか……ひっ!?」

　アベルの肩かたを凄すさまじい力が捕とらえた。神父を手て龍ごめにするような勢いで、美女の顔が肉にく薄はくする。

「ミサは何時じゃ!?　いつ教皇はミサを行う!?」

「えっと、確か、零時開始です……ちょ、ちょっと、アストさん！」

　走りだしたアストの手を、アベルは必死に摑つかんだ。危うく引きずられそうになりながら、

「ちょっと待って！　勝手な行動は……」

「時間がないんじゃ！　教皇が危ない！」

「はあっ？　それ、どういうことです？」

「帝国でエンドレが摘てき発はつされたのは、短生種テランに対する虐ぎやく待たいだけが理由じゃない。奴にかけられた本来の嫌けん疑ぎは……」

　これだけは絶対に教皇庁に報しらせるなと、本国で厳命されていた──知ったことか！

「奴の罪は国家反逆罪──彼奴きやつは、教皇庁と帝国の全面対決を引き起こすことを企たくらんでおったのじゃ！　それが陛アウグ下スタの怒いかりを買って、国を逐おわれた」

「なるほど……でも、それと聖下とどういう関係があるんです？」

「阿呆プロスト、まだ、わからんのか！」

　足あし摺ずりするような思いで、アストは怒ど鳴なった。

「エンドレがいくら欲したところで陛アウグ下スタが望まぬ限り、帝国は戦争など起こさぬ。じゃが、戦いくさはなにも、我らが仕し掛かけるとは限らんじゃろうが！」

「帝国が仕掛けないんだったら、いったい誰だれが……ま、まさか!?」

「そうじゃ……」

　血が滲にじむような声を、アストは嚙かみしめた唇くちびるの間から絞しぼり出した。

「仮にも帝国貴族である奴が、教皇を殺してみ！　汝なんじらは、それでも大人おとなしくしておれるか？」

「す、すぐに聖下一行にお知らせして……」

「ダメじゃ！　このことが知れれば、どのみち帝国と教皇庁の対立に繫つながる！」

「じゃ、じゃあ、どうすれば……」

　アストは同行者の方へ向き直ると、その眼を覗のぞき込こんだ。

「……我らがやるしかない」

　一度、失敗したこの身がこんなことを言えるのか？　だが、彼は自分を相棒と呼んでくれた。それに賭かけるしかない！

「相棒よ、奴やつを止められるのは、我らだけじゃ」

「…………」

　眼鏡めがねの奥から、青い瞳ひとみが長生種メトセラを見返した。何を言われているかわかっているのだろうか？　心臓が十拍うつ間、アベルはじっと黙だまっていたが、

「それはダメです……貴女あなたに任務があるように、私も命令には逆らえません」

　やはり駄だ目めか……

　アストは肩かたを落とした。無理もない。ミラノ公は、彼女への協力の全すべてを拒こばみ、国に送り返せと言ってきている。その部下に、上司に逆らってまで彼女に味方する義理はない。

「ですが……」

　冷れい淡たんな言葉を継つぎながら、腰こしの拳リボル銃バーをアベルは抜ぬいた。撃げき鉄てつを上げると、

「貴女が私を人質に取って市内に逃にげ込こむのであれば、話は別ですねぇ」

「？」

　拳リボル銃バーがくるっと回った。銃把グリツプをアストの手に押おし込みながら、銀ぎん髪ぱつの神父はとっておきの悪戯いたずらを考えついたガキ大将の笑顔で耳に指をあてた。

「もしもし、シスター・ケイト？　ケイトさん聞こえますかぁ？」

〈どうしたんですの、アベル神父？　いつでも乗船できましてよ〉

　穏おだやかな問いかけに対し、返ってきた答ものんきなものだった。

「実は問題が起きまして……アストさん、いやオデッサ子し爵しやくが街に帰るって言い出したんですよ」

〈はあっ？　アベルさん、あたくし、今忙いそがしいんですの。航路設定やら燃料計算やら……そういうご冗じよう談だんはまたの機会に……〉

「やや!?　しまったあ。拳銃を奪うばわれてしまったあ。えー、私、人質ですかあ？　うわあ、これわ大変だあ♪　たすけてえ、ケイトさあん」

〈おふざけになるのはおやめになってくださいまし、アベル神父！　後で叱しかられるの、あたくしなんですから！　この際申し上げますけどね、だいたいなんで、いつもいつも貴方あなたの尻しり拭ぬぐいばかり……〉

「えー、今はそれどころじゃありません。とにかく、私は人質になってしまいました。そんなわけで、後のことはよしなに♥　以上、通信終了アウト」

〈ちょっ！　アベ……！〉

「これでよしと」

　無線を一方的に切ると、アベルは自分の演技力に満足したように頷うなずいた。

「ささ、この隙すきにずらかりましょう、アストさん」

「お、おい、本当にいいのかや？」

「ぜぇんぜん問題ありません」

　ターミナルをひょろひょろ走り出した神父についていきながら、アストは小首を傾かしげた。

「で、どうやって街まで帰る？　泳ぐのか？」

　本土にあるこの空港とヴェネツィア本島は、海に隔へだてられている──怪け我が人にんを担かついで二十キロ泳ぐのは、アストといえど少々きつい。

「まず船を調達しましょう……あ、あれがいい」

　アベルが指さしたのは、水上バス乗場だった。汽罐カマに火の入った外輪ヴアポ蒸気船レツトが停てい泊はくしているが、まだ、乗員も乗客も乗っていない。無人の船内に入りこむと、アベルはあちこちいじり始めた。

「運転できるのかや？」

「自転車なら少しは。あとは、気合いでなんとか……ややっ、これはまずい」

　あちこち触さわっているうちに、外輪蒸気船はなしくずし的に動き始めている。『まずい』は空港の方に向けられたものだ。

〝アイアンメイデン〟──ローマ十字を染め抜ぬいた巨大飛行船が、離り陸りくしつつあった。

「しっかり摑つかまっててください。飛ばします！」

「……飛ばしてこれか？」

　世にも情ない声でアストは呻うめいた。

　のどかに波を蹴け立たてる外輪蒸気船と最新鋭空中戦せん艦かんでは、最初から勝負にならない。船が桟さん橋ばしも離はなれないうちに、巨きよ影えいはすぐ背後に迫せまっていた。

「むぅ、やばいですねぇ。捕つかまったら、私、間ま違ちがいなくケイトさんに半殺し……」

「ド、馬鹿ドビ者トーク！　前を見よ！」

「え……の、のわわわわっ！」

　脇わき見み運うん転てんのつけは大きかった──アベルが前を向いたときには、水路標識ブリコラに乗り上げた船体は大きく傾かたむいていた。腹を見せて、岸がん壁ぺきに激げき突とつする。

「ア、アスこ、こツ・ドビの大馬トーク鹿者!!」

　壁にぶつけた頭を抱かかえて、アストは涙なみだ目めで怒ど鳴なった。

「ドビ馬トーク鹿！　ネプテ無ィンタ能！　プロストトンマ！　ファリマスカタン……タウ・貴様カプ・の頭ドヴリはカークボチ・ハヤか!?」

「そんなポンポン言われても、わかりませんが……ははあ、さては悪口ですね？」

　高潮のせいで、港内の波は外海なみに荒かった。やっとの思いで外輪蒸気船から脱出した二人が、ずぶ濡ぬれの体を桟さん橋ばしに引き上げたとき。

「Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かんアベル・ナイトロードおよび帝国直ちよつ轄かつ監かん察さつ官かんアスタローシェ・アスランに警告──武装解除後、速すみやかに投降せよ。三秒待つ」

「や、やあ、トレス君」

　つきつけられた銃じゆう口こうを、アベルは精せい一いつ杯ぱいフレンドリーな笑顔で見上げた。ガラス玉めいた瞳ひとみが、濡ぬれ鼠ねずみ達たちを無表情に見下ろしている。

「すいません、なんかお騒さわがせしちゃって……」

「カウント開始スタート。三、二……」

「わ！　わ！　ストップ！　はい、武器捨てます！　投降もします！　ほら、アストさんも」

「……馬ドビ鹿トーク」

　少しでも期待した自分が馬鹿だった──しみじみ感かん慨がいに浸ひたりながら、アストは両手をあげた。

「〝アイアンメイデン、こちら〝ガンスリンガー〟。対象を確保。ナイトロード神父の聖職服務規程違い反はんについて、ミラノ公に報告を」

「やっぱカテリーナさんに報告しちゃうんですか、トレス君？　ううっ、また怒おこられる……」

〈アベ……あたく……後……貴方あなたとお話があります……あら？　おかし……ね？〉

「どうした？」

　トレスがイヤホンを耳に入れ直しながら、問い返した。なんだろう？　雑音がかなりひどい。

〈それ……ーナ様と連絡と……なく……辺り一体にひどい電波障……なの……しら、これ？〉

　アベルのイヤーカフスから聞こえる声も歪ゆがんでいる。〝アイアンメイデン〟が直上に浮うかんでいることを考えれば、かなり深刻な電波障害だ。それとも機械の故障だろうか。

「ま、所しよ詮せんは短生種テランの技術じゃし……」

　二人の神父を眺ながめたアストは、鼻で笑うと高潮に視線を向げ……それから表情を凍こおり付かせた。

「そうか……そう言うことか！」

「え？　何がです？」

　無む邪じや気きにアベルが顔を覗のぞき込こむのに向けて、アストは早口にまくしたてた。

「アベル神父、二番目の事件が起こった建築会社じゃが……水利事業専門の会社ではなかったか!?　たとえば、堰せきとか堤てい防ぼうとか？」

「え、ええ……なんでご存じなんです？」

　予想の的中は激しい眩暈めまいを伴っていた。やはり、あの狂人は……！

「ミラノ公に連絡を！　法王……いや、あの街の短生種テランを全員避ひ難なんさせねば！　今回の法王の訪問は、最初から全部、奴やつの罠わなじゃ！」

〈どういうこと……すの？〉

　シスター・ケイトが不思議そうに尋たずねた。補正をかけて幾いく分ぶんか聞き取り易やすくなっていたが、それでもまだ、かなりのノイズが混じっている。

〈カテリーナ様なら……現在、可か動どう堰ぜきの視察にいらっしゃ……ずですが……〉

「くっ！　よりによって、そこか！　すぐに連れん絡らくをつけよ！　さもなくば彼女も死ぬぞ！」

　その一言に、それまでアストの額で微び動どうだにしなかった光条レーザ照準ーサ器イトの赤光がふっと消えた。

「……詳くわしく話せ」
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〝海の都〟とはヴェネツィアに与えられた雅が称しようだが、ひねた言い方をすれば、この街を囲む遠浅の潟ラグーナはあくまで内海みずうみであって、海ではない。

　それというのも、地じ盤ばん沈ちん下かを続ける本島を水すい没ぼつから救うべく、外海アドリアと内潟ラグーナの間に可か動どう堰ぜきが設もうけられたためだ。この働きで内潟ラグーナの水深はかなり低く抑おさえられ、現在では外海との海かい抜ばつ差は、実に五メートル以上──万一、堰せきが決けつ壊かいしたりすれば、この高低差はそのまま津波と化し市街地を飲み込こんでしまうだろう。そうならないために、堰には最新の管制システムが設置されたのだが……

「──システムの集中が仇あだになったわね」

　扉とびらの前にバリケードを築く衛士達たちを眺ながめながら、カテリーナは爪つめを嚙かんだ。

〝敵〟は堰の構造を熟知しているらしい。脇わき目めもふらず、この中央管制室目指して突つき進んでくる。

　幸い──と言っていいのだろうか？──視察中だったカテリーナの衛士隊が防戦に協力したからまだよかったものの、堰の警備兵だけなら、とっくの昔にここは占せん拠きよされていただろう。

「まだ、街とは連絡がっきませんか？」

「電信・電話ともに不通です」

　増ぞう援えんがない以上、そう長くは保もたない。室内にいる人間のうち、動けるのは半分ほど。その大半も、どこかしら負傷している。カテリーナ自身、肩かたには血が滲にじんでいた。

「猊げい下か、ここも長くはもちません」

　衛士隊長のマリーノ・ファリエルが主の前に立った。顎あごの張った顔は、緊きん張ちように強こわばっている。

「残った戦力で、脱出路を確保いたします。どうか、猊下だけでもお逃にげください」

「私は結構。それより、彼女たちを逃がしてあげてください。それと負傷者の後送もね」

「そんな、猊下！」

　指名された枢すう機き卿きよう専属の尼に僧そうたちが、不服げな声をあげた。

「私たちの覚かく悟ごはできております！　でも、猊下は教ヴア皇チ庁カンにとってなくてはならぬお方……」

「彼女らの申す通りです。どうぞ教ヴア皇チ庁カンにとっての軽重をおわきまえくださいませ」

「マリーノ、それは違ちがいます……ありがとう、もういいわ」

　優しく笑うと、世界で最も美しい枢機卿は、傷の手当にあたっていた尼僧を退さがらせた。法ほう衣えを几き帳ちよう面めんに直しながら、

「私がここで斃たおれようと、教皇庁が揺ゆらぐことはありません。我が遺志も、続く者に継つがれましょう……しかし、この堰せきが陥おちれば、ヴェネツィアとそこにおわす聖下のお命はどうなる？」

　静かな表情は変わらない。だが、剃刀かみそり色いろの瞳ひとみに宿るのは猛たけ々だけしいとすら呼べる戦意だ。枢すう機き卿きよう杖じようが激しく床ゆかを打った。

「聖下と、ヴェネツィア十万の市民を見捨てて枢機卿たるこの身が逃にげたとなれば、教ヴア皇チ庁カンの名は永遠に地に墜おちよう……私はここを死に場所と決めた。もはや諫かん言げんは無用ぞ！」

「素晴らシユタしいーク……」

　乾かわいた拍はく手しゆの音に、皮肉げな冷笑が重なったのはそのときだった。

「さすがは、〝鉄の女〟。教ヴア皇チ庁カンを背負しよって立たれる方の覚かく悟ごは違ちがいますな」

「あ、あれは!?」

　冷たい笑いの波動に、思わず視線を彷徨さまよわせた一同の前で、ぐにゃりと鉄てつ扉ぴが曲がった。いや、曲がっただけではない。分厚い鋼鉄があたかも苦く悶もんするかのように歪ゆがんだかと思うと、それを水面のように割って、何かがその向こうから浮うかび上がってくる……

「今グーテ晩ン・アーはベント、ミラノ公。佳いい夜ですね」

「……誰だれです、お前は？」

　扉とびらの前に立っていたのは、黒いスーツを着き込こんだ男だった。腰こしまでもある黒くろ髪かみの下、怜れい悧りな顔には、知的だが、どこか見る者を不安にさせる微び笑しようが貼はり付いている。

　しかし、一体、どうやって室内に入ってきたというのか？　すでに最前までの静けさを取り戻もどした鉄扉の表面には、穴一つ空いていないというのに。

「私ですか？　貴方あなたのファンですよ……名高い〝鉄の女〟のお顔を一目拝したいと思いまして。嬉うれしいな。想像していたより、ずっとお美しい」

「ひかえろ、無礼者！」

　怒ど号ごうは、カテリーナを囲む衛士たちから発せられた。漸ようやく我に返ったものらしい。一いつ斉せいに抜ばつ剣けんすると、無礼な侵入者を取り押おさえるべく殺さつ到とうする。

「いけない……およしなさい！」

　カテリーナの制止も間に合わない。かざされた鋭えい刃じんが、容よう赦しやなく男に振ふり下ろされる──

　だが、肉にく薄はくする勇者たちが一いち瞥べつした男は、むしろ面めん倒どう臭くさげに指を鳴らしただけだった。

「え？」

　刹せつ那な、衛士たちの顔が凍こおり付いた。

　いや、顔ばかりではない。どうしたことか、全員、人形のように固まってしまっている。ただ、瞳ひとみだけが不安げに眼めの中を泳いでいるだけだ。

「躾しつけのなってない坊やたちだな……人の話を邪じや魔ましちゃいけないって、教わらなかったかね？」

　嘆なげかわしげに首を振ると、男は、衛士たちの方へ手をかざした。五ペン芒タグ星ラムを縫ぬい取った手袋の甲こうを彼らに向けると、

「ざざず・ざざす・なさたなだ・ざざす」

　薄うすい唇くちびるが、奇き怪かいな呪じゆ音おんの列を紡つむいだ。

　聞いているだけで耳を覆おおいたくなるような不協和音の集合体──だが、まるでそれに同調するかの如ごとく、五ペン芒タグ星ラムが微かすかな発光を始める──いや、異状はそれだけではない。

「……ひっ！」

　それを見た尼に僧そうたちの間から、悲鳴が上がった。

　タールのように糸を引きながら、黒くろ髪かみの男の影かげが床ゆかから持ち上がったのだ。しかも一つではない。いくつも、いくつも……十分な厚みをそなえたそれらは、醜しゆう悪あくに歪ゆがんだゴム人形のように見えた。のっぺらぼうの顔にあたる部分に赤い裂さけ目が走り、ぞろりと鋭するどい牙きばが光る。

「げ、幻げん覚かく？」

　違ちがう。実体を備えている証しよう拠こに、短い足が踏ふみしめた床には、濃こい影が落ちている。黒い肌はだはぬめりを帯びて、微かすかに照明を反射していた。

「〝影シヤーテン鬼・コホルト〟──先日、洒落しやれで作った人クンス造トリツ矮ヒ・ツヴ人エルグです。ご覧の通り、可愛かわいい奴やつらなんですが、食い意地が張ってましてね……餌えさ代だいが馬鹿にならない」

　ぎいっ

〝影〟が鳴いた。

　両りよう棲せい類るいを思わせる頭部には目も鼻もないが、何らかの方法で新鮮な肉の存在を感知したらしい。すぐ傍かたわらで硬こう直ちよくした衛士たちに醜しゆう怪かいな顔を向けると、嬉うれしげに唇くちびるをめくりあげる……

「……！」

「こっ、このおおおおおおおおっ！」

　生きながら食い荒あらされる肉体から噴ふき上がった血ち煙けむりと無音の絶鳴が、ファリエルの怒ど号ごうと尼僧たちの悲鳴を誘さそった。巨きよ体たいに似合わぬ素早さで抜ぬかれた衛士隊長の拳銃が、男の頭を照準ポイントする。

　轟ごう然ぜん──

　雷いかずちのような音とともに銃じゆう口こうを飛び出した弾だん丸がんは狙ねらい過たず男の眉み間けんを捉とらえた。だが、誰だれもが西瓜すいかのように割れる男の顔を見たと思った瞬しゆん間かん──

　ファリエルの頭が炸さく裂れつした。血と脳のう漿しようが一面に飛散する。頭を失った胴どう体たいは、自らの噴き出した体液にひきずられるようにしてその場に頽くずおれた。

「いやああああああっ」

　首無し死体の下した敷じきになった尼僧が悲鳴をあげた。半はん狂きよう乱らんで、哀あわれな巨きよ漢かんを突つき飛ばす。皮肉げにそれを見やりながら、

「おや、随ずい分ぶんとさっぱりされましたね」

　嘲わ笑らう男の頭には、かすり傷一つない。

「お前は……」

　如い何かなる魔ま技ぎか──自分の弾だん丸がんで頭を吹ふき飛ばされた遺体を前に、カテリーナは呻うめいた。

「お前は一体、何者か……いや、よい。名乗らずとも、おおよその見当はつく」

　片眼鏡モノクルの奥で剃刀かみそり色いろの光が閃ひらめいた。蒼そう白はくな顔に浮うかんだ毅き然ぜんたる表情が、男を睨ねめつける。

「薔薇ローゼン十字クロイツ騎士・オル団デン──世界コントのラ・ム敵ンディ、そしてあの男の毒滴したたる爪そう牙がども……そうだな？」

「ほう、あの方をご存じでしたか」

　皮肉げな笑みは変わらない。だが、頭とう髪はつをかき上げた男の双そう眸ぼうに、一いつ瞬しゆんだが険けわしい光が走った。

「我マイがン・主ヘルをご存じでありながら、なお我らと戦うおつもりとは、さすが〝鉄の女〟だ、このままお別れするのが、勿もつ体たいなく思えて参りました。どうです？　素直にここを明け渡していただければ、猊げい下か一人のお命はお救いしますが？」

「そして、ヴェネツィアと聖下を見捨てて逃にげ出せと？　それこそ貴様らの思う壺つぼだな」

　今度は、カテリーナが微笑ほほえむ番だ。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつをかき上げた手でイヤリングをいらいながら、

「どうせここでわずかな命を稼かせいだとて、教ヴア皇チ庁カンが貴様たちに敗れるようなことになれば、世界は終わる。同じ死ぬなら、まだここで戦って果てる方が気が利きいていよう……違ちがうか？」

「ふむ、やはり賢かしこくていらっしゃる。では、まことにお名な残ごり惜おしくはありますが」

　男の指が再び鳴った。

　衛士の死体に群がっていた影鬼どもが、一いつ斉せいに顔をあげた。傲ごう然ぜんと佇ちよ立りつする枢すう機き卿きようとその背後で震ふるえ上がっている尼に憎そうたちを無い目が見つめ、裂さけた口こう腔こうから、赤い唾だ液えきが床ゆかに糸を引いた。

「……最後に、一つ聞いておこうか」

「なんなりと」

　穏おだやかな男の顔を、片眼鏡モノクルの底からカテリーナは見すえた。

「名乗れ。自分の名も名乗れぬ礼れい儀ぎ知らずに殺されるのは趣しゆ味みではない」

「おおアク、こス、れはフエ失礼ルツアをばイフン」

　恭うやうやしく胸に手を当てた男は、深く一礼した。

「我が名はケンプファー。イザーク・フェルナンド・フォン・ケンプファー。薔薇ローゼン十字クロイツ騎士・オル団デン位階９＝２メイガス、称しよう号ごう〝機械仕パンツ掛のアー・マ魔道士ギエル〟……あの方にお仕えする忠実な下げ僕ぼくにございます」

「よく名乗った……」

　鷹おう揚ように頷うなずくと、カテリーナは音をたてて耳みみ飾かざりを弾はじいた。ふと慈じ悲ひある笑みを作りながら、

「ではケンプファーとやら、褒ほう美びに一つ、よいことを教えよう」

「ほう？　是ぜ非ひ、うかがいたいものですね」

「覚えておくとよい。お喋しやべりな男は、女に嫌きらわれるものだ……発はつ砲ぽうを許可する！」

　その瞬しゆん間かん、天てん井じようが破は裂れつした。

　厚布の裂さけるような不気味な音をあげて降り注いだのは、巨きよ大だいな重じゆう機き関かん銃じゆう弾だんだ。無む慈じ悲ひに降り下ろされる毎秒二十発・直径二十ミリの鉄てつ槌ついは、小鬼どもを容よう赦しやなく貫つらぬき、砕くだき、擂すり潰つぶす。その一方で、カテリーナたちをかすめもしなかったのは、明らかにコントロールされた──それも機械のように正確無比な──射しや撃げきの証あかしだった。

「二十ミリバルカンキャノン……ふむ、威い力りよくも素晴らしいが、そんなものでライフルなみの精密射撃を見せてくれる男はもっと凄すさまじい」

　僅わずか数秒──天井に穿うがたれた大穴を見上げ、ケンプファーは苦笑した。彼自身は埃ほこり一つかぶっていないが、影鬼達の姿はきれいに消え失せている。あちこちで不気味に蠢うごめく肉につ塊かいと、どろりと付着したどす黒い体液を痕こん跡せきにとどめるだけだ。

「なるほど、君か。〝鉄の女〟ご自慢の鋼ガンメのタル猟・ハ犬ウンド、五年前、僅わずか十体で聖サンタ天ンジ使エロ城を占せん拠きよしてのけた殺人キリ人ング形・ド兵団ールズの生き残り……」

〝魔術師マギエル〟の声は、むしろ楽しげですらある。硝しよう煙えんの帳とばりの向こう、カテリーナらを庇かばって立ち塞ふさがる影かげに向け、歌うが如ごとくその名を口ずさむ。

「Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かんＨＣハー・ケー─・ⅢⅩトレス・イクス──コードネーム〝拳銃ガンス使いリンガー〟！」

「肯ポジテ定イヴ」

　おそろしく抑よく揚ようを欠いた声と巨大なバルカンキャノンの装そう塡てん音おんが、返答こたえだった。
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〈かくインフて我ロペリがウム・心エクスはペクタ恥ヴイト辱・コ・とメウム苦・エト難を・ミゼ待てりリウム……〉

　少年聖歌隊の奉インプ納ロペ唱リウムにあわせて、扉とびらが開いた。

　香こう炉ろを振ふる司祭を先さき触ぶれに、フード付きの長寛衣アルパを纏まとう聖職者の列が、粛しゆく々しゆくと入場してくる。世界最強の権力者一行にしては数が少ないが、それはこの聖堂の規模にあわせてのことだ。

　聖マルコ大聖堂地下三十メートル──あらかじめ配置された少年聖歌隊と申し訳程度の警備兵、そして入場してきた聖職者の群れで、既すでに地下聖堂には立りつ錐すいの余地もない。

〈我とエト・サともテイヌ・に悲クイ・シしむムル・メ者はカム・コなくントリス、我タートルを慰コンソラむるテム・メ者見クシヴイつか・インらじヴエニ……〉

　司祭たちの詠えい唱しようの中、フードを目ま深ぶかにかぶった教皇が、秘ひ蹟せきの祭さい壇だんに向けて恭うやうやしく頭こうべを垂れた。沈ちん黙もくの裡うちに、聖遺物を収めた箱を祭壇上に安置する。それが終わるのを待って、介かい添ぞえのヴェネツィア司教が、祈き禱とう文ぶんを読み上げた。

「主よ、憐キリエれみた・エレまえイソン。御子よクリス、哀れテ・エみたまえレイソン。我ら、生メデイきながらア・ウに死の中イタ・にある身モルテにして・サムス、誰にかケム・ク救いリムス・を請アデイトわんレム・ニ。さればキ・テ・、憐れドミネキみたリエ・エまえレイソン……エィメン」

　立ち上がった法王は、介添えの司教に手をとられ、祭壇から退いた。本来ならこの後、聖体拝領の秘蹟やらなにやら執とり行わねばならないのだが、それは式次第から省略されている。これは噂うわさだが、この史上最年少の教皇は極端な対人恐きよう怖ふ症しようであり、かつてミサを行った際に恐怖で失神したことがあるという。奇き妙みような沈黙の中、少年教皇は頼たよりない足取りで扉に向かう……

　澄すんだ声が、参列者の耳じ朶だを打ったのはそのときだった。

「教皇庁第三百九十九代教皇アレッサンドロ十八世──貴様に用がある」

　振り向いた一同の視線の先、聖歌隊の中から一人の少年が立ち上がった。跳はね上がったスモックの下で禍まが々まがしい輝かがやきを放つのは、巨きよ大だいな斧おのだ。

「我が名はエンドレ──真人類帝国ザグレブ伯はく爵しやくエンドレ・クーザ！　猿さるの分際で我らに逆らう不ふ逞ていの輩やから、おとなしうその首差し出せ！」

　咄とつ嗟さのことに、衛士たちも銃じゆうを掲かかげることすらままならぬ。〝加速ヘイスト〟した天使のように美しい悪あく魔まは、驚おどろき騒さわぐ一同の頭上を飛び越えると、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ教皇の頭に、凶きよう刃じんを振り下ろした……

「なっ……!?」

　転てん瞬しゆん、澄んだ音とともにエンドレの体は大きく弾はじけ飛んでいた。華か麗れいなモザイクに飾かざられた壁へき面めんに降り立った美び貌ぼうが、驚きよう愕がくに歪ゆがんでいる。

「ば、馬鹿な……き、貴様は!?」

「……おとなしうするのは汝なんじじゃ、エンドレ」

　低い声とともに、教皇のフードが落ちた。

　象ぞう牙げ色いろに脱色された髪かみの上に、肉厚の軍刀サーベルをかざしていたのは一人の女だ。その琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを見た老吸ヴア血ンパ鬼イアの喉のどから、裏返った声がこぼれた。

「き、貴様、アスタローシェ・アスラン！　どうして!?」

「エンドレ・クーザ、父と子と聖霊の御み名なにより貴方あなたを四十件の殺人容疑で逮たい捕ほします」

　介かい添ぞえのヴェネツィア司教──いや、それを装よそおっていた者が、牛乳瓶びんの底みたいな眼鏡めがねを押し上げながら叫さけんだ。

「抵てい抗こうは無む駄だです。ただちに投降なさい！」

「な、なぜじゃ…!?」

　対応が早すぎる！　教皇は？　本物の教皇はどこに行った!?

「貴方が殺したマルコ・コレオーニ氏の貸金庫から、メモが見つかったんです──娘を人質に脅きよう迫はくされ、聖体鑑かん定ていを偽いつわったと。式は中止になりました……あ、ここの司祭たちは全員、Ａｘうちのスタッフです。もう逃にげられませんよ。武装解除して、投降されることを強く勧かん告こくいたします」

「メモは遺言状を整理していた遺族が見つけた。汝なんじがかの者を殺していなければ、見つからなかったじゃろうな。降伏せよ、自らの残忍さで墓穴を掘ほった愚おろか者！　もはや、逃げ場はない！」

　司祭たちが一いつ斉せいにローブの下からライフルを取り出した。コッキング音が揃そろって響ひびく。

「はッ！　聖歌隊に紛まぎれ込こんで先回りしたのが仇あだになったか……それにしても」

　憎にく々にくしげに唇くちびるを吊るり上げて、少年は嗤わらった。

「降伏せよじゃと!?　小こ娘むすめが笑わせるな！」

「伏ふせぃ！」

　エンドレの手が翻ひるがえった刹せつ那な、アストは傍かたわらのアベルをひきずり倒たおした。その残像を、唸うなりを上げて飛来した大おお斧おのが薙なぐ。

「覚えておれよ、アスタローシェ……来い、ガキ！」

「待て、エンドレ！」

　聖歌隊の少年を道連れに走り出した老吸ヴア血ンパ鬼イアを、アストは追った、さらにそれを慌あわてたようなアベルの声が追いかける。

「アストさん、深追いは……ああ、もう！　皆みなさん、子供たちを頼たのみます！」

　その間にもエンドレは、奥の祭さい壇だんに繊せん手しゆを伸のばしている。一トン近いそれが轟ごう音おんとともに押おし倒たおされると、そこにはぽっかり穴が開いた──〝大アル災マゲ厄ドン〟前のトンネル跡あとだ。そこに飛び込こんだ老吸ヴア血ンパ鬼イアを追って、アストも身を躍おどらせた。

「逃がさん！」

　壁かべに塗ぬられた蛍けい光こう塗と料りようの光で、トンネルは、妙みように白ちゃけて見えた。その白い空間を〝加速ヘイスト〟状態で疾しつ走そうする長生種メトセラたちの影かげは、いずれも人間の目で捉とらえられるようなものではない。だが、若さの分、わずかにアストのスピードが勝まさった。

「終わりだ、エンドレ！」

　子供を脇わきに抱かかえてひた走る老吸ヴア血ンパ鬼イアの背中めがけ、容よう赦しやない軍刀の一いつ閃せんがひらめく──

「……なにっ!?」

　だが、背景を断ち割る寸前、鋭えい刃じんは音もなく跳はね返されていた。

　横飛びに跳とびすさる老吸ヴア血ンパ鬼イアの周囲をめぐっていたのは、銀色の八つの球体だ。

「イ、イージス！」

「くははっ！　武器を捨てよ、オデッサ子し爵しやく」

　振ふり返ると同時に〝加速ヘイスト〟を解いたエンドレは、気絶した少年の喉のどに指を回した。

「これで二回目……いや、相棒殿をぶち殺してやったときのことを勘かん定じようにいれれば三回目かの？　さ、アスタローシェ君、このガキの命が惜おしければ、得物を捨ててもらおうか」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、ばらばらにされたかつての相棒の姿が脳のう裏りを過よぎる。だが、アストが軍刀を投じるまでさほどの時間はかからなかった。

「よぅし、勘くなよ……一番いいところを邪じや魔ましおって！　これはお仕置きせねばなるまいな」

　石いし畳だたみに付き立つ軍刀を引き抜ぬきながら、エンドレは笑った。白はく刃じんを長い舌が舐なめる。

　言うておくが、儂わしの仕し掛かけがこれだけと思うな。どう転んでも汝なんじが救った法王はくたばる。その手配はしてあるのじゃからな」

「ほざいておるのが可か動どう堰ぜきのことなら、他ほかの者が既すでに向かっておる……この街は沈しずまぬよ」

「ほ！　そこまで知っておったか！」

　感心したようにエンドレは眼めを細めた。

「いやはや、儂としたことが、お遊びが過ぎたようじゃ……たかが小娘一人と思うてあなどった。じゃが、それもここまで──我が野望を邪じや魔ましおった罪は重いぞ！　アスタローシェ君」

「エンドレ、貴様は二つ間ま違ちがっている。まず、余は一人ではあらなんだ……」

　迫せまり来る死を前に、アストは奇き妙みように冷静な表情で、エンドレの顔を見返した。

「それと、何が〝野望〟だ！　はン、変質者の分際で、威い勢せいのよいことをほざくな！」

「な、なんじゃとっ……!?」

　それは、あまりに無礼な台詞せりふであったが、自分が何を言われたか咄とつ嗟さに理解できないものらしい。目を白黒させるエンドレに向かってアストは容よう赦しやない舌ぜつ鋒ぼうを叩たたき付けた。

「臆おく病びような無能者のくせして、自尊心だけは人一倍。他人に認められたいくせに、さしたる天分もなく、かと言って努力するわけでもない。挙あげ句、短生種テランをいたぶり殺して、芸術家気取りか……はッ！　卑ひ怯きよう者ものの変態の分際で〝野望〟じゃと？　笑わせるな。こっちまで恥はずかしくなる」

「あっ……」

　天使の美び貌ぼうが一いつ瞬しゆん白くなり、それから紅潮し、最後に真まっ青さおになった。

「この小こ娘むすめがああああああああああっ！」

　エンドレの周囲で、銀の球体が音をたてて床ゆかに落ちた。代わって軍刀を振ふりかざした老吸ヴア血ンパ鬼イアの喉のどを咆ほう哮こうが迸ほとばしった。

「貴様なんぞに……貴様なんぞに何がわかる！　儂わしは違う！　儂は他ほかの奴やつらと違う！　それなのに、奴らは儂を認めなかった！　じゃから、じゃから……じゃから、儂はあああっ！」

　雷らい光こうのような光が、まっすぐアストの心臓めがけて疾はしった。歯し茎けいまで剝むき出して、エンドレは絶ぜつ叫きようした。

「くたばれ、小娘ッ！」

「今じゃ、相棒！」

　隧道トンネルに響ひびいた火薬の炸さく裂れつ音おんは、決して大きくはなかった。が、怒いかり狂くるった老吸ヴア血ンパ鬼イアを空中で叩たたき落とすだけの威い力りよくはあったようだ。

「く、くおおおおおおっ！」

　空中で「く」の字に折れた小さな体は壁かべで一度バウンドし、床に叩き付けられて再度跳はねた。そのまま下腹部を押おさえて、床をのたうち回る。長生種メトセラにとって、もっとも嫌けん悪おすべき元素──銀の銃じゆう弾だんが腹ふつ腔こうを貫つらぬき、脊せき椎ついに食い込こんだのだ。

　隧道のずっと向こう──ちょうどアストの陰かげに立つ銀ぎん髪ぱつの神父に向けて、エンドレは絶叫した。

「テ、短生種テラン……！　た、たばかったな！　アスタローシェ！」

「こんなしょうもない手に乗るとは思わなんだ」

転がったイージスを容よう赦しやなく蹴けり飛ばしながら、アストは意地悪く笑った。

　絶対的防御兵器イージスも、磁界展開中は中から外への攻こう撃げきができないという、実戦における致ち命めい的てき欠けつ陥かんを抱えている。

「でかしたぞ、神父」

「なあにが〝でかしたぞ〟だか。ひやひやさせないでくださいよ。とっとと先に行っちゃうし」

　いまだに硝しよう煙えんのあがるリボルバー片手に、銀髪の神父は肩かたで息をしている。

「打ち合わせしてたからよかったようなものの……だいたい、私、射しや撃げきにはこれっぽっちも自信ないんですから」

　その表情があまりに面おも白しろくて、アストは噴ふき出した。噴き出しながら、

「いやいや、信じておったぞ、相トヴア棒ラシユ……よく頑がん張ばった！」

「また、都合のいいときだけ〝相棒〟……ややっ！　アストさんが笑ったとこ初めてみましたよ。美人だなあ」

「……馬ドビ鹿トーク」

　そっぽを向くと、アストはふてくされた──それでも頰ほおが赤いのは隠かくせなかったが。

　さあ、これで仕事は終わった。後はエンドレを本国に連行するだけだ。それで、この忌いま々いましい世界ともお別れ──懐なつかしい故郷が待っている。

　懐かしの帝都。誇ほこりに満ちた凱がい旋せん。だが……

「……世話になったな、神父」

「どういたしまして」

　ぺこっと頭を下げた神父の笑顔は相変わらずとっぽい。それを眩まぶしいもののように、アストは目を細めてみやった。

　こいつとは、多分、もう会えない──

　どんなに長くても、あと五十年ほどで土に還かえってしまうその顔を、アストは脳のう裏りに焼き付けようとした。永遠──とまでは言わぬとも、残りの三百年を変わらぬ姿で過ごすアストにとって、五十年はあっという間だ。たとえ再び〝外〟の地を踏ふみ、道ですれ違ちがったとしても、老おいさらばえた彼の顔を、自分はわからないだろう。

「余の顔をとくと覚えておくがよい」

　だから、アストは言った。

「低能で愚ぐ昧まいな短生種テランのことなぞ、余はいちいち覚えておらぬ。じゃから、汝なんじの方が、余に声をかけるのじゃぞ？　いずれ、この地が我が帝国の領土になった暁あかつきには、まあ昔のよしみで猫ねこの蚤のみ取とり係くらいには召めし抱かかえてやる」

「楽しみに待ってますよ」

　ふわりと笑って、神父は相棒の差し出した手を握にぎった。
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「戦域確保クリア──戦術思考を殲滅ジエノ戦サイド仕様・モードから索敵サーチ＆攻デス撃トロイに書換えリライト」

　崩くずれた瓦が礫れきの間に、長ちよう髪はつの男の影かげも形も残っていない。三百発以上の二十ミリ弾だんの直ちよく撃げきに、文字通り、消し飛んだらしい。

「損害ダメー評価ジリポ報告ートを、ミラノ公」

「私は無事です……ご苦労でした。神父トレス」

　主のねぎらいに、トレスは無表情に一礼した。全弾撃うち尽つくしたガトリング砲ほうを床ゆかに放る。

　堰せきを襲おそったのはあの男一人だったようだ。詳くわしく遺体を調べて、背後関係などを調査せねばなるまい。だが今は、避ひ難なんの誘ゆう導どうが優先だ。

「〝アイアンメイデン〟が上空に待機中。ミラノ公、可か及きゆう的てき速すみやかな搭とう乗じようを勧かん告こくする」

「私より、シスターたちを先に乗せてあげてください……ところで、聖下の方はどうなってます？」

「〝クルースニク〟とオデッサ子し爵しやくが配置に。対象が現出し次第、これを迎げい撃げき・撃破する」

「結構。素晴らしい手て際ぎわだ」

「！」

　わざとらしい拍はく手しゆの音に、トレスを除く全員が振ふり返った。

「お、お前は……！」

　カテリーナの声さえ、戦せん慄りつにかすれている。声もなく立たち竦すくむ一同の視線の先で、

「まったく、挨あい拶さつもさせてくれないなんて酷ひどい話だ……スーツが汚よごれてしまったじゃないかね」

　苦笑するケンプファーは、優ゆう雅がに黒くろ髪かみをかき上げてみせた。その怜れい俐りな顔に、三百発もの弾だん丸がんの痕こん跡せきはかすり傷一つ見あたらない。

「ああ、神父パーテルトレス。報ほう告こくに付け加えたまえ。既すでにザグレブ伯はくは逮たい捕ほされたよ。今いま頃ごろは……」

　穏おだやかな声に、穏やかならぬ銃じゆう声せいが重なった。

　一同に背を向けたままのトレスが、いきなり発砲したのだ。

　ジェリコＭ[image: ]デイエス・イレ──直径十三ミリの銃じゆう口こうは、神父の腋わきの下から、敵手の眉み間けんをとらえていた。二発の銃弾をもろに受けた頭は、ぐずぐずの肉にく塊かいに変わってしまっているはずだ。だが……

「無ぶ粋すいな玩具おもちやだ。優ゆう雅がさの欠片かけらもない」

　すぐ眼前に、空気に接着されでもしたかのように浮うかぶ二つの鉛なまり玉だまを、ケンプファーは厭いとわしげに眺ながめやった。手て袋ぶくろに包まれた手をひょいと上げると、銃弾は小さな音をあげて床ゆかに落ちる。

「神父トレス、君は有能な男だが、いかんせん、殺さつ戮りくというものの持つ意味まで理解しえてない……よろしい。私が少し教授してあげよう」

〝魔術師マギエル〟の手袋に縫ぬい取られた五ペン芒タグ星ラムが、禍まが々まがしい赤光をしたたらせ始めた。

「我が前プロ・マにユウ・ユンゲスンゲス、我がオビコ・後ろにマウ・テテレタレタルルカエカエ、右手エピ・デに剣クシア・、左クシポス手にエバリス盾、テラ・ア我がエギスフ周囲エト・エに五ル・ガル芒・ペリ・星マウ・オはーステル輝・トン・きペンテカ、石ル・エンの中・テイ・に六スタレイ芒星・オ・アが据ステプ・えらトン・エれたクセテりーク……来たれ、〝ベルゼバブの剣〟」

　ケンプファーは、ただ手を軽く振っただけだった。そこに何も握にぎられてなどいない。にも拘かかわらず、次の瞬しゆん間かん、カテリーナの側そばで震ふるえていた若い尼に僧そうの首が無くなっていた。

「シ、シスター・アンナ！」

　まだ幼さを残す顔は、きょとんと目を丸くしたまま、その隣となりの同どう僚りようの手の中に収まっている。

「いやあああっ！」

「動くなフリーズ、シスター・レイチェル」

　同僚の生首を投げ捨てた尼僧が、裏返った悲鳴とともに身を翻ひるがえした。トレスの制止も耳に入らぬのか、足をもつれさせて扉とびらへと走る……

「……エィメン」

　背中を向けたままのケンプファーが皮肉げに唇くちびるを吊つり上げた瞬しゆん間かん、シスター・レイチェルは四散した──壊こわれたマネキンのように四し肢しを分解された肉片と内臓が、床ゆかにぶちまけられる。

「！」

　相次ぐ同どう僚りようたちの死に、生き残りの尼に僧そうたちはもはや悲鳴も発せない。さすがに蒼そう白はくのカテリーナに、身をすりつけておののくだけだ。

「〝死の恐きよう怖ふは死そのものより厭いとわし〟──シラー……ああ、動くな、神父トレス。人形はつまらん。どうせ、恐怖なんて高こう尚しような感情なぞ持ち合わせてはいまい？」

　振ふり返りもせず、ケンプファーは背後の神父を制止した。

「機械人形を壊こわしても面おも白しろくない。恐怖・戦せん慄りつ・悲ひ哀あい──君も、少しは彼女たちのかわいげを見習ってみてはどうかね？」

「無ネガ用だテイヴ……時間がない」

　転がった遺体を見つめるトレスの顔には、相変わらず表情はない。だが、相変わらず抑よく揚ようを欠くその声の底で、何かが微かすかに揺ゆらいだ。

「増ぞう援えんが到着するまで約三百秒。その前に、お前を消去デリートせねばならない──時間がない」

「……ほう」

　振り返ったケンプファーの目に、愉ゆ快かいげな光が宿った。両手の手て袋ぶくろは几き帳ちよう面めんに直しながら、

「私を消去デリートする……そう言ったのかね？」

「肯ポジテ定イヴ──」

　頷うなずいたトレスの瞳ひとみが僅わずかに動いた。カテリーナ、震ふるえる尼憎たち、そして床に転がる無む惨ざんな死体に順番に視線を移しながら、平板な声を継つぐ。

「お前は俺おれが殲せん滅めつする──骨も残さん」

「やってみたまえ」

　再戦は、唐とう突とつに始まった。

　ケンプファーの指がひょいと上がった。その指が敵手を差したときには、トレスの影かげはかき消えている。その代わり、一いつ瞬しゆん前まで彼が立っていた床に走ったのは鋭するどい亀き裂れつだ。不可視の〝剣〟は、上方に跳とんだ獲え物ものの影かげを追い、今度は天てん井じように深い穴を穿うがつ。

「確かに速はやい。だが、それだけかね？」

　ケンプファーの指が蜘蛛くものように蠢うごめいた。見えざる鍵けん盤ばんを叩たたいて上下するそれに合わせ、壁かべに入った亀裂は、奇き怪かいな生きものの如ごとくその領域を広げてゆく。大きくのたくりながら疾はしったそれは、次の瞬間、壁へき面めんを疾しつ走そうする神父をその顎あぎとに捉とらえた。

「終わりだ、〝拳銃ガンス使いリンガー〟」

「──〇・○三秒遅おそい」

　呟つぶやいたトレスの右手が、いきなり折れた。

　正確には、拳ハンド銃ガンを握にぎっていた手首ががくんとはずれたのだ。そこから無骨なフォルムの太いノズルが顔を覗のぞかせる。

　ノズル──火炎フレイ放射ム・ラン器チヤーの吐はき出した数千度に達するマグネシウムの炎ほのおが、美しい円を描えがいた。青白い火輪の中で、長い髪かみの毛のようなものが数本、一いつ瞬しゆん、銀色の光こう芒ぼうを放って消える。

「単分モノ・子カーボワン・フイアイヤーバー！」

　カテリーナが、押おし殺した声で叫さけんだ。




〝大アル災マゲ厄ドン〟前のロストテクノロジー、単分モノ・子カーボワン・フイアイヤーバーは、炭素Ｃ[image: ]分子フラーレン多重双そう晶しよう粒りゆう子しを素材とした最細・最強の炭素繊せん維いだ。熱に弱いという弱点こそあるものの、ダイヤモンドすら容易に切断してのけるこの糸は、使い方によってはまさに無敵の兵器と化す。




「ほう〝ベルゼバブの剣〟を……なかなかやる。しかし、所しよ詮せんは人形か」

　ケンプファーの唇くちびるが三日月形に裂さけた。

　トレスのＭ13がこちらを向いたのだ。その銃じゆう口こうは、正確に彼の眉み間けんを照準ポイントしている。

　だが、いかにＭ13の五一二マキシマ弾だんといえど、彼の〝盾たて〟は貫つらぬけない。反射した弾だん丸がんは、逆に主の額を襲おそうはずだ……

　嗤わらうケンプファーの視線の先で、二に挺ちようの獣けものが咆ほう哮こうした。鋼の顎あぎとが、直径十三ミリの牙きばを剝むく。

「無む駄だだ、私に弾丸はあたらんよ」

「命中ヒツト」

　二人の台詞せりふはそれぞれ正しかった。

〝アスモダイの盾〟──強電磁場にそのベクトルを曲げられた弾丸が、正確に百八十度反転する。だが、その射しや軸じく上にトレスの姿はない。発砲の瞬間に伏ふせられた神父の頭をかすめ、弾たまはさらにその背後──鋼鉄製の防ぼう火か壁へきに浅い角度で当たったのだ。跳ちよう弾だんと化したそれは、今度は床ゆかに突つき立っていた衛士の剣けんの刃やいばをとらえた。そして、さらにそれが跳はね返った先は……

「……！」

　黒くろ髪かみを揺ゆらして後ずさったとき、ケンプファーの両手は、手て袋ぶくろごと消し飛んでいる。血の一いつ滴てきも出ないままに転がったそれらを見つめながら、

「まったく、信じられん男だな、君は」

　呆ぼう然ぜんと──というより、心底呆あきれたようにケンプファーは首を振った。反射とその後の跳弾まで計算にいれて発はつ砲ぽうするとは……

〝拳銃ガンス使いリンガー〟の名は伊達だてではないということか。私の〝魔術師マギエル〟と同じく」

「な、なに、あれ……!?」

　尼に僧そうたちの間から、声にならない悲鳴があがった。

〝魔術師〟の背がふいに縮んだように見えたのだ。いや、違ちがう。縮んだのではない。膝ひざから下が消失している。

「それだけの能力を失うのは惜おしい……私は、いいことを思いついたよ」

　床ゆかに落ちた己の影かげに飲み込こまれつつも、ケンプファーの声は落ち着き払はらっている。無表情なトレスと、青ざめたカテリーナの顔を見比べながら、

「諸君には、また近いうちにお会いすることになるだろう。運命の輪が閉ざされるとき、君たちにはとびきりの生いけ贄にえになってもらう……」

　それまで、呆ぼう然ぜんと状じよう況きようを見守っていたカテリーナが我に返ったときには、既すでにケンプファーの姿は首まで没ぼつしている。

「何をやっている！　撃うて〝ガンスリンガー〟！」

「…………」

　だが、トレスは反応しない。ゆっくりと一歩後ずさった彼の体から、何かが滑すべり落ちた。

「ファ、神フア父ーザートレス！」

　重々しい音をあげて床に転がったのは、肩かたから切断された両りよう腕うでだ。皮ひ下か循じゆん環かん剤ざいを滝のように迸ほとばしらせながら膝ひざをついた部下の姿に、カテリーナが目を剝むく。

「これでおあいこ。恨うらみっこなしだよ、神父トレス……では、皆様、これアウフにて・ヴイー失礼ダーゼン」

　いまや、完全に実像を飲み込んだ〝魔術師〟の影から、低い笑声が響ひびいた。




　　　　[image: ]




「……以上、報告を終しゆう了りよう致いたします。なお、ザグレブ伯はくの身み柄がらは、現在、護送中です。一両日中には到とう着ちやくするかと」

〈ご苦労であった〉

　浮ふ揚ようする玉座の上から〝女アウ帝グスタ〟は、御み簾す向こうに跪ひざまずく娘むすめをねぎらった。電子的に変へん換かんされた声が、威圧的な重低音を伴ともなって謁えつ見けん室しつに降り注ぐ。

〈ときにオデッサ子し爵しやく……卿けいの報告にあった〝向こう側〟の協力者であるが、どうであった？〉

「ど、どうであったとおっしゃいますと？」

　御み簾す向こうの子爵の顔は、垂れた白はく髪はつに隠かくされて見えない。だが、かしこまった肩かたが微かすかに強こわばったのを〝女アウ帝グスタ〟は見み逃のがさなかった。

〈使える者であったか、と聞いておる。卿は随ずい分ぶんと好感を持って報告しておるが？〉

「こ、好感など！　ただ、短生種テランにしては使える者であったゆえ……お望みなら、報告を追加致いたしまするが？」

〈……いや、その必要はない。卿にこれ以上の労をかけるも心苦しい。大たい儀ぎ。退さがって休め〉

「は！　失礼いたしまする」

〈ゆるりと休むがよい……ふむ、アイツは相変わらずってことだね〉

　オデッサ子爵の長身が謁えつ見けん室から消えるや、簾すだれがするすると巻き上がった。誰だれもいない謁見室で、一人玉座に座っていた小こ柄がらな影かげを、柔やわらかい光が照らし出す。影はうんと背せ伸のびすると、つい先ほどまでとはまるで異なる、彼女本来の澄すんだ声でぼやいた。

「アイツ、まだ人間の味方なんかしてるんだ……でも、そうすると、今は教ヴア皇チ庁カンと喧けん嘩かすんのはやめた方がいいのかな？　アイツだけならともかく、二人とも敵に回しちゃうのは、いくらなんでもマズいよね」

　玉座の上で、若葉色の瞳ひとみを悪戯いたずらっぽく輝かがやかせていたのは、まだ十代も前半としか見えぬ少女だった。おさまり悪いボブの黒ブル髪ネツトの下の顔ははっとするほどに美しく、すっきり伸びた手足は針金のように細かったが、その精気溢あふれる表情は、どこか人慣れぬ猫ねこ科かの獣けものを思わせる。

　少女──〝女アウ帝グスタ〟ヴラディカは大きな帽ぼう子しを脱ぬぐと、浮ふ揚ようする玉座の上にごろんと横になった。

「それにしても、アイツもなんだかなあ。まーだ昔の女に義理立てして、地球人テランの味方なんかしてんだもんなあ。あれで不思議にもてるんだから、とっとと他ほかの女を探せばいいのに……アスタローシェ君なんか、すっごいお薦ススめだよ。ボクが男なら、絶対ほっとかないよ、うん」

　謁えつ見けん室の空調は〝大アル災マゲ厄ドン〟前のカナダの森──懐なつかしい、あの緑林の初夏を再現してある。葉クロ緑ロフ素イルの香かおる涼りよう風ふうと放し飼かいにされたツグミの声が、えも言えず、快い。

「あーあ、これからどうしたもんだろ？　昔っから、厄やつ介かいごとは全部ボクに回ってくるんだもんなあ。ったく、たまんないよ」

　少女がぼやく声は、途と中ちゆうで小さくなって消えた。

　かわって、薄うすく開いた唇くちびるからこぼれてきたのは、安らかな寝ね息いきだ。緩ゆるやかに上下する胸の上に、ツグミが一羽、ちょんと止まった。
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「お迎むかえに参りました、伯爵グラーフ」

「おお、ケンプファー！」

　鉄てつ扉ぴの向こうに立っていた男を、老吸ヴア血ンパ鬼イアは縋すがるような目で見上げた。牢ろう番ばんはどこに消えたのだろう？　影かげも形も見えない。

「た、助けに来てくれたのじゃな？　ご苦労じゃった！」

「恐きよう縮しゆくです。甲かん板ぱんにご一いつ緒しよください。飛行船を待たせてあります」

「う、うむ」

　そっくり返って船倉を出ると、エンドレは周囲を見渡した。この護送船には五十人からの乗員がいたはずだが、船内はしんと静まっている。

「船員どもはどうしたのかね？」

「…………」

　ケンプファーは軽く肩かたを竦すくめて見せただけだった。先に立って歩き始めた短生種テランのその不ふ遜そんな態度は、多少、癇かんに障さわったが、

（……ま、よいか）

　エンドレは自分を抑おさえた。

　帝国に護送されれば、死ぬより酷ひどい目に遭あっていたのだ。助けられただけでもよしとしよう。

「じゃが、ちと弱ったの……」

　安あん堵どした途と端たんに、喉のどの渇かわきが蘇よみがえった。贅ぜい沢たくは言わない。むさ苦しい水夫でもなんでもいいから、どこかに人間エサはいないか？　だが、目の前を歩いている長ちよう髪はつの男以外、船内に人ひと影かげはない。

（……この際、こやつで我が慢まんするか？）

　飢うえた瞳ひとみを男の背中に向けながら、エンドレは密ひそかに唇くちびるを吊つり上げた。

　よくよく考えれば、この男にもう用はない。

　当分は、身を隠かくさねばなるまい。となれば自分の存在を知る者は少ないにこしたことはない。色々役に立ってくれたが、小物を生かしておいて、舞ぶ台たいを引っかき回されるのも困る……

「そう言えば、閣かつ下か……」

　まるで、エンドレの心を読んだかのように、先を歩く背中が言葉を発した。

「この度はおめでとうございました。見事なお手並みでしたね」

「な、なんの話かの？」

　牙きばを隠かくしながら、エンドレは作り笑いを拵こしらえた──内心で舌打ちしながら、そらとぼける。

「なんぞめでたいことがあったかの？」

「おとぼけを。無論、ヴェネツィアの一件ですよ……あれは、見事な成功でした」

「か、からかうのはよせ！」

　こいつ、儂わしをなぶっておるのか!?

　だが、怒いかりに唇くちびるをめくりあげた吸ヴア血ンパ鬼イアに背を向けたまま、ケンプファーは静かに首を振ふった。

「からかう？　滅めつ相そうもない。計画は大成功です。これで、帝国と教ヴア皇チ庁カンはかりそめの協力関係を結ぶに至りました。まず満足すべき結果でしょう」

「なんじゃと!?　それは、どういう意味じゃ!?」

「無いものを破は壊かいすることはできないが、在あるものは壊こわすことができる……そういう意味ですよ。今回の一件、彼らの協調のよいきっかけとなりましょう。弱者をいたぶることだけが能の変質者でも、使い方次第では役に立つものですね」

「ぶッ、無礼者！」

　美び貌ぼうが醜みにくく歪ゆがんだ。

「短生種テランの分際で、貴様、この儂わしに向かって！」

　歯は茎ぐきまで剝むき出して吼ほえると、エンドレは鋭するどい鉤かぎ爪づめを、無礼な短生種テランの背中に伸のばした……

「……あ？」

　だが、老吸ヴア血ンパ鬼イアの爪は虚むなしく空を切っただけだった。何かに爪つま先さきが蹴け躓つまずいた……いや違ちがう。何かが、彼の足を摑つかんだのだ。

「な、なんじゃ、これは？」

　足下に目を落として、エンドレは呻うめいた。

　廊ろう下かに長く落ちたケンプファーの影かげ──そこに自分の足が沈しずんでいる。

「あ、足が……！」

　タールの中か、底なし沼にでも突つっ込こんだかのようだ。必死にもがく少年の体が、ずぶずぶと床ゆかに──いや正確には、そこに落ちた〝魔術師マギエル〟の影の中へと沈んでゆく。

　それを背中で眺ながめながら、ケンプファーはくわえた細葉巻シガリロに火をつけた。

「困るんですよ。小物にこれ以上ひっかき回されるのは……主役が御登場になられる前に、舞台ステージはきちんと片づけておかないとね」

「なんなのじゃ……なんなのじゃ、貴様は？」

　早くも、少年の体は胸まで影に浸つかかっている。顔面の全すべての筋肉を使って恐きよう怖ふを表現しながら、エンドレは喘あえぎ声を絞しぼり出した。

「ケンプファー！　貴様、いった……」

　だが、もはやそれ以上、質問が続くことはなかった。原形をとどめぬまでに歪ゆがんだ顔は闇やみに没ぼつし、床ゆかに突きだした小さな手だけは、最後に何かを摑つかもうとするかのように指を縮めたが、それとてすぐに影かげの中へ飲み込こまれていってしまった。

「にしても、佳いい月だな……〝この優しき夜、星の精に囲まれて、いざ玉座の月の女王顕あらわれなん。されど、地こ上こには光なく〟──キーツ」

　それきり何事もなかったように、ケンプファーは頭上を仰あおぎ見た。南天には、大きな満月と、それよりやや小さく歪いびつな〝吸ヴア血ンパ鬼イアどもの月〟が、寄り添そうように輝かがやいている。

　きっと、世界が終わる夜もこんな綺き麗れいな月夜だろう。そしてそれは、さほど先の話ではない。

「佳い夜だ……本当に佳い夜だ」

　細葉巻シガリロを海に放った〝魔術師マギエル〟は、ポケットに手を突つっ込むと、再び夜を歩き始めた。


ＦＲＯＭ　ＴＨＥ　ＥＭＰＩＲＥ（完）






















──すべての門に、殺戮の剣を私は送る。

稲妻のようにきらめく剣は、殺すために鞘から抜かれる。

（エゼキエル書二十一章二十節）






「ミラノで加か療りよう中のトレス君ですが、検査段階では問題は見られませんな。ふむ、生体部品へのウィルス感染も陰いん性せいと……よろしい。これなら、一ヵ月もあれば復旧できるでしょう」

〝剣パラツツのオ・ス館パーダ〟──国務聖省本庁舎長官執しつ務む室。

　ぶ厚いファイルを卓たく上じように投げ出すと、ソファの男は瘦やせた顔をぺろりと撫なでた。火の入ってない海ミア泡石シヤムのパイプをくわえた口元には、自信ありげな微び笑しようが浮うかんでいる。

「僕ぼくの方も、昨日から大学が試験休きゆう暇かに入りましてね。学生どもには、それはもうたっぷりと課題を与あたえておきましたから、明日にでもミラノに飛べますが……猊げい下かのお考えは？」

「神父トレスの復旧については、あなたに一任しましょう、〝教プロフ授エツサー〟」

　執務卓に肘ひじをついたまま、国務聖省長官カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようはため息をついた。微かすかな憂うれいが、描かいたように細い眉まゆの間にわだかまっている。

「ただでさえ、派は遣けん執行官の人手不足は深刻です。一刻も早い彼の現げん場じよう復ふつ帰きを期待します」

「お任せください、猊ユア・エ下ミネンス。大学が始まる前には、終わらせてみせますよ」

　もし、この世界に完かん璧ぺきなる自信の塊かたまりなどというものがあったとしたら、このときの派遣執行官〝プロフェッサー〟こと、ドクター・ウィリアム・Ｗウオルター・ワーズワースこそがそうであったに違ちがいない。にやりと笑って僧衣カソツクからマッチを取り出すと、勿もつ体たいぶった所作でパイプに火をいれる──その直前、たおやかな尼に僧そうの立体ホロ映像グラムが、彼の面前に浮かび上がった。

〈今晩は、ワーズワース博士。ここは禁きん煙えんですわ。お煙草たばこなら、廊ろう下かかベランダでどうぞ〉

「おっと、これは失敬……にしても、いつもながらお美しいですな、シスター・ケイト」

〈お上じよう手ずですこと。でも、お煙草はやめて下さいましね〉

　パイプを離はなした〝教授〟を垂れぎみの目で穏おだやかに叱しかると、尼僧は主の方へ向き直った。

〈ただ今戻もどりました、カテリーナ様。お申しつけ通り、アムステルダムにユニットを投入完かん了りよう。今夜中には作戦行動を開始する旨むね、報告を受けております〉

「ご苦労様、ケイト。引き続き、報告の取り次ぎをお願い」

「はて、アムステルダムとおっしゃると……ははあ、例の旧アウ教デ・会ケルクの一件ですかな？」

　鼻にかかった声を挿はさんだのは、〝教授〟である。右手の指をくるくるとこめかみの側そばで回転させながら、暇ひまそうな顔で火の入っていないパイプを嚙かんでいる。

「教区司祭を含ふくむ十名の聖職者に対する殺人・血液強ごう奪だつ──して、誰だれを派遣されたので？」

「アムステルダム市を含む四都市同盟は、政治的に極めてデリケートな地域です。従って、最も土地勘かんのある人物を投入しました」

「すると、〝ソードダンサー〟を？……ふうむ、それはいかがなものですかな？」

〈何かまずいことでも、教授？〉

　ケイトが問うたのは、〝教授〟の面長の顔が微び妙みように翳かげったためだ。

〈彼はブリュージュの生まれで、あの地方には明るいと聞いています。それに、能力的にも問題があるとは思えませんが？〉

「然イグザりクトリイ。ですが、ちょっと事情があるのですよ」

　つかの間、考え込むように言葉を切って、〝教授〟はカテリーナに向き直った。

「彼が派遣執行官になるまでの経けい緯いは、猊下もご存じの筈はずです。僕ぼくとしては、やや人選に問題ありとの感を禁じえませんね」

　ため息をついて、カテリーナは立ち上がった。

「仕方ありません」

　窓辺に寄ると、夜の街を見下ろす。ここ数日、冬には珍めずらしく暖かい日が続いていたのだが、今夜はまた寒さがぶり返しているようだ。静かな通りには、野の良ら犬いぬの影かげさえ見あたらない。

「人手が足りないのです──それも圧あつ倒とう的てきに。ですから、万一、彼が暴走した場合は……」

　窓ガラスに映る己の影に言い聞かせるように、カテリーナは囁ささやいた。

「それを止める力が必要になりますね。そのためにも〝教授〟、早くミラノに行って頂けませんか？」




　　　　Ⅰ




　三番目の交差点を曲がったときも、その足音は背後から離はなれなかった。ついに堪こらえきれなくなって、シスター・アグネスは駆かけ出した。霧きりに濡ぬれた尼に僧そう服が少女の細い脚あしに絡からみ付く。

（あれは誰だれなの、いったい!?）

　さっき振ふり返ったときにかいま見た、不吉な人影を思い出し、アグネスは身み震ぶるいした。

　警察署を後にしたときには、誰にも尾つけられている気配はなかった。背後にぴったりついてくる靴くつ音おとに気づいたのは、この墓場のように人ひと気けのない堤防ゼーデ街イクにさしかかってからだ。途と中ちゆう、何度も角を折れたにも拘かかわらず、その足音はアグネスの後方をつかずはなれず追ってきた。

　棺ひつぎの中のように、アムステルダムの夜は静かだった。

　堤てい防ぼうに護まもられたこの港町の海かい抜ばつは、海面より遥はるかに低い。そのため、今夜みたいに冷え込む晩は、運河から立ち上った霧によって街路は白く閉ざされてしまう。無論、こんな夜に外出する物好きは減めつ多たにいない。アグネスとて、とある事情で警察署に呼び出されたりしたのでなければ、教会の自室に鍵かぎをかけて閉じこもっていたはずだ。

　助けを求めようにも通りがかる人影とてなかったが、いい加減、息が切れかけたところで、アグネスは、主が彼女に用意したもうた恩おん寵ちように気がついた。傍かたわらの運河に小こ舟ぶねが揺ゆれている。それも都市貴族レヘント達が逢あい引びきに使うような、箱型の船室を備えたゴンドラだ。断りもなくというのは気が引けたが、近くに持ち主がいる気配もない。運河に降りると、思い切って飛び乗る。

　……霧きりの帳とばりを割ってそいつが現れたのは、アグネスが船室に潜もぐり込んで、十とおも数えぬうちのことだった。

　それは、暗い暗い影かげだった。死神のようにマントをすっぽりと着込み、顔は目深におろしたフードに隠かくれて窺うかがえない。だが、なにより異様だったのは、その背中に担いだ長い鉄棒だ。何に使うのか知らないが、おおかたアグネスの身長ほどはあるのではなかろうか。どう見ても、まともな人種のものではない。

「…………」

　追跡ストー者カーは、ゴンドラの傍かたわらで立ち止まった。目標の喪そう失しつに気づいたらしい。臭しゆう跡せきを失った猟りよう犬けんがよくするように、心持ち首をもたげて左右を見回している。

（神様、お助け下さい……神様……）

　震ふるえを押おし殺して、アグネスはロザリオを握にぎりしめた。フードの奥おくから、底光りする翠みどり色いろの瞳ひとみがじっとゴンドラを見下ろしたからだ。目があったような気がする。いや、あった──

　視線が、逸それた。

　それきり、何事もなかったかのように、追跡者は再び大おお股またに歩き始めた。硬かたい靴くつ音おとは霧きりの向こうに次第に遠ざかってゆき、やがて何も聞こえなくなった。

「……はあっ」

　深い溜ため息いきをついて、アグネスはゴンドラから這はい出した。

「なんだったのかしら、今の人？」

　自問してはみたものの、その答えはわかっている。

　一週間前のあの呪のろわれた夜以来、外出する度に、彼女は自分を監かん視しする視線を感じていた。おそらく、今の男がその視線の主だろう。

　おっかなびっくり道路に上がると、アグネスは泣きたい思いで霧に濡ぬれたスカートをはたいた。教い会えに帰ろう。あそこにはもう誰だれもいないけれど、それでも厚い壁かべと高い門がある……

　少女が足を滑すべらせて転びかけたのは、再び歩き始めた直後のことだった。

　霧の向こう、道の真ん中を塞ふさいで停とまっていた四輪馬車ランドーに危うく突つき当たりかけたのだ。

「お気をつけなさい、お嬢じようさん。霧の夜は危ないですよ」

　危うく転てん倒とうを免まぬがれた少女にかけられたその声は、凝こごった夜霧のように冷たかった。

「おや？　ひょっとして貴女あなたはシスター・アグネスではありませんか？　奇き遇ぐうですねえ。さっきから、ずっと貴女を探していたところだったんです。ちょうどよかった」

　からかうような笑声は、馬車のタラップに立っていた若い男のものだ。従者らしい若干名の黒服を従え、仕立てのよい青サテンの夜会服に身を包んだその姿は、典型的な都市貴族レヘント──ここ、四都市同盟の支配階層である商業紳しん士しに見える。腰こしに佩はいた黄金造りの細剣レイピアといい、サファイアであやめイリスの花をあしらった指輪といい、非の打ち所のない伊達だて男ぶりだ。

　しかし、咄とつ嗟さにアグネスは後ずさっていた。男の薄うすい唇くちびるの端はしから覗のぞく、八重歯にしては鋭するどすぎる輝かがやきに気づいたのだ。

「あ……わ……」

　顎あごをわななかせて馬車から達ざかろうとする尼に僧そうの背後を、黒服たちが塞ふさいだ。

「そんなに怖こわがんなよ、お嬢じようちゃん。なにも取って喰くおうってわけじゃねえんだ」黒服の一人、蛇へびのような目をした小男が下げ卑びた声で嗤わらった。「先週の神父殺しの一件で、こちらのピーテル様がお前に聞きてえことがおありだそうだ。ちょいと一いつ緒しよに来てもらえねえか？」

「わ、私、何も知りません……」

　がちがちと歯の鳴る音に混じって、尼僧の声はひどく聞き取りづらかった。

「帰ったときには、みんな殺されてて……し、信じて！　ほんとに、何も見てないの！」

「はて、それはどうでしょうねえ？　いずれにせよ、君はあの事件唯ゆい一いつの生き残りです。他ほかにも色々と伺うかがいたいことがある。ぜひとも、御同道願いましょう」

　禍まが々まがしい微び笑しようを片かた頰ほおに刻むと、伊達男は長い爪つめの生えた手を伸のばした。怯おびえきった顔で後ずさりながら、アグネスは涙なみだ目めに叫さけんだ。

「よ、寄らないで、化け物！」

「……化け物？」伊達男の頰が固まった。「化け物だと？　この俺おれを化け物と言ったか？」

　がらりと変わった口調に剣けん吞のんなものを感じとったらしい。慌あわてたように、黒服の一人が主の耳元に口を寄せた。

「お静まり下さい、ピーテル様。娘むすめは絶対に生かして連れて来いとの、お兄様のご命令──」

「俺に臭くさい息をかけるな、短生種テラン！」

　細い腕うでの一ひと振ふりに、屈くつ強きような黒服は街路の端まで吹ふっ飛んでいる。石いし畳だたみに転がって動かなくなった手下には一いち瞥べつもくれず、伊達男は、目を剝むいて硬こう直ちよくしたアグネスの肩かたを鋭い爪で摑つかんだ。

「たかが虫ケラの分際で、この俺を化け物だと？　よくぞほざいた、小娘……」

　金属的な歯ぎしりの音とともに、爪が白い肩に食い込んだ。激痛にもがく尼僧の首筋に、吸ヴア血ンパ鬼イアはわざとゆっくり顔をおろした。毒花のように開いた口から、湾わん曲きよくした牙きばがせり出してくる。尖とがりぎみの舌が伸びると、獲え物ものの首筋を舐なめ上げ──

　おぞましい咆ほう哮こうは、次の瞬しゆん間かん、顔を覆おおってのけぞった怪かい物ぶつの口から迸ほとばしっていた。

「ピーテル様!?」

　石畳にほうり出された尼僧には見向きもせず、とっさに伊達男に駆かけ寄った黒服たちが目を剝いた。絶ぜつ叫きようする吸血鬼の舌に、楊よう枝じほどに細い短たん剣けんが突つき刺ささっていたのだ。

　狼ろう狽ばいする一同の中で唯ただ一人、小こ柄がらな黒服が凶きよう器きの飛来元を振り返った。

「何なに者もんだ、てめえは!?」

　街路の向こうに、漆しつ黒こくのマントを羽織った男が佇たたずんでいた。目深に降りたフードの奥おくで、翠みどり色の双そう瞳どうが昏くらく輝かがやいている。その背中に背負っているのは長い鉄棒だ。

「その娘こから離はなれてくれないか、吸ヴア血ンパ鬼イア」

　小男の誰すい何かを、男は完全に黙もく殺さつした。

「いずれお前たちには挨あい拶さつさせてもらうが、今は彼女の手当てが先だ。見み逃のがしてやるから、とっとと消えてくれ。嫌いやだというなら……ここで殺す」

〝殺す〟？　地上最強の戦せん闘とう生物──吸血鬼を〝殺す〟とは、この男、正気だろうか？

　あまりな言い草に怒ど鳴なり返したのは、血の溢あふれる口を蔽おおった当の吸血鬼だった。

「貴様、ふざけるなっ！」

　手下を突つき飛ばして進み出たその手には、自分の舌から引き抜ぬいた短たん剣けんが光を放っている。

「殺す？　この俺を殺すだと？　どこの虫ケラか知らんが、ふざけたゴタクならべやがって！」

　咆ほう哮こうに風切る唸うなりが重なった。短剣が主の顔面に投げ返されたのだ。夜の種族特有の怪かい力りきで投じられた刃やいばは亜あ音速に達している。噴ふき出す鮮せん血けつを、誰だれもが見たと思った。

「なっ!?」

　だが、吸血鬼とその傍かたわらの黒服どもが吐はき出したのは、驚きよう愕がくの叫さけびだった。

　男の手が微かすかに動いたように見えたかと思うと、澄すんだ響ひびきをあげて短剣はどこかあさっての方向へ消え去ってしまっている。

「無む駄だだ──お前に俺は殺せない」

　短剣を弾はじいた鉄棒を体の前に立てたまま、男は静かに囁ささやいた。

「ほう、今のを受けるとは……短生種テランにしちゃあ、ちったあやるじゃねえか」

　下品に捲まくりあげた唇くちびるを舌で湿しめすと、ピーテルは腰こしの細剣レイピアに手をやった。

「面おも白しれえ！　それなら、こいつはどうだ!?」

　鋼の擦こすれ合う禍まが々まがしい音をたてて、白はく刃じんが鞘さや走った。

　刃が完全に鞘を脱だつしたときには、吸血鬼は既すでに石いし畳だたみを蹴けっている。そのスピードは、到とう底てい、常人の目に捉とらえられるものではない。

　だが、殺到する剣風を前に、男に怖おじる気配はなかった。ただ、それまで正面に構えていた鉄棒を左腰に引き寄せ、微かに膝ひざを曲げて重心を落とす。

「馬鹿な短生種テランめ！　そんな物で防げるとでも思ったか！」

　細剣を上段に振ふり上げながら、ピーテルは哄こう笑しようした。

　この細剣のブレードは[image: ]オメガ─Ｔチタｉニウム──最さい硬こうの複合合金でできている。それに長生種メトセラの迅はやさと力が加われば、あんな鉄棒など、薄うす紙がみほどの防ぎにもならない。

　男のマントが、風もないのに後方へ翻ひるがえったのをピーテルが見たと思った瞬しゆん間かん、二つの影かげは、鋭するどい金属音を残して錯さく綜そうしている。

「名前ぐらいは聞きたかったぜ、虫ケラ！」

　斬ざん撃げきの体勢のまま、男の傍かたわらを駆かけ抜ぬけ、ピーテルは甲かん高だかい声で嘲ちよう笑しようした。だが、その耳に、届いたのは低い呟つぶやきだった。

「ユーグ──」

　──確かに斬きった筈なのに、あいつはなぜ喋しやべっているのだ？

　そんなことをちらと考えたとき、ピーテルの視界は突とつ如じよとして反転した。

　体はまっすぐに疾しつ走そうしているにも拘かかわらず、何故なぜか視界だけは背後を──それも上下逆さまに、今すれ違ちがった短生種テランの背中を見ているのだ。

「あ……？」

　天地が逆転した世界で、切断されたマントが男の肩かたから落ちたのが見えた。だが、その下に翻ひるがえる黒衣は……

　最期に吸ヴア血ンパ鬼イアが見たのは、フードの下から現れた男の顔だった。この低地ネーデル地方ラントに多い色素の薄うすい金きん髪ぱつの下、秀しゆう麗れいな白い顔を、憂ゆう愁しゆうの色が飾かざっている。

「俺はユーグ──神父ユーグだ」

　僧衣カソツクの青年は低く囁ささやいた。

　皮一枚残して切断された自分の頭が、背中の方へひっくり返っているのだとようやく気づいたとき、ピーテルの首は、自重に引かれて地面へと落下していた。




「とにかく、旧アウ教デ・会ケルクの一件については、俺は何も知らねえ！」

　アムステルダム伯はくカレル・ファン・デル・ヴェルフは、闇やみに向かって長い牙きばを剝むいた。特とく徴ちよう的な鉤かぎ鼻ばなに、冷たい汗あせがびっしり浮うかんでいる。

「本当に何も知らねえんだ。うちの氏族の誰だれ一人、教会には手出ししちゃいねえ！」

〈ということはだよ、カレル君……〉

　青いスーツの長生種メトセラを囲んで、三つの立体ホロ映像グラムが像を結んでいる。ネズミをいたぶる猫ねこのような顔で喉のどを鳴らしたのは、右手に立つ真まっ赤かなタキシードの若者だ。

〈それだけ、君が低能だということになるねえ。流れ者にそんな舐なめた真似まねをされて、気づきもしなかったわけだから……いやはや、仮にも〝四カウン伯ト・爵フオー〟の名を戴いただく者が嘆なげかわしい〉

　栗くり色の巻き毛を勿もつ体たいぶって撫なでつけている若者を、カレルは憎にく々にくしげに睨にらみつけた。

「うるせえ、黙だまれ、メムリンク。誰に口きいてやがる？　生意気ほざくと、殺すぞ」

〈殺す？　このハンス・メムリンクをかい？　面おも白しろい。いつでもアントワープに来たまえ。大いに歓かん迎げいしてあげよう。なんだったら、ここで決けつ闘とうの日時を決めても──〉

〈やめぬか、卿けいら！〉

　言い争いを始めた二人の長生種メトセラを怒ど鳴なりつけたのは、中央に立つ黒衣の老人だった。

　髪かみは白くなっていたが、太い眉まゆは石炭のように黒い。猛もう禽きんを思わせる鋭するどい瞳ひとみは、ひきしまった口元とあいまって、厳いかめしさを感じさせる。老人──ブリュッセル伯ティエリー・ダルザスは、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で吐はき捨てた。

〈少しは今の状じよう況きようを考えろ！　よりによって我らの縄なわ張ばりで、教会が襲おそわれたのだぞ。それがどういう結果をもたらすことになるか、卿けいらにはわからんのか！〉

〈ブリュッセル伯はくのおっしゃる通りです。仲間割れなどしている場合ではありません〉

　老吸ヴア血ンパ鬼イアの側そばで思し慮りよ深げに頷うなずいたのは、白い背広の青年だった。瘦やせぎすの風ふう貌ぼうは、短生種テランの会計士を思わせる。しかし、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの下に静まった切れ長の目は、怜れい悧りそのものだ。

　青年、ブリュージュ伯ギィ・ド・グランヴェルは沈ちん鬱うつな声で囁ささやいた。

〈早急に真犯人を見つけ出して、何らかの手を打たねばなりません。アムステルダム伯、市内に、カウント・フォーに所属せぬ流れの長生種メトセラが潜せん伏ぷくしている可能性は？〉

「考えられねえ」

　カレルは即そく答とうした。

　カウント・フォー──ここ、四都市同盟の暗アンダ黒ーグラ街ウンドに巣すくう、彼ら四人の長生種メトセラとその傘さん下か氏族の俗ぞく称しようである。

　十年ほど前から急激に勢力を伸のばし始めたこの四氏族連合は、敵対氏族や短生種テランの犯罪組織を次々に殲せん滅めつ・吸収し、いまや同盟圏けん内ないの暗黒街を完全に牛ぎゆう耳じる一大犯罪コングロマリットに成長している。流れ者の長生種メトセラが市内に入り込んで、それがカレルの耳に入らないことなどありえない。

〈例えばこれが、ハンガリア侯こうのイシュトヴァーンやクールラント伯のリーガなどの辺境であれば、いざ知らず……〉

　太い眉まゆを不快げな角度に保ったまま、ダルザスは指し摘てきした。

〈この四都市同盟は人類テラン社会のただ中にある。我らがこれまで無事だったのは、ひとえに教会には決して手出ししなかったためだ。それが、よりによって神父が教会で血を吸われて殺されたとなると、ことは同盟政府が相手では済まぬ……必ず〝奴やつら〟が介かい入にゆうしてくるぞ〉

「奴ら？」

〈短生種テランの守護者を気取る狂きよう信しん者たち、我らを根絶やしにすることを渇かつ望ぼうする殺さつ戮りく集団──〉

　挽ばん歌かを口ずさむようなギィの呟つぶやきに、メムリンクの甲かん高だかい声が重なった。

〈教ヴア皇チ庁カン！　あの、殺し屋ども！　まったく誰かさんのお陰かげで、とんだことになったもんだ〉

〈やめろ、メムリンク。今は内輪で揉もめている場合ではない〉

　栗くり毛げの長生種メトセラを一いつ喝かつすると、厳格な祖父のような顔を、ダルザスはカレルに向けた。

〈とにかく、我ら三人は同盟政府に圧力をかけ、教ヴア皇チ庁カンの介入を遅おくらせるよう努力する。その間に、カレル、卿は神父殺しの犯人をなんとしても見つけ出せ〉

「わかった……今、例の生き残りの尼あまを探してる。そっちから詳くわしい話を聞き出してやる」

〈うむ。だが、わかっているとは思うが、くれぐれも急げよ。時間はないぞ〉

　厳しい視線でカレルに釘くぎを刺さしたダルザスの姿が、ふとぼやけた。淡あわい光の粒りゆう子しを残して立体映像が搔かき消える。赤いタキシードの影かげはそれよりも早くいなくなってしまっている。

　ただ一人、その場に残った同族メトセラに、カレルは暗い声をかけた。

「どうした、ギィ？　まだ何か言いたいことがあるのか？」

〈ええ……実は、少々、気にかかっていることがございまして〉

　瘦やせた長生種メトセラは、何か物言いたげな顔で眼鏡めがねを押おし上げた。あくまで年長者を立てるつもりか、つつましやかな沈ちん黙もくを守っている。我が慢まんしきれなくなってカレルは尋たずねた。

「気になるってのは、何だ？」

〈今回の一件全すべてです。おかしいとは思われませんか？　我らの縄なわ張ばり、しかもナンバー２である貴方あなたの街で、聖職者が、明らかに長生種メトセラの手にかかったとわかる形で惨ざん殺さつされた。それによって教ヴア皇チカ庁ン介かい入にゆうの危険性が高まり、カウント・フォーにおける貴方の地位が微び妙みようなものとなった……あまりに話が出来すぎてはいないでしょうか？〉

「む、そう言えば……」

　カレルは鉤かぎ鼻ばなを擦こすって考え込んだ。組織でも武ぶ闘とう派で鳴らす彼だが、頭を使うのはあまり得意ではない。しかし、今回の一件については最初から何か妙だと思っていた。

　一週間前、十名の聖職者がアムステルダムの教会内で惨殺された。被ひ害がい者は、全員、すさまじい力で頸けい椎ついをへし折られた上、首には吸血痕こんが残っていた。間ま違ちがいなく、同族メトセラの仕業だ。

　しかし、先ほど明言したように、あれが流れの長生種メトセラの犯行である可能性は低い。また、アムステルダム伯はく爵しやく家のメンバーは、弟のピーテルを始め、いずれもカレルには従順な者たちだ。となると……

「他ほかの氏族に裏切者がいる？」

〈考えたくはありません。ですが、カウント・フォー内部に貴方を陥れようとする者がいる、そう仮定すると全ての辻つじ褄つまがあうのです〉

「裏切者……メムリンクの野や郎ろうか!?」

　マホガニー製の机を殴なぐって、カレルは怒ど鳴なった。

　そうだ、どうして今まで考えつかなかったのだろう？

　このアムステルダムは、四都市同盟の中でもブリュッセルに次いで富ふ裕ゆうな街だ。もし何らかの手段でカレルを排はい除じょし、この街を乗っ取ることができれば、そいつは圧あつ倒とう的な優位に立てる。そのまま四氏カウ族ント連合・フオーそのものを牛ぎゆう耳じることさえ可能だろう。

　だが、長老格のダルザスや新参者のギィがそんなことを考えるとは思えない。ギィはこの通り、昔、引き立ててやった恩を忘れず、カレルをなにかと立ててくれるし、かつては悪逆無比と恐おそれられたダルザスも、最近はとみに老け込み、極力、トラブルを避さける傾けい向こうにある。

　しかし、アントワープのメムリンク──あいつは違う。金にあかせて美術品やら美女やら美少年やらを買い漁あさっては芸術家を気取っているあの男は、常々、アムステルダムの富を羨うらやんでいた。しかも、一再ならずカレルに借金を申し込んではすげなく断られ、逆さか恨うらみもしている。あの愚おろか者なら、教ヴア皇チ庁カンの介かい入にゆうを招く危険を冒おかしても、不思議ではない。

〈確証はありません。ですが、アムステルダム伯はく、気をつけられるに越こしたことはないかと〉

「わかってる。しかし、見てやがれよ、あの野や郎ろう……すまねえな、ギィ。お前めえの気き遣づかいは、絶対に忘れねえ」

　瘦そう身しんのブリュージュ伯は篤とく実じつな笑顔を浮うかべた。

〈当然の配はい慮りよです。ダルザス卿きようがとみに衰おとろえられた昨今、我らの大黒柱である閣かつ下かをお支えするのは、カウント・フォーの末席に名を連ねる者として、当然の義務と心得ておりますゆえ〉

「大黒柱？　この俺おれがか？」

　カレルは嬉うれしげに鼻の脇わきを搔かいたが、すぐに表情を引き締しめた。まあ、悪い気持ちはしないが、今はそれどころではない。メムリンクがまた何かやらかす前に、反はん撃げきの手を考えねば。

「ありがとよ、ギィ。ゴタゴタが片づいたら、そっちに遊びに行かせてもらうぜ。そんときゃ、また狩かりでも楽しもうや」

〈お待ち申し上げております〉

　一礼を残して若い長生種メトセラの姿が消えると、頭上でシャンデリアが灯ともった。光を取り戻もどした書しよ斎さいの中央、マホガニーの机に足を投げ出すと、カレルは太い腕うでを組んだ。

「……さて問題は、どうやってメムリンクの尻尾しつぽを摑つかむかだな」

　なかなか難しい問題だった。街と警察に張った情報網もうをフルに活動させてはいるものの、依い然ぜん、有力な手がかりは見つかってない。例の尼に僧そう──事件で唯ゆい一いつ生き残った少女が、犯人の顔を目撃してくれていればいいのだが……

「カレル様……」

　扉とびらの向こうから届いたか細い声が、長生種メトセラの思考を中断させた。

「ウィレムです。ただいま戻りました」

　弟ピーテルが飼っているチビの短生種テランだ。どうやら、無事に尼僧を拉ら致ちして来たらしい。

「入れ。尼あまは連れてきたろうな？」

　椅い子すにふんぞり返ったまま問いかける。だが、悄しよう然ぜんと俯うつむいた小男が室内に入ってくるや、カレルの眉まゆは急角度に跳はね上がった。

　小男に続いて、短生種テランの召めし使つかいどもが、赤く汚よごれた担たん架かを運びこんできたのだ。歪いびつな形に盛り上がったシーツからは、血の気を喪うしなった白い手が、だらりと垂れている。虚こ空くうを摑むように曲がったその指には、サファイアであやめイリスをかたどった指輪がはめられていた。

「な、何の冗じよう談だんだ、これは……」

　急に明度を落としたシャンデリアの下、よろよろとカレルは担架へと歩み寄った。震ふるえる手でシーツを剝はぎ取ると、そこに横たえられていたモノに息を吞のむ。

「ウィレム、説明しろ！　これは一いつ体てえ、何の冗談だ!?」

「し、神父が……」

　蚊かの鳴くような小男の声だった

「おそろしく腕うでのたつ神父が、途と中ちゆう邪じや魔ましやがりまして……ピーテル様はそいつに……」

「神父だと？」

　一声唸うなると、カレルは弟の首のない死体に目を落とした。切断面はおそろしく鋭えい利りな切り口を見せ、しかも、長生種メトセラの数少ない弱点である頸けい椎ついが解かい剖ぼう学的な正確さで撃げき砕さいされている。これでは、いかに不死身の生命力を誇ほこる自分たちでも即そく死しは免まぬがれまい。明らかに職業的殺人者、それも長生種メトセラ専門の殺し屋の手によるものだ。そして、そんな物ぶつ騒そうな猟りよう犬けんを飼かっているのは、カレルが知る限り、唯ただ一つ──

「もう動き出しやがったか、教ヴア皇チ庁カン！」

　毛細血管の破は裂れつした眼球を背後に向け、怒いかれる吸ヴア血ンパ鬼イアは咆ほえた。

「てめえら、なにをぼさっとしてやがる！　すぐにその坊ぼう主ずをぶち殺しにいくぞ！　とっとと　支度しねえか！」

「こ、これからですか？　しかしボス、夜明けまでもう時間がありません。お出かけは控ひかえられた方が……」

　時と計けいの針が既すでに午前五時を回っていることに気づいて、カレルは歯ぎしりした。いくら冬の朝が遅おそいとは言え、夜明けまでもう二時間もない。

　夜を待つか？　とんでもない！　では、この短生種テランどもに任せるか？　しかし、ピーテルさえ屠ほふった手て練だれに、こいつら如ごときを差し向けて勝算はあるものか……

「……いや、待て。ウィレム、お前は倉庫のアレを使えたな？」

「アレ？　ゲルマニクスから買い込んだ例のヤツですか？　ええまあ、使えますが──しかし、ボス、よろしいんで？」

　小男は小ずるそうな目で、主を見上げた。

「町中であんなもん使った日にゃ、目立ってしようがねえですぜ」

「警察サツには連絡ことわりを入れておく。普ふ段だんから大金を恵めぐんでやってるのは、こういうときのためだ」

　弟の残ざん骸がいから指輪を抜ぬき取りながら、カレルは長い牙きばを剝むき出した。

「何人死んでもかまわん！　その代わり、必ず、その坊主と尼あまをここにひきずってこい！」




　　　　Ⅱ




　目が醒さめたとき、アグネスの頭上には見慣れた天てん井じようがあった。五つのときにこの教会に預けられて以来、ずっと寝ね起おきしてきた彼女の寝しん室しつだ。

「こ、ここは……あ痛つっ」

　飛び起きようとして、アグネスは低く呻うめいた。肩かたに激痛が走ったのだ。咄とつ嗟さに伸のばした手に、丁てい寧ねいに巻かれた包帯が触ふれる。

「これは……手当てしてある？」

　訝いぶかしみながら、アグネスは立ち上がった。カーテンのすき間から、高く昇のぼった太陽の光が射さし込んでいる。かなりの時間、眠ねむっていたらしい。あのとき、吸ヴア血ンパ鬼イアの鉤かぎ爪づめに捉とらえられたところで、記き憶おくはかなり怪あやしくなっていた。覚えていることと言えば、白い霧きりの中に噴ふき上がった鮮せん血けつ、そしてその向こうに立っていた暗い影かげのことぐらいだ。

　首を捻ひねっていた少女の顔が、ふと耳をそばだてるような表情になった。どこか遠くから、微かすかな物音が聞こえたのだ。

「？」

　アグネスは薄うす暗い廊ろう下かへと出た。

　何かが軋きしむようなその音は、礼拝堂から聞こえてきていた。そっと扉とびらの陰かげから中を窺うかがうが、正面に掲かかげられた十じゆう字じ架かと壁かべ際ぎわのパイプオルガン以外、何も見えない──いや。

「あ、あの人……!?」

　ステンドグラスの光を浴びていたのは、祭さい壇だんの前に片かた腕うでで倒とう立りつした金きん髪ぱつの男だった。

　若い。せいぜい、二十代の半ばぐらいだろう。一糸まとわぬ上半身は鞭むちのような筋肉で引き締しまり、床ゆかと水平に伸のばした左腕が握にぎっているのは、例の鉄棒だ。右腕は規則正しいリズムで屈くつ伸しんされ、顎あごが床に触ふれるまで肘ひじをたわめては、再び上じよう腕わん筋きんのみの力で全体重を持ち上げる一連の動作を繰くり返していた。
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「九八八、九八九……起きたか。傷の具合はどうだ？」

「え!?」

　思わず身を引いたアグネスの背中が、壁かべにぶつかった。肩かたに走った痛みに小さな悲鳴をあげる。

「九九〇、九九一……気をつけた方がいい。まだ動き回るのは奨すすめられない。傷口が開くぞ」

　涙なみだ目めになった娘むすめに忠告を送りながらも、青年は腕立てプツシユ伏せアツプを続けている。その全身に醜みにくい傷が走っていることに、ようやくアグネスは気がついた。いずれも深く、長い刀かたな疵きずである。ただ、両りよう腕うでの肘ひじから先だけは、生まれたての赤子のように擦すり傷きず一つないのが不思議だった──と、そこまで観察して、自分が殿との方がたの体を無ぶ遠えん慮りよに見ていたことを思い出す。

　慌あわてて目をそらすと、アグネスは叫さけんだ。

「あ、あなた、どなたですか!?」

「……九九九、一〇〇〇。終しゆう了りよう」

　最後にひときわ深く体を沈しずめると、若者はその反動で立ち上がった。まるで疲ひ労ろうを感じさせぬ、しなやかな動きだ。汗あせを拭ぬぐった体にひっかけられた黒い上着に、アグネスは目を疑った。

「僧衣カソツク!?　じゃ、じゃあ、あなたは……」

「俺はユーグ。巡じゆん回かい神父だ」

　僧衣の詰つめ襟えりを几き帳ちよう面めんに詰めながら、穏おだやかな声で青年は名乗った。

「先週の殺人事件の調査を教皇庁ローマに命じられた者だ。シスター・アグネス、事件唯ゆい一いつの生き残りの君に、二、三聞きたいことがある……ああ、そうだ。向こうに朝食を用意しておいた。よかったら、飯でも食べながら少し話せないか？」




　食堂に用意されていたのは、豪ごう華かでこそなかったが、十分に手のかかった朝食だった。それも、この低地ネーデル地方ラント特有の家庭料理だ。

「悪いとは思ったが、勝手に台所を使わせてもらった。不快に思ったなら、許して欲しい」

「と、とんでもありません！」

　音がしそうな勢いで、アグネスは首を振ふった。考えてみれば、まともな食事など何日ぶりだろう？　皆みなが殺されたあの日以来、自分一人のために食事の準備をする気にはどうしてもなれなかった。そもそも、食欲もなかったし……

「どうした、シスター・アグネス？　食べないのか？」

「え？」

　心配げにこちらを覗のぞき込んだ視線に、アグネスは、不覚にも涙るい腺せんが緩ゆるみかけていたことに気づいた。慌あわてて目を擦こする。

「い、いえ、なんでもありません」

　音をたてないよう鼻水を啜すすりながら、アグネスは首を振った。

「ちょっと、みんなのことを思い出しちゃって……すいません、神父様」

「…………」

　少女の顔を見て、ユーグは少しだけ困ったように目をしばたたいたが、やがて、その厚みのある手を彼女の肩かたに置いた。

「殺された方たちのことは本当にお気の毒だった」

　温かな声だった。

「確か、君は五つのときにこの教会に預けられて以来、ずっとここで育つたんだったな？」

「はい。私の父は、ある一族に仕える騎き士しでした……ヴァトー家ってご存じですか、神父様？」

「……少しな」

　記き憶おくの底を探るようなわずかな時間を空けて、神父は答えた。

　ヴァトー家は、この低地ネーデル地方ラントの伝説的な傭よう兵へい貴族である。代々、四都市同盟の警視総そう監かん職も務め、国民軍を持たない同盟にあっては最大の軍事力兼けん厳正優ゆう秀しゆうな警察力として、治安維い持じに辣らつ腕わんを揮ふるった──そう、今となっては過去形で呼ばれるべき存在だった。というのも、九年ほど前にブリュージュにあったその居城は大規模な吸ヴア血ンパ鬼イアの襲しゆう撃げきを受け、当主をはじめ、一族郎ろう党とうの主立ったメンバーが皆みな殺ごろしにされてしまったからだ。この幼いシスターの両親も、そのときに主家と運命をともにしたのだろう。

「私はその夜、たまたま風邪かぜをひいてて、乳母うばに預けられていました。でも、知らせを聴きいたときは本当に悲しかった。父や母や、昨日まで一いつ緒しよにいたたくさんの人たちが、もうこの世にいないなんて信じられなかった……でもそのときは、こんな悲しい思いをするのはこれがもう最後だろうって思いました。だけど……」

　もう、我が慢まんできなかった。頰ほおを濡ぬらす涙なみだを拭ぬぐいもせず、アグネスは熱い声を吐はき出した。

「また、こんなことに……！」

「仇かたきは討つ」

　答えた声は揺ゆるぎなかった。

「君の大事な人たちの仇は、必ず俺おれが討つ。それは任せて欲しい……だが、その前にいくつか聞かせてくれ、シスター・アグネス。例の事件の夜、君が帰宅したのは事件直後だった。その前後、教会ここの近くで不ふ審しんな人物を見かけなかったか？」

　差し出されたナプキンに鼻をかみながら、ぐすぐすとシスターは首を振ふった。

「見てません……それは警察でも、何度もお話ししました」

「ああ、調書は読ませてもらった。だが、君が確かに犯人を見ていないとすると、話の辻つじ褄つまがあわなくなる……では、なぜ昨晩、連中は君を狙ねらったんだろう？」

「連中？」

　思わず顔をあげたアグネスの前に、ユーグは一葉の写真を差し出した。

　かなり粒りゆう子しの荒あらい写真の中に、一人の男が立っている。目つきの悪い、鉤かぎ鼻ばなの大男だ。

「アムステルダム伯はくカレル・ファン・デル・ヴェルフ──このアムステルダムの暗黒街を支配する吸ヴア血ンパ鬼イアだ。昨夜、君を襲おそった吸血鬼は奴やつの弟だ。つまり、君は今、奴らに狙ねらわれている」

「……!?」

　写真に目を落としたまま、尼に僧そうは全身を硬こう直ちよくさせた。

「ど、どうして！　どうして、私が狙われてるんです？」

「それがわからない。最初は、証人を消すためかと思った。だがそれなら、わざわざ君を誘ゆう拐かいしようとした理由がない。ここからは俺おれの推測になるが……いや、やめておこう」

　蒼そう白はくの少女をこれ以上怯おびえさせるのはまずいと考えたのか、ユーグは首を振ふった。

「それより、君の話だ。なんでもいい。事件当日のことで、思い出せることはないか？　どんなつまらないことでもいいんだ」

「……あの、これは多分、全然関係ないことだと思うんですけど」

　本当に、こんな関係ないことを言っていいのだろうか？　しかし、もうこれぐらいしか話すことはなかった。

「あの夜、私が教会に帰ってきたとき、前の道ですれ違ちがった男の人がいるんです」

「男？」

「ええ、栗くり色いろの髪かみに藤ふじ色いろの眼めをした貴族的な感じの男の人で、灰色のコートを着てました……あ、そういえば、手の甲こうになにか、花のような模様の入れ墨ずみをしていました。でも、その人が本当に犯人なら、私、きっと殺されてたと思うんです」

「…………」

　例の長い鉄棒を抱だくようにして、神父は何か考えこんでいる様子だった。だが、それもそう長い間のことではない。ふと、心配げにこちらを見つめているアグネスの顔に視線を戻もどす。

「ありがとう。参考になった……では、君には町を出てもらう」

「え？」

　思わず口を半開きにした少女に、神父は厳おごそかに宣告した。

「今から一いつ緒しよに駅に行けば、午後の特急に間に合う。そうしたら、まっすぐローマまで行くんだ。事件決着まで、君の身み柄がらは教ヴア皇チ庁カンが保護する。ああ、向こうについたら正確な似顔絵を作って、こちらに送ってくれ」

「そ、そんな……神父様、私にも奴らを倒たおすお手伝いをさせて下さい！　足手まといにはなりませんから！　あいつらをこの手で倒したいんです！　みんなの仇かたきを討ちたい！」

「駄だ目めだ。それは駄目だ、アグネス」

　血を吐はくような少女の願いに対し、無慈悲とすら思える冷厳さでユーグは首を振った。

「この騒さわぎが片づくまで、君は隠かくれているんだ。それが、なにより君のためだ」

「そんな！　〝私のため〟て、私は──」

「聴きくんだ、アグネス」

　身を引こうとした尼に僧そうの袖そでを、素す早ばやく伸のびた指が捉とらえた。傷一つない、妙みように色の白い手の甲こうに、絵とも字ともつかぬ小さな記号が入れ墨ずみされている。

　説得──というより、むしろ、懇こん願がんするかのような神父の口調だった。

「どんな奴やつの血でも、一いつ旦たん、それで手を染めてしまったら、もう後あと戻もどりできなくなる。〝剣けんを振ふるう者は剣に滅ほろびる〟──いかなる理由があろうと、相手がどんな奴だろうと、一度血を流せば、今度は自分が狙ねらわれる。そうしたら、また剣で罪を重ねるしかない。いつか、自分も剣に倒たおれるときまで……それは剣を持つ者の絶対の掟おきてだ。君にはそうなって欲しくない」

「か、勝手な言いぐさだわ！」

　ついに激げつ昂こうして、アグネスは席を蹴けった。

「いいです、もう神父様にはお願いしません……私はあいつらを許せない！」

「待て、どこに行く？」

「神父様には関係ありません！」

　叩たたきつけるように言ったときには、アグネスは身を翻ひるがしている。

「こうなったら、私一人でも仇かたきをとってやる！　私のことは放っておいて下さい！」

「駄だ目めだ。許可できない」

　少女の抗こう議ぎに、ユーグの表情は小こ揺ゆるぎもしない。背後からアグネスの腕うでを摑つかんだ指は、鋼の強度で──

　アグネスの腕から、ふとその指がはずれた。いや、はずれたというより、弾はじかれたと言った方が正確かもしれない。まるで、そこだけ別の生き物のようにでたらめに痙けい攣れんしながら、彼の手が引っ込んだのだ。

「くそ、こんなときに……！」

　小刻みに震ふるえる我が手を見やるユーグの低い舌打ちが聞こえた。

「静まれ、この……」

　吸ヴア血ンパ鬼イアを前にしてさえあれほど泰たい然ぜんとしていた若者が、歯ぎしりしている。だが、アグネスには関係ないことだ。これ幸いと、脱だつ兎との素す早ばやさで礼拝堂を走り去る。

「待て、アグネス！」

　追いかけてきた声を振り切るように、廊ろう下かに飛び出したとき。

　いきなり、壁かべが爆ばく発はつした。

「！」

　見えない拳こぶしに殴なぐりつけられ、反対側の壁に叩たたきつけられる。

〈よう、シスター〉

　心臓の裏側をしたたかに打って息もできぬ少女の前に、壁の穴から現れた影かげがある。自分の方へ伸のびてきた太い腕を霞かすむ視界に捉とらえながら、アグネスは呻うめいた。

「──ス、動甲冑スーツ！」

　身動きできぬ少女を胸の前に抱だき寄せたそれは、身の丈たけ三メートルはあろうかという巨きよ大だいな人形だった。おもいっきり戯ぎ画が化した人体を、膨ふくらし粉こで膨ぼう張ちようさせたような不格好な鉄の塊かたまり。発掘サル復元ベージされたロストテクノロジーの産物、動甲冑スーツ──外骨格型強化戦せん闘とう服だ。

「アグネス！」

〈おはよう、神父さん……昨日は世話になったなあ〉

　廊ろう下かに走り込んできた神父に向かって、人形の目がぎろりと動いた。スピーカーからこぼれたのは、確か、昨夜にも聞いた甲かん高だかい声だ。

〈あんたのせいで、俺おれはカレル様にとんだ大目玉よ……おっと、その物ぶつ騒そうなものを棄すてな〉

　動甲冑スーツは、ユーグの手に握にぎられた鉄棒を指差す一方で、尼僧を抱かかえた腕うでに力をこめた。

〈早く捨てろ。娘が潰つぶれるぞ〉

「だ、だめです、神父様！　だめ……ひぐっ！」

　アグネスの喉のどから、絞しぼり出したような苦鳴がこぼれた。真まっ赤かになった顔の中で、酸欠の魚のように唇くちびるがわななく。

「……わかった」

　低い声とともに、澄すんだ音があがった。

「その娘に手は出すな」

　足元に転がってくる鉄棒を、アグネスは目をいっぱいに瞠みはって見つめた。




　　　　Ⅲ




　広こう壮そうな地下ホールは、オペラハウスによく似ていた。

　壁かべから張り出した広いスペースは貴き賓ひん席だ。豪ごう勢せいな食事を載のせた広いテーブルの間に、夜会服で着き飾かざった十人あまりの男女が笑いさざめき、ウェイター役の黒服たちが忙いそがしげに立ち働いている。また、今夜に限っては無人だったが、一いつ般ぱん客用の立見席が階段状に連なっているのも、オペラハウスの客席を彷ほう彿ふつとさせる。

　ただ、擂すり鉢ばち状のホールの底に沈しずんでいたのは、ステージなどではなかった。

　闘コロ技シ場アム──その名がこれほど相応ふさわしい空間はあるまい。

　サッカーができるほどの広いリングはコンクリートで床ゆかが打たれ、その周囲には高い鉄条網もうが張り巡めぐらされている。中央に開いた暗い穴は入場用の昇エレ降ベー機ターだ。

「お前が、例の生き残りの尼に僧そうか」

　写真で見た大男は、ひときわ大きなテーブルを独りで占せん領りようしていた。コンロにかかったチーズフォンデュをかき回しながら、不ふ機き嫌げんげにアグネスを見上げている。小さな瞳ひとみは粗そ暴ぼうな輝かがやきを湛たたえ、特とく徴ちよう的な鉤かぎ鼻ばなの下にはいかにも貪どん婪らんそうな厚い唇が収まっている。あまり頭はよくなさそうだが、その代わり、怒おこらせると何をしでかすかわからないタイプだ。

「俺おれはカレル・ファン・デル・ヴェルフ──〝四カウン伯ト・爵フオー〟で、このアムステルダムをしきっている者もんだ。何で呼ばれたかは、もうわかってるな？」

「し、神父様……神父ユーグはどこ？」

　歯が鳴るのを懸けん命めいに耐たえながら、アグネスは吸ヴア血ンパ鬼イアの顔を睨にらみつけた。

「安心しな。心配しなくても、すぐに会わせてやる。そんなことより……」

　愉ゆ快かいげに一笑すると、カレルは細長い棒をテーブルの上に転がした。アグネスの身長ほどもある無骨な鉄棒は、確かにあの神父のものだ。

「そんなことより、シスター。例の事件のことを俺に話しな。神父に聞いたぜ。おまえ、犯人の顔を見たそうじゃねえか。どんなヤツだった？　男か女か、若いか歳としを喰くっていたか。身なりはどうだったかね？」

「…………」

　アグネスは目をしばたたいた。

　ユーグには、はっきり特とく徴ちようを告げたはずだ。この吸血鬼はそれを聞いていないのだろうか？　なぜユーグは、アグネスが犯人を見たことをこいつに教えておきながら、人相そのものを話さなかったのだ……

　そこまで考えて、ふと気づく──これは、ユーグが彼女を守るために掛かけた保険だ。

「何を黙だまってる？　早く話せ。俺は気が短けえんだ。話せば、二人とも無事に帰してやる」

　そう思って、せかすカレルの顔を窺うかがえば、銅色の瞳ひとみに僅わずかながら焦あせりの色が揺ゆらめいている。少しだけ冷静になって、アグネスは尋たずねた。

「あなたと話す前に……神父様はどこです？　神父様に会うまで、何も話しません」

「ほう……短生種テランの分際でこの俺と交こう渉しようするつもりか、シスター？」

　小こ娘むすめと侮あなどった相手に脅おどされて頭あたまにきたらしい。吸ヴァ血ンパ鬼イアは声にドスを利きかせた。

「こっちが大人おとなしく聴きいてやってるうちに、喋しやべっちまった方が身のためだぜ……話せ！　坊ぼう主ずどもを殺やったのは、どんな奴やつだった!?」

　猛たけ々だけしい咆ほう哮こうと剝むき出された鋭するどい牙きばに思わず気絶したくなる。だが、なけなしの勇気を総動員して、アグネスはかろうじて踏ふみ止とどまった。

「神父様に会わせて！　それからじゃないと話しません！」

「……ったく、強情なクソアマだぜ」

　舌打ちした吸血鬼は、心底忌いま々いましげな顔で手を振ふった。

「そこま言うんなら、会わせてやる！」

　籠こもった低い轟とどろきが聞こえてきたのはそのときだった。闘コロ技シ場アムの方に泳いだアグネスの目が、大きく見開かれる。

「し、神父様!?」

　闘技場中央にせりあがってきたのは、大きな昇エレ降ベー機ターだ。その中に立っているのはまぎれもない、あの若者である。

　だが、いったい何をされたのか？　ユーグの全身は血まみれだった。立っているのが不思議なくらいだ。しかも、両足は足首を鉄の鎖くさりで繫つないである。あれでは、歩行すら困難だろう。

「さあて、ショーの時間だ！」

　ぼってりとしたカレルの指が鳴った。続いて、地じ響ひびきのような音をたてて、闘技場の一方の壁かべがせり上がってゆく。その向こうに開いたのは、暗い空くう洞どう──いや、何かの通路だ。

「…………？」

　固かた唾ずを吞のんだアグネスが、ふと耳を澄すますような顔になった。通路の奥おくから、何か低い金属音が聞こえてくるのだ。しかし、一定のリズムをとるあれは、足音以外の何物でもない。

　アグネスの予測は正しかった。現れたのは、人間のカリカチュアのような巨きよ影えいだ。動甲冑スーツは左手に握にぎった丸い盾たてを振ふり上げると、貴き賓ひん席に向けて不格好な敬礼をほどこした。ついで、子供の背せ丈たけほどもある大きな槌矛メイスを、闘技場中央の神父に向ける。

「……始めろ」

　カレルの指が再度鳴ると同時に、黒服の一人がラッパを口にした。甲かん高だかいファンファーレが響き渡わたるより前に、動甲冑スーツは外見にも似ぬ素す早ばやさで動き始めている。

「神父様！」

　本能的にアグネスの手が顔を蔽おおったときには、唸うなりをあげて落ちた槌矛メイスは、床ゆかを深く抉えぐっている。拳こぶしほどもあるコンクリートの欠片かけらが、散さん弾だんのように飛び散った。

　だが、そこに神父の姿はない。ぎりぎりのところで回かい避ひしたらしい。鎖に繫がれた足をひきずり、動甲冑スーツの死角に走っている。だが、その動きは、死期の迫せまった老人より緩かん慢まんだった。獲え物ものをいたぶる猫ねこのような残ざん忍にんさでもって、動甲冑スーツは神父をリングの縁へりに追いつめてゆく。

「避よけて、神父様！」

　再び、槌矛メイスが唸りをあげた。躱かわそうと身を捻ひねったユーグの肩かたに、鉄条網もうが嚙かみ付く。筋肉でよろわれた逞たくましい背中に、槌矛メイスが落ちた。

「！」

　赤黒い液体を吐はき出して、ユーグは膝ひざをついた。だが、動甲冑スーツはそれ以上、得物を振り下ろそうとはしなかった。代わりに、太い足がうずくまる神父の腹を蹴けり上げる。

「や、やめて……やめさせて！」

「それはおまえ次第だ、シスター」

　吸ヴア血ンパ鬼イアは嗤わらった。チーズフォンデュをかき混ぜながら、尖とがった舌で唇くちびるを舐なめ上げている。

「話せ。犯人の人相を蝶しやべれば、あの神父も解放してやる」

　ずっと下の方から、かすれたような声が届いた。

「やめろ、喋るな……喋ったら、君も殺される……」

「ちっ、うるさい野郎だ……ウィレム！」

　動甲冑スーツが動いた。わざと緩かん慢まんに足をあげると、仰あお向むけの神父の頭上に、それをかざす。少しバランスを崩くずせば、ユーグの頭ず蓋がい骨こつは卵のように踏ふみつぶされてしまうだろう。

「どうした、シスター？　早く喋しやべらねえと、神父の頭がこのチーズみたいになっちまうぜ」

「…………」

　湯気をあげている鍋なべと鉄棒を見比べながら、アグネスは敗北感に口を引き結んでいた。

　目の前にいるのは、本物の悪あく魔まだ。彼女が何を言おうと二人は殺される。

　もう神父様には頼たのみません！──偉えらそうに言った自分が恥はずかしい。まるで無力なまま、ここに座っているだけだ。罵ば倒とうされた男は、彼女のために打てる最高の手を打ってくれたというのに……

「……わかりました」

「よせ、アグネス！」

　微かすかに届いた弱々しげな声を黙もく殺さつすると、アグネスは観念したように口を開いた。

「全部お話しします」

「よし」

　ずいと身を乗り出し、カレルは食物にたかる蝿はえみたいに両手を擦すり合わせた。

「で？　どんなヤツだった？」

「教会に帰ってきたとき、前の道ですれ違ちがったの。栗くり色いろの髪かみで藤ふじ色の眼めをした人でした……ちょっと冷たい感じの──」

「メムリンクの野や郎ろうか!?」

　相手の言葉がまだ途と中ちゆうなのも忘れて、振ふり返ったカレルは、背後の手下たちにがなりたてた。

「聞いたか、やっぱり奴やつの仕業だ！」

「カ、カレル様！」

　短生種テランの黒服が叫さけんだ。背後に注がれているその視線に、反射的にカレルが振り返ったとき、彼の顔面に浴びせかけられたのは煮にえたぎった鍋なべの中身だった。

「くおっ……こ、小こ娘むすめ！」

　一いつ瞬しゆんだけ、カレルは顔を覆おおって悲鳴をあげた。短生種テランなら大火傷やけどの末に失明しているところだったが、不死身の長生種メトセラにはどうということもない。眼球を焼かれたせいで一、二秒、目が開けられなくなっただけの話だ──だが、アグネスにとっては命と引き換かえの数秒だった。

　卓たく上じように置かれていた鉄棒にアグネスは飛び付いていた。意外なほど軽いそれをひったくるや、カレルの爪つめが伸のびるより早く、眼下の闘コロ技シ場アムに向けて投じる。

　いかなる神の加護か──仰あお向むけのまま、さしのべられたユーグの手の中に、吸い付くように鉄棒が収まる。それを見て、少女は叫んだ。

「神父様……戦って！」

　彼女の喉のどを迸ほとばしったのは、わずかにそれだけの言葉だった。次の瞬しゆん間かんには、鋭するどい鉤かぎ爪づめに背中を抉えぐられ、床ゆかに叩たたきつけられていたからだ。

「この小こ娘むすめが！」

　深々と背中を抉られたシスターが、声もなく倒たおれた。それを無む慈じ悲ひに踏ふみつけながら、吸血鬼は咆ほう哮こうした。捲まくれあがった頭ず巾きんから覗のぞいた首筋に、とどめを加えようと腕うでを振ふり上げる。

「カ、カレル様、あれを！」

　まさに鉤爪を振り下ろそうとした瞬間、カレルの耳に、裏返った悲鳴が届いた。

　咄とつ嗟さに身を捻ひねった吸血鬼は、そこに信じられぬ光景を見た。

「……!?」

　闘技場の真ん中、いましも敵手を踏み潰つぶそうとしていた動甲冑スーツが、凍こおり付いたように動きを止めている。いや、そればかりではない。次の瞬間、

「ウィ、ウィレム!?」

　それは、まるで冗じよう談だんのような光景だった。巨きよ大だいな動甲冑スーツの上半身が、腰こしの上からずるりと滑すべり落ちたのだ。ガラスのような切断面を上に向け、轟ごう音おんとともに地面に落下する。仁王立ちになったままの下半身からは、噴ふん水すいのように鮮せん血けつが噴ふき上がり始めた。

　あたかも、ガラスのような断面を見せて転がった残ざん骸がいの傍かたわらで、例の鉄棒を脇わきに寄せた神父が立ち上がった。どうやったものか、既すでにその足の鎖くさりも、動甲冑スーツ同様に断ち切られている。
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「──次はお前だ、カレル・ファン・デル・ヴェルフ」

　冷たい翠みどり色の光が、驚きよう愕がくに強こわばる吸ヴア血ンパ鬼イアの顔をまともに射い抜ぬいた。長生種メトセラには最も縁遠い筈はずの感情──恐きよう怖ふに硬こう直ちよくしたカレルを見上げる神父の声は、煉獄ゲヘナの炎ほのおのように熱く凍こおっていた。

「待っていろ……今から、そこに行く」

「こ、殺せ！　撃うち殺せ！」

　怒ど声せいに応こたえて黒服どもが拳けん銃じゆうを抜き放った。闘コロ技シ場アムに向けて、一いつ斉せいに引き金を絞しぼる。いずれも軍隊や警察あがりのプロだ。闘技場の中央に仁王立ちになった神父は、次の瞬しゆん間かんにはぼろ切れのように吹ふき飛んでいるはずだった。

　神父の前に、灰色の壁かべが立ちはだかった。

　それが、高速で旋せん回かいする例の鉄棒だと見る者が悟さとったときには、銃じゆう弾だんはことごとく澄すんだ音をあげて弾はじかれていた。いや、そればかりではない。信じ難いスピードで回転する鋼の風車は、貴き賓ひん席めがけてまっしぐらに駆かけ上がってくる！

「は、迅はやい……いかん、発はつ砲ぽうはよせ！　同士討ちに──」

　同どう僚りようを制しようとした黒服が血と悲鳴と魂たましいを噴ふきこぼしたときには、その喉のどは繰くり出された鉄棒に潰つぶされている。

　頽くずおれる死者に代わって跳ちよう躍やくした影かげは、次の瞬間、貴賓席に躍おどり込んでいた。なおも引き金を絞ろうと試みた男達が、唸うなりをあげた凶きよう器きに頭を叩たたき割られ、蝿はえのようにはたき落とされる。

「おのれ、小生意気な短生種テランが！」

　それまで優ゆう雅がに座っていた青いイヴニングの貴婦人が、オペラグラスを放り捨てて立ち上がった。彫ちよう刻こくのように繊せん細さいな指で禍まが々まがしい光を放っているのは、鋭するどく伸のびた鉤かぎ爪づめだ。

「死にやっ！」

　唸りを生じて繰り出された右手を、ユーグは眼前にかざした鉄棒で受けた。だが、淑しゆく女じよの唇は弦げん月げつの形に割れている。同じく鉤爪を伸ばした左手を、反対側から大きく打ち振ったのだ。さしもの棒術の達人も、これは防げまい。

　だが、ユーグの表情は変わらなかった。鉄棒を握にぎった右手が小さく動くや、金属と金属の擦こすれる微かすかな音が響ひびく。と同時に、鉄棒に細い裂さけ目が開いた。そこから漏もれだしたのは、ぞっとするほど白い光──

　大気そのものが裂けたが如ごとき異音とともに、鮮あざやかな血の花が咲さいた。そのときには、淑女の頭部はテーブル上に転がっている。彼女の胴どう体たいは、わが身に何が生じたか知らぬげにその場に立ち尽つくしていたが、首から噴ふん水すいのように血が迸ほとばしり始めるや、それに引かれるように階段を転げ落ちていった。

　そのときになってようやく、長生種メトセラたちは同どう胞ほうの身に何が生じたかを悟った。

　萎しおれた花のように横たわる尼に僧そうを守って佇たたずむ影かげ──黒衣の神父の右手に鋭い光が宿っているのだ。優美な曲線を描えがいたそれは、信じられないほど薄うすい刃はを備えた一振りの長刀ブレイドだった。

「何だ、あの剣けんは!?」

「し、信じられん、我ら長生種メトセラをただの一いち撃げきで……」

　うろたえ騒さわぐ同族の中、かろうじて族長の威い厳げんを見せてカレルは喚わめいた。

「おのれ、よくも仲間を……神父！　貴様、ただの神父などではないな？」

　十名を越こえる吸ヴア血ンパ鬼イアたちに囲まれ、若者の表情には恐きよう怖ふの欠片かけらも存在しない。ただ、右手の長刀の光こう芒ぼうが、その顔に躍おどっている。それまで逆手に握にぎっていた長刀を順手に持ち換かえると、ユーグはそれを青眼に掲かかげた

「我が名はユーグ。国務聖省Ａ特務分室ｘ派は遣けん執しつ行こう官かん……」

　澄すんだ音とともに、刀ブレードが回転した。

「コードネーム──〝ソードダンサー〟！」

「派遣執行官……やはり、ヴァチカンの殺し屋か！」

　カレルの喉のどがくぐもった音をたてたときには、神父の背後から忍しのび寄っていた若い長生種メトセラが、後ろ手に心臓を貫つらぬかれている。そのまま、頸けい部ぶまで断ち割った長刀は虚こ空くうで旋せん回かい、正面から突とつ撃げきした吸血鬼の胴どう体たいを袈け裟さ掛がけに斬きり割って、血の驟しゆう雨うを降らせた。

「〝加速ヘイスト〟だ！〝加速〟して仕留めろ！」

　まさか、短生種テランごときに自分たちが倒たおされることになるとは予想だにしなかったのだろう。巻き起こった剣風に、長生種メトセラたちは次々と屠ほふられてゆく。うろたえ騒ぐばかりの同どう胞ほう達に向けて、年かさの長生種メトセラが吠ほえた。

「相手はただの短生種テランだ！　〝加速〟しろ！」

　全身の神経系を異常興奮させ、ふだんの数十倍の反応速度を得る〝加速〟は、長生種メトセラ最大の切り札だ。体への負担が大き過ぎるため、長時間は使えないが、たかが虫けら一匹ぴき、三秒とかかるまい〝加速〟に入ったその老長生種メトセラは、たった今、若い同族の首を刎はねとばしたばかりの無防備な背中に向けて、躍り掛かった。草食獣じゆうを仕留める狼おおかみのように、剝むき出した牙きばを白いうなじに突つき立て──

「なにっ!?」

　空むなしく嚙かみ合った上下の牙が、耳障りな音をたてた。瞬しゆん前ぜんまで確かにそこにいたはずの神父の姿が搔かき消えている。いったい、どこに──

「お前たちの動きには無む駄だが多過ぎる」

　耳元で囁ささやかれた声に顔をひきつらせたとき、背後から突き出された長刀は、老吸血鬼の心臓を静かに貫いていた。

「それに、俺たちにんげんを舐なめ過ぎだ」

「テ、虫ケラテランが……ッ！」

　だが、体の中で回転した刃やいばに心臓を喰くい破られながらも、老吸血鬼は最期の意地を見せた。

　正面に抜けた刃を両手で固く摑つかんだのだ。

「カ、カレル様、とどめを！」

　叫さけんだときには、彼の命は永久に失われている。だが、瞬しゆん間かん的に収しゆう斂れんした心臓の筋肉は、死せる吸ヴア血ンパ鬼イアの執しゆう念ねんそのもののように、刃やいばを嚙かんで離はなさない。

「死ね、短生種テラン！」

　死者に得物を奪うばわれた神父に、怒ど号ごうをあげるカレルが肉にく薄はくした。その手には壁かべにかかっていた戦せん斧ぷが握にぎられている。剣けん士しの性さがか、咄とつ嗟さにユーグは、左手で空の鞘さやをまさぐったが、無論、そこに剣はない。得物を失った剣士の頭ず蓋がいに、旋せん回かいする巨きよ大だいな質量が激げき突とつする！

　戛かつ然ぜん──甲かん高だかい残ざん響きよう音おんに、金属と金属の擦こすれ合う不快な軋きしみが重なった。

　ユーグの左手にあって、戦斧を受けたのは、今一ひと振ふりの剣だ。それが、空のはずだった鞘の反対側から引き出された小太刀こだちだと頭の隅すみで認識したときには、カレルの上半身は大きく泳いでいた。短生種テランとは思えぬ神父の力に、大きく得物を弾はじかれたのだ。

「ぬ、ぬおっ！」

　それでもその体勢から、次の斬ざん撃げきへ繫つなげたのは長生種メトセラならではだった。頭上に振りかぶった形の戦斧を、やや低いところに位置する神父の頭めがげて拝み撃うちに打ち下ろす。だが、そのときにはユーグの長刀もまた、老吸血鬼の体から引き抜ぬかれていた。

「遅おそいわッ！」

　雄お叫たけびをあげるカレルの斬撃に対し、剣士は長刀を右みぎ脇わきにひきつけるような形に構えた。

　静かな翠すい瞳とうには、これまで自分が与あたえてきた全すべての死と、これから与える全ての死とが映っている。あるいは、いずれ来るべき自分の死さえ──だが、それは今、この時ではなかった。

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、バネのようにたわんだユーグの体が床ゆかを蹴けった。撃ち下ろされた戦斧に向けて、渾こん身しんの片かた刺て突づきが繰くり出される。

「〝剣にオムネスより・エニムて生・クイ・くるアケペリ者はント・グ、剣ラデイウによム・グラりてデイオ・滅ペリびブぬント──エィメン！」

　戦斧を撃げき砕さいした刃はその勢いを殺さぬままに、雄叫びをあげる吸血鬼の頸けい部ぶを串くし刺ざしにした。




　少女の背中の傷は、白い骨が見えるほど挟えぐれていた。今はまだだいじょうぶだが、早く運ばねば命に係わる。命は助かっても障害が残るかも知れない。

「すぐに病院に運ぶ……だいじょうぶだ。死なせたりはしない」

「……あいつは死んだの？」

　相当な痛みのはずだが、気き丈じようにも薄うす目めを開けて、アグネスは彼女を抱かかえた神父に尋たずねた。

「あいつを……殺したんですか、神父ユーグ？」

「いや、まだだ」

　カレルの頸部を貫かん通つうし、背後の壁に串刺しにした長刀は、わずかに数十ミクロンの距きよ離りで急所の頸けい椎ついから逸それている。それでも彼らの不死身の生命力ならば、命には別状はないはずだ。ただし、ちょっとでも動けば頸椎を砕くだかれ、たちまち落命することになるが。

「どうする？　君がその気になれば、奴やつは死ぬ。家族の仇かたきをとるか？」

「…………」

　痛む首を懸けん命めいに動かして、アグネスはユーグの血に汚よごれた手を見たようだった。その言葉に反して、寂さびしげな翠すい瞳とうも。

「……やめておきます」

　片かた頰ほおをひきつらせるように笑うと、少女は繰くり返した。

「私はやめておきます」

「……ありがとう」

　心の底の底から告げたような、ユーグの声だった。

「すぐに病院に連れていく。それまで、少し眠ねむりたまえ」

　ユーグはアグネスの体を床ゆかに横たえると、裾すそを払はらって立ち上がった。病院に彼女を担ぎこむ前に、一つやっておくことがあったからだ。

「答えろ、カレル・ファン・デル・ヴェルフ」

　串くし刺ざしの吸血鬼の前に立った神父の声は、これが先ほど少女に囁ささやいたのと同じものかと耳を疑うほどに冷たかった。

「なぜ、シスター・アグネスに事件のことを聞いた？　犯人は、貴様の仲間ではないのか？」

「……し、しらねえ」

　弱々しげに、瀕ひん死しの吸血鬼はまぶたを持ち上げた。首から下が、指一本動かせない。

「はめられたんだ……俺おれははめられた……メムリンクの奴やつに……」

「はめられた？　メムリンクというのは、アントワープのハンス・メムリンクのことか？　あいつが、犯人か？」

「たぶんな……助けてくれ。俺は教会なんて襲おそっちゃいねえ」

　たとえ教会襲しゆう撃げきの犯人でなくとも、教ヴア皇チ庁カンの神父が吸血鬼を見み逃のがすはずがない。それでもなお、カレルは涙なみだを流して哀あい願がんした。

「本当だ……本当に俺は何も知らねえ……」

「では、もう一つだけ、俺の質問に答えろ──十年前のヴァトー家襲撃の件だ。答えたら、助けてやる。答えなければ……」

　長刀の柄つかに指がかかった。

「言え。あのときヴァトー家を襲ったのはおまえか？　当主夫妻を殺し、息子むすこの両りよう腕うでを切り落とし、娘むすめを連れ去った、あの吸ヴア血ンパ鬼イアは誰だれだ？」

　ユーグは、叩きつけるように咆ほう哮こうした。

「誰があのとき、皆みんなを殺し、妹を──アニエスをさらった!?」

「ブ、ブリュージュを襲ったのは、短生種テランのヤン・ファン・メーレンの申し出があったからだ。奴が手引きしたんだ……」

「ヤン・ファン・メーレン？　ファン・メーレン家の主か!?　噓うそをつくな！　彼はヴァトー家の姻いん戚せきだったんだぞ？」

「噓じゃねえ。奴やつは長いこと、ヴァトー家の警視総そう監かん職を狙ねらってたからな……へっ、短生種テランは俺おれらを化け物呼ばわりしやがるが、おまえたちの方が、よっぽど──」

「実行した奴は誰だ？」

　柄つかを握にぎる手にじっとりと汗あせを滲にじませ、ユーグは最後の問いを重ねた。

「答えろ、カレル。これが最後だ。実際に、ヴァトー家を襲った吸ヴア血ンパ鬼イアの名は？」

「実際にやったのは……やったのは……」

　その瞬間、ユーグが体を躱かわしたのは、全く直感的なものだった。さもなくば、真後ろから飛来した太矢クオレルなど、たとえ風を切る音が耳に入ったとしても、避さけられるものではない。

「……しまった！」

　だが、神業的な回かい避ひに成功しつつも、ユーグの口から漏もれたのは、悔かい恨こんの叫びだった。飛来した銀の太矢クオレルは、身動きもままならぬカレルの真額を貫つらぬき、即そく死しさせている。

「…………」

　咄とつ嗟さに振ふり返ったユーグを、灰色のコートの影かげが見下ろしていた。

　その顔の半分は、つばの広い帽ぼう子しと銀色の仮面のせいでわからない。だが、ユーグと視線があったとき、そいつの紫むらさき色いろの瞳ひとみが確かに嘲わ笑らったように見えた。

[image: ]

「待て！」

　次の瞬しゆん間かん、灰色のコートを翻ひるがえして、その姿は通路の闇やみへと消えている。咄とつ嗟さに床ゆかを蹴けろうとしたユーグだったが、ふとその足が止まった。

　床に横たわったまま、失血で気絶している少女を、悲痛とさえ言える暗い表情で振ふり返る。

「…………」

　出血は依い然ぜん続いていた。このまま放っておけば、確実に彼女は死ぬ。

　おそらく、心臓が一つ拍うつほどの時間もなかったに違ちがいない。立ち止まったままだったユーグの口から、深い深いため息がこぼれる。次の瞬間には、素す早ばやく僧衣カソツクを脱ぬぐと、その小さな体を抱だき上げていた。

「だが、待っていろ……」

　もはや、一刻の猶ゆう予よもない。少女を抱いた神父は足早に闘コロ技シ場アムを出て行きかけていたが、最後に一度だけ、既すでに人ひと気けの絶えた通路の方を振ふり返った。

「俺おれは絶対に諦あきらめん」




　　　　[image: ]




〈アルビオン近海における連続船せん舶ぱく襲しゆう撃げき事件ですが〉

　シスター・ケイトは、調査部からあがってきた分ぶん析せき結果を読み上げた。

〈やはり、かなり微び妙みようなことになりそうです。アルビオン貴族が関係するスキャンダルに発展するおそれがあります。一いつ般ぱんスタッフによる調査は、そろそろ限界ではないかと〉

「やはり、特務ス派遣タッフ執行官の投入が必要ですか……また、人手を出すことになりますね」

　窓辺に立ったまま、カテリーナはため息をついた。

　月が変わった途と端たん、急に暖かくなった。大聖ピアツ堂ツア・前サンピ広場エトロに溜たまった陽光はめっきり春めき、広場を往来する巡じゆん礼れい者しやたちの服装も目に見えて軽やかなものになっている。

「仕方ありません。アルビオンは世せ俗ぞく諸しよ侯こうの中でも一、二を争う強国です。しかも、例のハイジャック事件で借りがあります……念には念を入れて、二名の派は遣けん執しつ行こう官かんを投入しましょう。確か、〝クルースニク〟〝ソードダンサー〟の手が空いていた筈はずですね？」

「そ、それが……」

「どうしました？」

　珍めずらしく口ごもった部下の顔を、カテリーナは訝いぶかしげに覗のぞき込んだ。自分の記き憶おくが間ま違ちがっていただろうか？

〈カテリーナ様……実は〝ソードダンサー〟がいまだローマに帰き還かんしておりません〉

「……どういうことです？　アムステルダムにおける吸ヴア血ンパ鬼イア氏族殲せん滅めつの報告は、二週間も前に受けていますよ。私は、てっきり彼は休きゆう暇か中かと思っていましたが？」

〈え、ええ。確かにその通りなんですが……〉

　元から垂れ気味の目をいっそう垂れさせて、尼に僧そうの立体映像は口ごもっていたが、やがて、小さな声を押おし出した。

〈アムステルダムの件では、殲せん滅めつした吸血鬼の中に犯人に該がい当とうする者がいなかったと、神父ユーグは報告していました。捜そう査さのために、アントワープ出張の必要があるとも〉

「報告書は読みました。ですから、調査部がその件については現在調査中です。結果が出次第、特務ユニットを再投入することにしていた筈はずです。それが何か？」

〈彼は、その決定を不服だったらしく、直接、アントワープヘ……も、申し訳ございません！〉

　真まっ青さおになってケイトは詫わびた。枢すう機き卿きようの手が激しく執務卓たくを打ったのだ。

「勝手なことを！」

　鋭するどく吐はき捨てたときには、カテリーナの顔色は既すでに平時のそれに戻もどっている。もっとも、片眼鏡モノクルの奥おくの瞳ひとみは冷え冷えとした光を保ったままだ。視線を合わさないよう細心の注意を払はらいながら、おそるおそるケイトは尋たずねた。

〈あ、あの、それでいかがいたしましょう、カテリーナ様？〉

「〝クルースニク〟に言って、〝ダンディライオン〟を檻おりから出させなさい。アルビオンの件は、それで処理しましょう」

〈いえ、私が伺うかがいたいのは、〝ソードダンサー〟の処置ですが〉

「…………」

　胸のロザリオを弄いらいながら、麗れい人じんは考え込むような顔になった。

　彼が抱かかえる危険性を知りながら、低地ネーデル地方ラントに送り込んでしまったのは、カテリーナ自身の判断ミスだ。また、アムステルダムの事件が真の解決を見ていないことも確かである。

「とにかく、〝ソードダンサー〟に重ねて帰き還かん命令を出しなさい。素直に従えば、今回の服務規定違い反はんについては不問に附ふします」

〈はい、承知いたしました。確かに申し伝えます〉

「お願いしますね……ときに、シスター・ケイト」

　尼僧はあからさまにほっとした様子だったが、カテリーナの次の質問を耳にして、ぞっとしたように表情を強こわ張ばらせた。

「ミラノの進しん捗ちよく状じよう況きようは？　〝ガンスリンガー〟の現場復帰にはあとどれくらいかかるか、〝教授〟に問い合わせておいて下さい」


トリニティ・ブラッド外伝　ＳＷＯＲＤ ＤＡＮＣＥＲ（完）









　あとがき







　初めての方ははじめまして。そうでない方は、二ヶ月ぶりでございます。『トリニティ・ブラッドＲレイジ．・アゲＡインス．ト・Ｍザ・ム．ーンズ』、この度たび、無事に刊行の運びと相成りました。ザ・スニーカー掲けい載さい時に熱い応おう援えんを寄せて下さった皆みな様さま、ならびに前作『Ｒリボー．ン・Ｏオン．・ザＭ・マ．ルス─嘆きの星』をお買い上げ下さった方々に、まずはお礼申し上げます。ありがとうございました。

　さて、『ザ・スニーカー掲載時』というところでひっかかった方のために、補足を少々。

　この『トリニティ・ブラッド』というお話は、二〇〇一年四月現在、隔かく月刊誌ザ・スニーカーに連載されております『Ｒ．Ａ．Ｍ．』シリーズと、文庫書き下ろし長編の『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』シリーズの二つによって構成されてます。背景世界や主要登場人物はまったく同じで、時間軸じくだけが異なっており、『Ｒ．Ａ．Ｍ．』は『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』より数年前に位置しています。片方が本編で、他方が番外編というわけではなく、両方で『トリニティ・ブラッド』というひとつのシリーズを成しております。とはいえ、この本で初めてトリ・ブラに触ふれられた方も、どうぞご安心下さい。片方だけでも十分、独立して楽しんでいただけるような構造になってますから、全く問題ありません。ただ、両方読むことで、面おも白しろさが相乗効果を起こすような仕し掛かけが色々ほどこされてるだけですから……って要するに、『よかったら、両方買ってね♥』って宣伝してるんですけどね、ええ（笑）。

　なお、『ザ・スニーカーに連載』と書きましたが、これはひょっとしたら正確な説明ではないかもしれません。と言うのも、連載にあたって『連載は一ワンクール四話。一ワンクール内に読者アンケート三位以内に入らなければ、即そく打ち切り』というサドンデスなＡＳＡ○ＡＮ的条件を突つきつけられているためです。ですから、皆さんがこれを読まれているときには、既すでに過去のものになってしまっているかも。そのときは、そっと十字を切りながら、念仏でも唱えてやって下さい（合がつ掌しよう）。もしそうでなければ、つまり、まだ連載が続いているようであれば……いや、やめよう。この本を手にとって下さった方たちに、これ以上のお願いは、あまりに図ずう々ずうし過ぎる。『アンケートを出すと抽選で素敵なプレゼントがあたります！』だの『ザ・スニーカーは偶数月の月末発売です！』だなんて、シャイなボクにはとても言えないヨ……。え～、そんなわけで、あとは察して下さい（笑）。




　では、シリーズが生き延びていれば、次は『Ｒ．Ｏ．Ｍ．』二巻でお会いしましょう!?





吉田　直　拝　　
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